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新校舎建設工事 

 

昨年9月から旧校舎の解体工事が始まり、現在新校舎の

工事が本格的に行われております。本会報の編集時（3月

下旬）には基礎工事が終わり、1階部分の柱が姿を現し始

めています。2017年3月末の竣工に向けて順調に進んでい

るそうです。 

3月21日撮影 

 

64期生が卒業、176名が新会員に！ 
 

2016年3月1日、栄光学園第64期生の卒業式が行われ、

同窓会に新たに176名が加わりました。 

祝賀会では同窓会を代表して菱沼会長より祝辞を述べ、

卒業生に「同窓会案内書」と「EACON入門（操作手順説明

ならびにID、パスワード）」を配布するとともに記念品の印鑑

を贈呈しました。 

 
5月14日（土）、15日（日） 栄光祭開催 

 

5月14日（土）、15日（日）に第69回栄光祭が開催されま

す。新校舎の工事中につきプレハブ校舎での開催となりま

す。物理的な制約もあると思いますが、そこは栄光生たち、

きっと不利な条件を逆手にとって、すばらしい企画を考えて

いることでしょう。 

 

〈追悼ミサ〉 

栄光祭初日5月14日(土)9時30分より、学園聖堂におい

て、この一年間に亡くなられた教職員・卒業生の追悼ミサを

行います。 ミサ後、聖堂隣のアロイジオ会館ホールにて、

追悼した方々を偲び、茶話会も予定しています。多くの卒

業生のご参列をお待ちしております。なお、平服でお出か

けください。（5ページに記事） 

 

〈同窓会定期総会のお知らせ〉 

2016年5月14日12時より栄光学園アロイジオ会館におい

て2016年度同窓会定期総会を行います。各期委員並びに

支部委員の皆様のご出席をお願いいたします。昼食は用

意します。 

 

〈OBの部屋 ALUMNI〉 

栄光祭開催中の両日、今年もOBの部屋ALUMNIを開

きます。今年は会場が聖堂ホールではなく、プレハブ校舎

の一部屋をお借りする予定です。当日の案内をご確認くだ

さい。 
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学園からのメッセージ 

 

栄光学園中学高等学校長 望月伸一郎 

 

 同窓会の皆さま方には，日頃より学園の教育活動にご理

解とご協力をいただき感謝いたしております。 

まずご報告申し上げることとしては，法人合併について，

でございます。昨年この「アラムナイ」誌でもお知らせいたし

ておりましたが，日本国内でイエズス会が設立母体となって

いる学校法人が，今年４月，正式に合併いたしました。栄光

学園をはじめ，六甲学院，広島学院，上智福岡などの中等

教育期間と，上智大学，上智短期大学部，上智社会福祉

専門学校，聖母看護学校などの高等教育機関とがひとつの

法人によって経営されることになり，新たな学校法人「上智

学院」が発足いたしました。 

 ただ，いまだに誤解されて伝えられていることもあるようで

すが，栄光学園をはじめ４つの中学高等学校は上智大学の

附属学校となるのではありません。今後も各校はそれぞれ

の独自性を活かしていき，それぞれの教育方針を継続発展

させていきます。ですので，栄光学園の進路指導などが合

併によって変わることはありません。 

各学校の経営は，独立採算を維持することを基本としま

す。ですので，本校の創立７０周年事業において頂戴して

いる寄付金なども，大学本体の寄付金に組み入れられるこ

とはありません。今後も栄光学園宛てにいただいたご寄付

は，栄光学園以外の教育機関で使用されることはありませ

ん。 

また，同窓会や後援会なども，合併によって変わることは

ありません。各学校に関連した組織機関も，今後ともそれぞ

れ固有のご活動をご継続いただければ，と思います。 

イエズス会士の減少ということが合併の理由ではありまし

たが，この法人合併によって，むしろ大学教育と中学高等

学校教育のより緊密な連携のもと、「イエズス会教育の深

化」、「幅広い教育ネットワークの構築」、「次世代の担い手

の養成」を実現するために協働していくことを目指していま

す。今後ともなにとぞご理解を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 

さて，ご支援をいただいております新校舎建築工事は，

昨年１２月に旧校舎の解体が終わり，新校舎の基礎工事が

始まりました。現在までのところ，大きな問題もなく工事は順

調に進んでおります。 

 新約聖書ルカによる福音書６章には次のような記述があり

ます。 

「わたしのもとに来て，わたしの言葉を聞き，それを行う人が

みな，どんな人に似ているかを示そう。それは，地面深く掘

り下げ，岩の上に土台を置いて家を建てた人に似ている。

洪水になって川の水がその家に押し寄せたが，しっかり建

ててあったので，揺り動かすことができなかった。しかし，聞

いても行わない者は，土台なしで地面に家を建てた人に似

ている。川の水が押し寄せると家はたちまち倒れ，その壊れ

方がひどかった。」 

 先ごろマスコミでも取り上げられましたが，基礎杭が地盤に

到達しないままその上にマンションを建ててしまったことが

大きな社会問題になりました。土台がしっかりしていないまま

に家を建てることの愚かさ。イエスの生きていた二千年ほど

前のパレスチナ地方でも，同じような社会問題があったのか，

と改めて思います。こんなたとえを用いたのもイエス自身が

大工の家に生まれたので，建築工事には人一倍の関心が

あったゆえかもしれません。ただ，いつの時代でも目に見え

るところだけ立派にして，見えないところでは手抜きをすると

いうことは，神の思いからは遠いようです。 

 

 栄光学園では決してそのようなことがあってはなりません。

施工を担当した大成建設には，今回の基礎工事はどのよう

なものか，繰り返し説明してもらいました。本校舎の予定地

は旧校舎があったところでもあり，地表部分がすでに固い地

盤で何の問題もありません。ですが，西棟の予定地は地盤

改良工事が必要でした。日程的には12月の期末試験にか

かってしまい，試験のじゃまにならぬよう時間調整などしな

がらではありましたが，西棟の基礎工事をしっかりと行っても

らいました。 

 現在，少しずつ柱がたち始めています。工事概況の写真

は，栄光学園ホームページ「校内散歩帖」でご覧いただけま

す。そちらをぜひどうぞ。今は設計施工会社との打ち合わ

せで，すでに内装や什器などのことに話題が移ってきてい

ます。 

 さて，仮設校舎に移ってすでに半年あまりがたちました。

最初は違和感を禁じ得なかったものの，生徒たちもだいぶ

プレハブ校舎になれてきたようです。先ごろ，生徒会事務局

がこの仮設校舎について全校生徒にアンケートをとってい

ました。 

質問はすべて旧校舎と比べてどう感じるか，ということで

すが，「教室は過ごしやすいか」との質問に「過ごしやすい」

が62％，「過ごしにくい」が38％。「教室以外の場所は使い

やすいか」の質問には「使いやすい」が63％，「使いにくい」

が37％という，意外とも思える結果でした。 

仮設校舎では普通教室にエアコンがあることや，トイレが

広くてきれいなことなどが快適な理由としてあげられていま

すが，むしろ生徒たちをみていると，たとえ仮設校舎でも良

いところを積極的にプラス評価して，前向きに学校生活を送

ろうとしているように思えます。さすがは栄光生です。 

この4月には新入生としていよいよ70期生を迎えます。5
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月の栄光祭も，仮設校舎で様々な制約がありながらも，予

定通り行います。同窓会の方々にお使いいただける部屋も

用意してございます。卒業生のみなさまも，よろしければぜ

ひ大船までお越しください。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

同窓会長ご挨拶「新年度に向けて」 

 

同窓会長 菱沼徹臣 (17期) 

 

 新校舎落成を来春に控え、母校創立70周年事業への

支援が、2016年度の活動の軸となります。同窓会としては、

引き続き、学園、後援会、栄光会とともに組成する募金委員

会を通して積極的に関与していくとともに、さらに、その牽引

役として事業を盛り上げてまいります。３月に入った時点で

の同窓生からの寄付金は、個人、法人名義合わせ1900人

近い方々から約1億5千万円まで積み上がっております。皆

様の熱いご支援、ご協力に改めて御礼申し上げますととも

に、2017年末まで継続する予定の募金活動に引き続きご

理解を賜り、さらに同窓生間のお声掛けを通し、一層多くの

卒業生からのご寄附を賜りたいと存じます。同窓会の募金

目標額は２億円ですが、全体での募金目標は５億円となっ

ており、後者の現在額は目標の半分である約２億５千万円

に辿り着いたばかりです。同窓会としては、会の目標額を超

えて全体目標の達成に寄与すべく活動してまいります。 

この70周年事業を踏まえ、16年度のイベント企画として

は、昨年ご好評をいただいたOBフォーラム@TOKYOの第

２弾を秋に開催する予定です。また、永年継承されている栄

光OBゴルフコンペに同窓会も協賛し、拡大版として９月に

開催を予定するなど、母校70周年を様々なイベントで盛り

上げていきます。また、来年度の新校舎落成後のお披露目

会や記念コンサートなど、70周年本番への準備も進める大

事な年でもあります。イベントへの参加はもとより、企画運営

にも手を挙げていただける方をお待ちしています。 

昨年の組織活性化ワーキング・グループからの答申に基

づき、2015年度は1年を通して会則改定委員会を開催し、

同窓会の活性化を担保する会則のあり方と具体的な会則の

見直しについて議論を重ねました。30期代及び40期代の

法律家も複数加わって高い頻度で集まり、活発な討議を行

いました。会務の実行と審議機能の明確な分離とそれぞれ

の強化、会の基礎である同期会及び支部の活性化、若手

卒業生の同窓会幹事へのリクルート推進などが、この改定

の主な狙いです。昭和61年の制定から30年が経過し、改

定を経て、現行の会則は54条を数えるボリュームとなってい

ます。この機会に、先達の理念や知恵を踏襲しつつ、全体

をより単純明快な表現と立て付けに改め、新しいカンバスを

次世代に残していきたいと考えています。この会則改定案

は、常任委員会の審議を経て、５月の総会でご審議いただ

きます。 

2016年度は、永年の課題に対して果敢に挑戦するキッ

カケをつくる年と捉えています。名簿印刷及び名簿データ

管理のあり方は、今後の同窓会の基本的な運営や財政にも

直結する根本的な課題です。この課題には、停滞する会費

納入率という懸案と会費徴収の方法論も絡み、併せて足踏

みするEACONの利用拡大策なども同時に重点的に論ず

べきです。総務部と財務部の連携の下、広くメンバーを募り、

深い議論をしていきたいと考えます。 

会長就任以来３年が過ぎようとしています。「血の通う同

窓会」を標榜し皆様のご協力を得て少しは成果が残せてき

たかな、と感じています。一方、同窓会活動への参加率はま

だまだ低く、相変わらず同期会すら持てていない期もあり、

またせっかく設立されたものの活動を中断している支部も多

くあるという状況が続いています。様々な同窓会活動の中で、

特に同期会は最も基本的な活動であり、各期の状況の点検

及び把握と必要な支援を実施していくことが今期のメインテ

ーマの一つと捉えています。 

同窓会は、卒業生のボランテイアによって運営されていま

す。取り組むべき課題は尽きることなくあり、人手は幾らあっ

ても足りません。例えば、広報部の会報や同窓会ホームペ

ージに関わる作業は締切前に作業が集中するため、担当

者への負担が大きくなっています。広報部に限らず、ど

の部門も似たような状況が続いています。僅かな時間でもか

まいません。同窓会活動に参加しようと思われる方を募集し

ておりますので、是非とも事務局までご連絡下さい。 

４月１日には、学校法人が合併されます。学園や同窓会

の独立性、独自性は保たれますが、これによって学園も同

窓会も少なからず影響を受けます。一つ大きな枠組みに入

ることで、国際化や姉妹校との連携等の新しい取り組みなど

も期待される一方、栄光学園の名称を維持し独立採算制を

基本として経営されます。こういう重要な結節点であればこ

そ、我々同窓生の物心両面での母校への支援が必要です。

皆様のご理解を賜り、創立70周年事業を大いに盛り上げて

いきたいものです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

“栄光OBフォーラム@TOKYO”開催！ 
（2015年11月5日（木）） 

 

同窓会事業部長 増木洋介（30期） 

 

菱沼同窓会長の悲願であった「東京で集まる。」イベントが、

2015年11月5日に、満を持して開催されました。217名もの
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OBの方々に参加いただき、にぎやかなイベントとなりました

のでご報告いたします。 

 栄光OBフォーラムは、OBの知見を共有する企画として以

前より実施されていましたが、会場が大船であったためか、

参加者も限定的となっていました。そこで、東京在勤、在住

の方々にも多く参加していただけるよう、「東京」で「平日の

夜」に開催すると

いう企画をしまし

た。 

 会場には、東京

駅 目の 前 、 丸 ビ

ルの横に位置す

る「日本工業倶楽

部会館」という歴

史あ る建 物をお

借りすることができ

ました。 

 

 17:30に開始した第一部のフォーラムは、内閣総理大臣補

佐官の和泉洋人氏（20期）によるオープニング講演で幕を

開けました。続くパネルディスカッションは、文部科学省から

戸谷一夫氏（23期）、外務省から秋葉剛男氏（25期）、財務

省から市川健太氏（29期）、総務省から原邦彰氏（31期）、

といった官僚の方々をパネラーとしてお迎えし、モデレータ

の浅尾慶一郎氏（31期）との掛け合いにより、専門的知見と

本音を交えた熱い思いを語っていただきました。 

 引き続き19:00から第二部の懇親会を行いました。菱沼同

窓会長（17期）の挨拶に始まり、萱場理事長、高祖上智学

院理事長のご挨拶、姉妹校（六甲学院、広島学院、上智福

岡泰星）からの来賓ご

紹介の後、三井物産

会 長 の 飯 島 彰 己 氏

（17期）による乾杯で

賑やかにスタートしまし

た。 

 この後、歓談に花を

咲 か せ る 間 も な く 、

次々とプログラムが進

行します。 

 まず最初は、「青春スクロール掲載者の紹介」です。同窓

会HPにも転載していますが、朝日新聞の神奈川版に連載

された「青春スクロール」という記事に栄光卒業生が39名紹

介されています。そのうち今回参

加いただけた19名の方々に登壇

いただき、ご紹介をさせていただ

きました。 

 一旦歓談の後、同窓会からの

お知らせとして「就活ゼミ企画の

紹介」や、飛び入り企画として川

村貞知氏（37期）による校章デザ

インへの提言「校章の考証」が続

きます。 

 現在工事中である「新校舎の

紹介」は、隈健吾氏（21期）と崎

山茂氏（25期）からいただきまし

た。プロモーションビデオを交え

た詳しい説明をいただき、ますま

す完成が楽しみになりました。 

 その余韻が冷めないうちに間

髪入れず、「70周年事業募金委 崎山茂氏（25期） 

隈健吾氏（21期） 

青春スクロール掲載者 

和泉洋人氏（20期） 

パネルディスカッション：左から浅尾氏、戸谷氏、秋葉氏 

パネルディスカッション：市川氏（左）と原氏（右） 

飯島彰己氏（17期） 
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員会からのお願い」を、後援会理事長である徳永良輔氏（1

期）からいただきました。思わず財布を取り出した方も多か

ったようですが、事務局の準備が足りず、その場で寄付金を

いただく用意がありませんでした。お振込みをお待ちしてい

ます。 

 後半で望月校長も駆けつけていただき、締め近くのタイミ

ングではありましたが熱いご挨拶をいただきました。 

 中締めとして、大河原毅氏（11期）による素晴らしいご挨拶

をいただき、きっちり21:00に大盛り上がりの懇親会を締めく

くっていただきました。 

 当日は想定外のことも多々あり、用意したプログラムも

盛りだくさん過ぎて、若干混乱気味なイベントではありました

が、次回を期待する声もいただいております。世代を超えた

新たな交流のきっかけを提供できたのではないでしょうか。

今後もご期待ください。 

 

 

同窓会の行事報告および案内 

追悼ミサのご案内 
 

大島弘尚 (14期) 

 

栄光祭1日目、5月14日土曜日の午前9時30分より、栄光

学園聖堂にて、この1年の間に亡くなられた教職員卒業生

の皆様の追悼ミサを行います。亡くなられた教職員は､田浦

時代初めての日本人イエズス会神父として8年間指導なさ

れ、その後広島学院、そしてその後30年間ネパールで主に

障害児の教育で活躍なさった大木章次郎先生､田浦時代

から46年にわたって指導して下さった国語科の阿部忠也先

生、現職のまま亡くなられた会計主任の鈴木和郎様です。

亡くなられた卒業生は同窓会に連絡があった、1期生から

45期生までの32名の方々です。 

 ご遺族と退職した教職員の方々にもご案内しており、追

悼ミサの後、隣接するアロイジオ会館ホールにて、個人を偲

ぶ茶話会も予定しています。卒業生の皆様の御参列をお待

ちしております。平服でお出かけください。 

 

 

同窓会イベントのお知らせ 
 

同窓会事業部 

 

◆OBの部屋のご案内 

今年も5月14日、15日の栄光祭期間中、卒業生の憩いの

場として「OBの部屋」を設ける“予定”です。 

今年の栄光祭は仮設校舎での開催となりますので、会場の

確保について学園と鋭意調整中です。 

 

◆OBフォーラム開催予告 

2015年11月にOBフォーラム＠TOKYOとして開催いたしま

したが、好評につき、2016年秋に東京開催、2017年春に

大船開催を計画中です。乞うご期待。 

 

◆創立70周年記念コンサート開催予告 

新校舎竣工の年2017年夏に、横浜みなとみらいホールに

おいて栄光フィルによる記念コンサートを開催予定です。 

 

同窓会各部からの連絡・報告 

栄光学園同窓会会則改訂について 
 

同窓会総務部長 青木嘉光（10期） 

 

 総務部では2015年度一年間をかけ、同窓会発足当初

からの現「栄光学園同窓会会則」の全面改訂に取り組んで

いる。これは「同窓会の諸事業並びに組織全体」を見直す

中で、実態重視の「会則」に改訂することにより、同窓会の

一層の活性化に資することを企図したものである。即ち、

2013年度、2014年度「組織活性化ワーキング・グループ」

が提言、各部で推進している実態面での活性化を、規約面

から裏打ちしようということ。単なる条文の整理ではない。 

 

2015年5月総会で事業計画の一つとしてご報告、その後

8月に「会則改訂作業チーム」を組成。メンバーには、今後

同窓会活動の中心となる30期代、40期代の比較的新しい

会員を募った。そして、9月以降毎月会合を開催、議論を重

ねてきた。 

 

「改訂会則」は、現在の三つの「活性化阻害要因」即ち、

期委員と本部との連絡機能の不備、常任委員会の不活発、

事業遂行での実働力不足ということに対処する方策を示す

ことに重点を置き、①同期会を会則条文できちんと規定する、

②事業の実行に関与する会議を設置する、③実働人員の

登用面の手当をするという三つの柱を中心に据えてある。 

(改訂のイメージ) 

 

支部 

 

 

本部・事務局 

じｍ 

同窓会 

同期会 

(地域、職場、クラブＯＢ等) 
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2016年2月の常任委員会で改訂原案を説明。その後2期、

4期、8期の常任委員から意見がありそれらを修正。33期、

43期、47期、48期の会員が練った案を、一桁台の大先輩

が修正という同窓会ならではの過程を経て、54条の現会則

が29条の「改訂会則」として纏まってきている。ちなみに、議

論で参考にした姉妹校の六甲学院、上智福岡中学高等学

校、近隣の聖光学院などは、いずれも22条、26条、24条と

簡潔なものであった。 

 

「改訂会則」については、総会前であり本誌での詳細公

表を差し控えるが、今後4月の常任委員会、5月の総会決議

を経て施行できるよう、更なる議論を予定している。 

 

 

各部2015年度事業報告と2016年度事業計画 

総務部 
 

同窓会総務部長 青木嘉光（10期） 

 

2015年度事業報告 

総務部の2015年度は、「栄光学園同窓会会則」の改訂

が中心の一年間であった。2014年度の組織活性化WGの

答申を受け、5月の総会で会則改訂の御承認を頂き、7月か

ら会則改訂のための作業チームの人選を開始。その結果

33期、43期、47期、48期と比較的新しい会員からメンバー

を抜擢し、チームを組成することができた。そして9月以降毎

月会合を開催、毎回活発に議論を行い、本誌に別途掲載

の記事にある通り、①同期会を会則条文に規定、②事業実

行に関与する会議の明示、③実働人員の登用面の手当な

どを基本とした改訂同窓会会則案を纏めることができた。改

訂会則案は29条と現会則の54条に比し、大分簡潔になっ

ている。 

この会則改訂の作業においては、総務部が主体となり、

もう一つの事業計画としてあげた、事務局の負担の軽減と

いうことも実行することができた。 

 

2016年度事業計画案 

2016年度の総務部の事業計画の第一は、会員名簿の今

後のあり方の検討である。これは前年度、計画の一つに挙

げ資料整備等下準備をしてきた課題であるが、慣例を踏襲

すれば、愈々、今年度が会員名簿発行の年。2014年度に

実施した「全会員対象のアンケート」では、回答260件のうち、

197件が「役に立っている、役に立ったことがある」とのこと。

一方で、名簿発行費用は同窓会経費中最大の支出で名簿

発行年度は単年度収支が赤字になるとか、また、EACON

の名簿機能は現名簿以上の活用が期待できるといった実

態もある。従って、特別委員会を立ち上げ、関係各部とも連

携し、また会員の皆様のご意見も募り、名簿をどのような形

にするか対応を決めることを今年度の計画としている。 

その他の重要課題は、2015年度に纏めた改訂会則の施

行状況のフォロー、施行後に改善が必要な点が出てくれば

対処していきたい。そして、これら計画を進める中で、事務

局の負担軽減について留意していくことも引き続き計画の

一つとする。 

 

 

財務部 
 

同窓会財務部長 近藤亮介（45期） 

 

2015年度事業報告 

会費請求については、第2グループ702名の会員を対象

に、当年度分2,500円の口座振替による引き落としまたは4

年分（未納がある場合には8年分）一括振り込みの郵便振

替の案内を送付いたしました。また、前年度までに請求した

第1、第3及び第4グループのうち、未納の会員3,185名にも

再度納入を依頼しております。この結果、口座振替利用率

は26％と前年よりも1ポイント改善いたしましたが、会費の納

入率は47％と前年よりも2ポイントの改善に留まり、残念なが

ら目標である50％には達しませんでした。 

 

2016年度事業計画案 

2015年度も経費の節減に努めたものの、同窓会の収支

は継続して赤字の状態が続いており、会費納入率の改善は

2016年度においても最重要の課題であると認識しておりま

す。この点、2015年度に会費情報のデータベース化を進め

たため、それを利用して同期会、支部会及びOBフォーラム
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等各種イベントの参加者で会費が未納である会員について

積極的に納付をお願いし、納入率50％超を目指していく方

針です。また、会費納入方法や他の収入源の検討、各種イ

ベントの実施や名簿発行のタイミング等を勘案し、中長期的

な視点に立った収支計画の立案を検討していく予定です。 

 

 

広報部 
 

同窓会広報部長 高橋英治（28期） 

 

2015年度事業報告 

会報「THE EIKO ALUMNI」は84号を2015年10月1日、

85号を2016年4月10日に発行した。84号からは紙面をA4

サイズに拡大し、掲載する写真が見やすくなった。 

「同窓会ホームページ」ではカバーページのオートスライ

ド写真に解体工事中の大船旧校舎や、建設が開始された

新校舎の完成予定図などを取り込み、工事の状況をお伝え

している。また、記事には、新たに山本洋三先生（16期）が

ご自身のホームページに掲載中の「懐かし写真館」を転載

させていただいている。 

「ＥＡＣＯＮ」については引き続き広報部でも運用を促進

するためホームカミング・ディＯＢの部屋においてパスワード

の即時発行をしたり、会報およびホームページで 「ＥＡＣＯ

Ｎ」の使い方に関する記事を掲載した。 

 

2016年度事業計画案 

会報「THE EIKO ALUMNI」は例年通り年２回の発行

を予定しているが、創立７０周年事業の支援の一環として企

画されるイベントの案内などのため、発行時期を調整する可

能性もある。 

「同窓会ホームページ」においても、これらイベントのお知

らせをタイムリーに実施していく。 

「EACON」の運用促進を継続するが、一方でFacebook

などのSNS（Social Network System）を同窓会でも活用

することにより、若手の卒業生の活動の活性化を図ることが

できないか、検討を開始する。 

 

 

事業部 
 

同窓会事業部長 増木洋介（30期） 

 
2015年度事業報告 

（１） 同窓会員交流事業 

ア）例年通り、栄光祭（2015/5/9～10）においてＯＢの部

屋「アラムナイ」を設置し、飲料、軽食の提供および同窓会

事業や学園70周年事業の紹介、「ＥＡＣＯＮ」のパスワード

払い出し、操作説明等を実施した。 

イ）2015年5月24日に学園70周年事業協賛企画として

｢新校舎建築シンポジウム｣と題した第６回ＯＢフォーラムを

開催した。隈研吾氏（21期）、崎山茂氏（25期）他による新

校舎の詳しい紹介の後、望月校長他も交え、菱沼同窓会長

がモデレーターとなりパネルディスカッションを実施した。併

せて｢現校舎お別れ見学会｣を実施した。また、2015年11月

5日には、第7回として「栄光ＯＢフォーラム＠ＴＯＫＹＯ」を

丸の内の日本工業倶楽部会館において実施した。第一部

でフォーラム、第二部で懇親会をおこない、217名に参加い

ただいた。 

ウ）2015年度歴史文学散歩は６期三春勝正氏、14期大

島弘尚氏を中心に、4回の歴史・文学の遺産散策を行った。 

（２） 在校生支援事業 

ア）例年通り、高１ゼミ及び公開ゼミへのＯＢ講師の派遣

を行った。本年度は25期と35期が担当した。 

（３） 「栄光学園創立70周年事業」関連事業 

栄光ＯＢフォーラム＠ＴＯＫＹＯの第二部懇親会において、

徳永良輔氏（1期）に「70周年事業募金委員会からのお願

い」をしていただく等、募金委員会と連携した募金収集活動

協力をした。 

  
2016年度事業計画案 

2015年度に続き、2016年度も例年実施している事業に

加え、「栄光学園創立70周年事業」を支援し、積極的に協

力していく。 

（１） 同窓会員交流事業 

ア） 5月14日、15日開催の栄光祭においてＯＢの部屋

「アラムナイ」を設置し、同窓生交流の場を提供する。 

イ） 第8回ＯＢフォーラムは2016年秋に東京での開催を

予定している。 

ウ） 2016年度歴史文学散歩も引き続き６期三春勝正氏、

14期大島弘尚氏を中心に、年４回の実施を予定している。 

（２） 在校生支援事業 

ア） 高１ゼミ及び公開ゼミへのＯＢ講師の派遣を行う。本

年度は26期と36期が担当する。 

（３） 「栄光学園創立70周年事業」関連事業 

原則として上記既存の事業メニューをベースとし、募金委

員会と連携した募金収集活動や、記念イベント実施に協力

していく。 

・ＯＢフォーラムでの寄付呼びかけ 

・新校舎見学会（2017年春、ＯＢフォーラムとして開催予

定） 

・創立70周年記念コンサート（2017年8月開催予定） 
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活動サポート部 
 

同窓会活動サポート部長 島崎裕之（26期） 

 

 活動サポート部は、同窓生の自主的な活動の活性化を

促し、それに伴う支援・援助が担当業務であります。加えて

活動の情報を共有化、情宣することです。 

以降、カテゴリー別に２０１５年度の活動を報告いたします。 

①各期活動支援 

同窓会が把握している限りでは、計21期が同期会を延べ

22回開催しています。宴会の他、泊りがけの旅行・ゴルフコ

ンペ等が主な行事です。うち同窓会に開催報告の投稿があ

った会は17期延べ18回でした。なお今期まではEACONの

パスワード変更者が３０名を超え、その他一定の基準を満た

すと、同期会開催にあたり1,000円/人の援助を受けることが

できますが、これを申請した期は９期に上りました。 

②支部活動支援 

 期初時点でクラブのＯＢ会が９支部、地域のＯＢ会が６支

部、企業・業界等のＯＢ会が１２支部、計２７支部があり、同

窓会が把握している限り１４支部で１７回の活動を行ってい

ます。うち同窓会に開催報告の投稿があった会は7支部１０

回でした。また２０１５年度は野球部ＯＢ会が１１月３日の設

立総会開催を以って組織化され、新支部に加わりました。 

③その他活動グループ支援 

オール栄光ゴルフコンペは、有志各位の主催により、長

年にわたり毎年開催されていましたが、近年参加者の減少、

高齢化が進み、存続に不安が出て参りました。同窓会として

も歴史あるコンペを存続させる事は重要であると判断し、同

窓会が協賛するプロジェックトといたしました。具体的には

『創立７０周年記念』と銘打ち、開催日、会場も変更、組織的

な情宣により若手からも幅広く参加を募る方針を固めました。 

④その他社会貢献活動支援 

現役栄光生ではありますが、脳腫瘍と闘う少年音楽家で

ある加藤旭君（６６期）のＣＤ『光のこうしん』の販売促進、コ

ンサート開催の情宣を行いました。この活動には彼が所属

するバドミントン部のＯＢ会も関わり、活動しました。 

 

以上、あらゆる組織を横断的に活用し、各期・支部には

活動していただきましたが、多くの課題は残ります。それを

踏まえ、以下に２０１６年度の活動方針を述べます。 

①各期の活動 

活動の実績は同窓会に報告するよう促し、活動が停滞し

ている期の刺激になるよう情宣いたしたいと考えます。また

社会人として若手から中堅となる年代である４０期代の活動

が停滞しているように見受けられます。仕事・家庭とも多忙

な年代ですが、人脈を拡大すべき年代でもあります。各期

委員等の連絡網の充実・活動の強化により活性化を図りま

す。 

②支部活動 

支部委員の組織を強化し、活動の停滞している支部のテ

コ入れを含め現有支部の活性化を図ります。また横断的な

情報交換等により、部・地域・業態の支部設立を進めて行き

ます。 

③オール栄光ゴルフコンペ 

既に９月４日（日）によみうりゴルフ倶楽部を３６組１４４名

予約済です。各ネットワークを活用し、開催に向け動員を図

ります。またこのイベントを機会に各期・支部組織活性化に

もつなげていきたいと考えます。 

④社会貢献活動 

引き続き社会貢献活動を支援するとともに活動を調査し、

支援対象を掘り起こして参ります。 

 

以上の方策には、広報部とともに『ＥＡＣＯＮ』の運用促進・

積極的な活用により、活動活性化を図っていきます。 

 

 

第33回イエズス会校同窓会連絡会議（ＪＪＨＡＦ）

に参加して 
 

同窓会副会長 山田宏幸（30期） 

 

 １年に１度、姉妹校の六甲学院、広島学院、上智福岡

中学高等学校及び本校の４校の同窓会で開催される「イエ

ズス会校同窓会連絡会」（ＪＪＨＡＦ：The Japan Jesuit 

Highschool Alumni Federation）が、平成27年10月17日

（土）に福岡で行われました。今回で33回目の開催となりま

すが、幹事は持ち回りで上智福岡。本校同窓会からは菱沼

会長と山田が出席し、４校同窓会が、情報や課題を共有し

意見を交換するとともに親交を深めました。 

連絡会の会場は、上智福岡中学高等学校内で、博多駅

からバスで15分ほどの郊外、小高い丘の上にあります。福

岡市植物園や動物園に隣接し、その近くには福岡雙葉学

園（幼稚園～高校）があります。福岡雙葉学園は、横浜や東

京にある雙葉と姉妹校です。 

さて私は、当日博多駅にかなり早く到着したので、コーヒ

ーを飲みながら時間調整し、14時からの会議に余裕を持っ

て13時前のバスに乗りました。博多の街並みを窓越しに楽

しんでいましたが、30分たっても目的のバス停に到着しませ

ん。「あれ、渋滞していないのにおかしいな、乗る前に運転

手さんに“上智福岡中高前”停まりますよねと確認したのに

なあ…」と不安になり、バスの経路を確認してみると、どうも

乗車したバスは遠回りをする系統だったようです。とはいえ、

今さら降りる訳にもいかず、運を天に任せつつ、車内で意味

もなく焦ったりしていると、何とか定刻の10分ほど前に最寄り
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のバス停に到着。小走りに上智福岡に向かい、なんとか間

に合いました。会議室で菱沼会長と手分けして持参した配

布用資料を組み上げて配布し、会議がスタートしました。 

会議は14時から１時間半程度行われ、幹事の上智福岡

の司会で進行しました。会議の概要は以下の通りです。 

 

≪会議の概要≫ 

１ 日時：会議 2015年10月17日（土）14：00～15：30

（懇親会16:00～18:00頃） 

２ 出席者 

上智福岡：会長、副会長２名、監事 

六甲学院：会長、副会長２名、事業委員会委員長 

広島学院：会長、副会長、九州支部顧問 

栄光学園：会長、副会長 

３ 会議の概要、議事等 

（１）自己紹介後、各校同窓会の近況をそれぞれ紹介した

後、議事に入った。 

（２）各議事について、意見交換、議論を行った。議事は

以下の通り。 

ア 同窓会名簿について 

イ 同窓会会則について 

ウ ５つの学校法人の合併について 

エ その他 

 各校からの近況として、六甲学院からは、①名簿発行の

見直し検討、②伯友会ジュニア（50歳まで）支援、③伯友会

75周年を記念した同窓会奨学金検討が、広島学院からは、

①役員の改選（会長再任）、②広島学院創立60周年記念

事業への参画、③地域支部活動の状況と活性化の取り組

みが、上智福岡からは、①同窓会名称“上智福岡泰星会”、

②名簿作成について、③総会の開催、幹事等についてが、

それぞれ報告されました。 

名簿については、六甲学院では名簿発行の形式を見直

し、個人情報保護のため、氏名住所、電話、勤務先等が記

載されている現状を改め、発行する名簿は期と氏名のみの

索引名簿とし、これに役員一覧、特別会員名、会則、個人

情報保護方針をセットにした冊子とする。ただし、会員には

一定の手続きで他の会員の情報を提供するといった方向で

運用することを検討中とのことで、平成28年度中にサービス

開始を予定しているそうです。広島学院は隔年発行、また

上智福岡は、名簿の作成はしたものの30冊程度の印刷とし、

基本的にOPENにはしておらず、4,000人程度の情報を把

握できたとのことでした。また、名簿に関連して会費につい

ても意見交換が行われ、広島学院からは、終身会費の取り

扱いを役員総会で取り上げられたこともあり終身会費制を検

討しているとの発言がありました。これを受け、現在終身会

費制である六甲学院からは、現状の終身会費徴収方法の

説明や過去の経緯、上智福岡や本校同窓会からも現状の

説明が行われました。 

今回は会議の設定時間が短かったこともあり、名簿と会

費についての意見交換でほぼ予定の時間となってしまいま

した。また、限られた時間の中で、幹事校の上智福岡からは、

学校と同窓会との関係、繋がりはどのような状況かとの問い

かけがあり、最後に各校が状況を簡単に説明し、会議を終

了しました。 

会則や、法人合併については、改めて来年度の議題に

送るとともに、必要に応じて４校同窓会が情報共有していく

こととなりました。ちなみに、会議の中で、上智福岡では、男

女共学４年目となり現在女子１期生は高校１年生なので、あ

と２年で卒業となること、同校総会は卒業期＋20才の期が

幹事を行うルールになっているので、年齢でいうと39才が幹

事を行うことになるといった説明がありました。 

 次回幹事については順番では本同窓会でしたが、翌

2017年３月に栄光学園新校舎が竣工する予定であることか

ら本同窓会幹事による開催を１年先送りにすること、また折

角なので可能であれば60周年記念事業で講堂と聖堂を建

て替えた広島学院に次回2016年度幹事をお願いすること

を提案し、各校同窓会にご了承いただきました。 

会議終了後、場所を変え、上智福岡からほど近いKKR

ホテル博多で懇親会が行われ、さらに各校の親交を深める

とともに、会議で議論できなかったことを話題とするなど、議

平成27年度JJHAF会議の様子 

上智福岡中学高等学校正面玄関 
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事録には掲載し難い「情報の共有」を行い、大いに盛り上が

りました。懇親会からは、上智福岡から増井理事長、オチョ

ワ神父、大石校長、舟橋教頭、光成の各先生と、次期同窓

会実行委員長の田村さん、同副委員長の吉永さんも合流さ

れました。JJHAFとしてはかなり若手の田村さんと吉永さん

から、同窓会への意気込みを込めた熱いご挨拶もあり、各

校は所在地域が異なり、参加者は仕事も年代も違うものの、

そこはやはりイエズス会校での教育を受けた者同士、何の

隔たりもなく会話は弾み、大いに盛り上がり、時を忘れるほ

ど楽しく有意義な会でした。次回、広島での再会を確認し、

午後６時過ぎに散会となりました。 

 

 

2015年度「OBゼミ」 
 

理科教諭・OBゼミ担当 堀 真人（41期） 

 

 本校では，高校１年生の選択授業「ゼミナール」の一講座，

および放課後の自由参加形式の講座として，卒業生を講師

にお招きして「OBゼミ」（正式には「OBゼミ：日本の社会のし

くみを考える」）を開講しています。例年，高校1年生の40歳

および30歳上の期に講師を担当していただき，現在のお仕

事とその社会的な役割を中心に，これまでの進路・職業選

択や後輩である生徒へのメッセージをお話しいただいてい

ます。今年度は，高校1年生（66期）の受講生は36名おり，

講師は25期と35期の方々にお願いしました。演題と講師の

方々は以下の通りです。 

 

25期（4月～11月） 

「エコノミストの仕事とは」    高田 創 氏 

「がんのゲノム医療の話と、16才の時の不安、そして40年」  

       吉田 輝彦 氏 

「横型人材の奨め＆研究者という商売」  古田 一雄 氏 

「天文学者になりたかった」   深澤 哲朗 氏 

「巨大法律事務所の弁護士はどんな仕事をしているか」  

       仲谷 栄一郎 氏 

「広告の広告 ～人の気持ちを動かす仕事～」  

       角田 誠 氏 

「日本での建築、世界での建築」   崎山 茂 氏 

「日本の外交」     秋葉 剛男 氏 

「外資系企業での研究者という生き方 －電子材料開発の

30年－」      長谷川 雅樹 氏 

「私たちが生きていく少子高齢社会」 森 義博 氏 

「日本の食マーケットに挑む」  山本 泰生 氏 

「テレビ業界を勧められるのか」   成合 正和 氏 

 

35期（11月～3月） 

「総理官邸から見た日本の国際広報」  金子 正志 氏 

「人文学の近代－近代日本言語史から考える－」，高1授業 

「辞書の近代－ことばの規範とはなにか－」，放課後 

       安田 敏朗 氏 

「外科胃腸科医の仕事」    一色 聡一郎 氏 

「弥生が起業を応援するワケ」   岡本 浩一郎 氏 

「デザイナーという仕事 ～障がい者、コンフリクト、そしてユ

ニバーサルデザイン～」   桑波田 謙 氏 

「 Creative Alchemy ア イ デ ア と は 錬 金 術 で あ る 。 」 

      木村 健太郎 氏 

「仕事としての宇宙」    蒲原 信治 氏 

 

 OBゼミでは，さまざまなご経歴，ご職業の先輩方のお話を

通して，在校生が社会のしくみや将来の仕事について考え

る機会をいただくことができました。この場をお借りして，改

めてお礼を申し上げます。また，来年度は26期，36期が講

師を担当していただく期となります。今後とも卒業生の皆さ

まおよび同窓会のお力添えを賜りますよう，お願い申し上げ

ます。 

 
 
 

上智福岡次期同窓会実行委員長田村さん（右）と副委員長吉永さん（左） 

手前は上智福岡オチョワ神父と六甲伯友会の石光会長 

KKRホテル博多でのJJHAF懇親会の様子 
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EACONを使おう（4） 
 

広報部 

 

 EACONを導入した背景のひとつに名簿の電子化を目

指すということがあります。すでにEACONを使い始め、ご自

身のプロフィールを確認、訂正いただいている方もおられる

と思いますが、EACONでは各自が自分の名簿データを変

更できますので、2年に一度発行される「紙の」名簿を待つ

ことなく、記載事項の変更をタイムリーに行えるという利点が

あります。 

また。名簿を使って卒業生のことを調べる際にも。電子版

として数々の有意義な使い方が想定されています。 

まず、パソコンもしくはスマー

ト フ ォ ン が 手 元 に あ れ ば 、

EACONにログインすることで

名簿が使えます。外出先など

「紙の」名簿がなくても名簿検索

が可能です。 

次に、プロフィールとして入

力されている様々なカテゴリー

で検索を行うことができます。名

前や学年から検索することはも

ちろん、大学名、勤務先、住所、

クラブ活動などからの検索に威

力を発揮します。 

名簿検索の使い方は以下の

通りです。まず、EACONにログ

インしますと、左側のメニュー欄

に「コネクション」として「関連のあるメンバー」と「メンバーリス

ト」というメニューが表示されています。 

「関連のあるメンバー」はご自身のプロフィールに照らして

自動的に同じ学年、同じ大学、同じ部活動の方をそれぞれ

検索した結果が表示されます。 

「メンバーリスト」は表示される項目の空欄に名称を記入し

て「検索」ボタンをクリックすると該当する卒業生が検索項目

の欄の右側に表示されます。 

ここで注意が必要なのは同じ大学名、企業名であっても

各人のプロフィール欄への記入方法がまちまちであるため、

ひとつの呼称では検索結果としてヒットしない可能性がある

ことです。例えば、東京大学（ヒット数：333名）と東大（同

1847名）。早稲田（同254名）と早大（同811名）、早稲田大

学（同82名）など。あるいは銀行名など当初の名簿登録情

報がそのままEACONに記載されている場合、第一勧業銀

行（同12名）など、旧銀行名のままのケースもあります。 

操作方法は以上ですが、このEACONの名簿としての機

能を充実させるには、各人がプロフィールを適宜更新するこ

とが前提になっていることがお分かりいただけるかと思いま

す。すでに、THE EIKO ALUMNIにおいてもプロフィー

ルの変更方法をお伝えしております。 
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母校の様子 

「学園通信」より 
 

内山正樹（9期） 

 

 １．二学期始業式 

 新校舎の建設に向けて夏休みに旧校舎の取り壊しが始

まり、２学期から仮校舎での学園生活がスタートしました。始

業式での望月伸一郎校長の話の一部を紹介します。 

＊＊＊＊＊ 

いよいよ、2015年度の二学期が始まりました。新しい校舎

の建設に向かって、栄光学園という大きな船が港を出たよう

な気がします。確実に新しいステップに踏み出しました。今

まで毎日使っていた校舎にフェンスがかけられて、慣れ親し

んだ校舎に入ることはできなくなってしまいました。今日初

めて仮設校舎に入った人も少なくないでしょう。新しい学校

に転校したような気持になった人もいるかもしれません。そ

の不思議な気分というのは、ここに集まっている皆が持って

いるものです。自分だけではないので安心して生活を送りま

しょう。 

先学期の終業式で、私は皆さんに、校舎へのお別れに

感謝を込めて最後に思い切り教室をきれいにしましょうとい

いました。その日の夕方、皆さんが帰ったあと、私は校舎の

中のすべての教室を見て回りました。残念ながら靴箱やロッ

カーの中に私物が残っていることもありました。心当たりがあ

る人は、今度、仮設校舎から新しい校舎に移るときには気を

付けてください。私物が残ってはいましたけれど、教室の床

はとてもきれいになっていました。それを見て感激しました。

私も夏休みの最後の日、校長室の荷物を段ボールに詰め

た後、一人で雑巾がけをしました。君たちに刺激されました。 

古びてきていても、いつも身の回りにあって親しんできた

校舎に別れを告げるというのは、正直、寂しいものです。新

しい校舎に慣れるには時間がかかるかもしれません。なんと

なく気持ちが不安だ、落ち着かない、イライラするとかいう人

がいたら、遠慮なく担任の先生やほかの先生に相談してく

ださい。君たちの言うことに耳を傾けてくれるはずです。決し

て一人で抱え込まないでください。 

本校舎の各教室を回ったときに黒板アートも見ました。参

加総数は17教室だったかと思います。上手とか下手とかを

超えて、何よりも君たちの校舎に対する感謝が伝わってきま

した。校舎は生き物ではありませんが、もし命があるとしたら

最後に飾られて、とても幸せだったと思います。 

 

２．囲碁将棋部 関東大会優勝！ 

 囲碁将棋部の将棋グループは全国大会に出場し、関

東大会では見事優勝しました。キャプテン 渕上偉心君(65

期)のレポートを紹介します。 

＊＊＊＊＊ 

 今年の夏休みは大会や合宿など、将棋行事の多い充

実したものでした。その詳細について、ご報告させていただ

きます。 

 ７月２８・２９日に、滋賀県で行われた全国総合文化祭に

出場しました。県予選大会を何とか２位で突破し、全力で臨

んだ２回目の全国大会でした。初めて参加した大会では気

持ちで負けていた反省から、積極的に攻めることを意識し、

負けそうになっても堂々とした態度を保つことで最後まであ

きらめないように戦いました。それでも、大会参加者約１００

名のうち３２名が選抜される予選で４戦中２勝２敗の結果で、

本戦出場にはあと１勝が足りませんでした。さすが全国大会、

厚い壁でリベンジは叶わず。 

 ８月２３日には、もう一つの大会に参加しました。東京で

行われた関東高校リーグ、将棋団体戦では珍しい５人１組と

多いメンバー数で戦う団体戦です。将棋部としての実力が

問われます。関東圏の将棋強豪校が３０校ほどしか参加で

きません。栄光学園はその中でも最上位のＡ級に属してい

ます。A級グループ参加校は開成、浅野、筑波大駒場、日

大三島、桐朋、栄光の６チームで、リーグ戦で競います。１

戦目に当たった開成には惜しくも負けてしまいました。そこ

から奮起、5人の力を結集して相手を倒して破竹の４勝です。

２位以下との差をはっきり見せて、単独優勝という結果を得

られました。メンバーは６６期森本、車谷、井上、６５期花田と

私の5人です。皆安心して背中を預けられる仲間であり、関

東大会で優勝できて本当に嬉しく思います。 

 最後になりましたが、将棋の練習に打ち込めるように支

えてくださった顧問の廣井先生、小谷先生。そして、全国大

会、関東リーグ大会の時には暑い中引率して下さった石川

先生に心からお礼申し上げます。 

 本当にありがとうございました。 

 

３．第65回体育祭 

 工事が進む中、秋晴れの下で第65回体育祭が行われ

ました。実行委員長 金沢直晃君(65期)のレポートから抜粋

して紹介します。 

＊＊＊＊＊ 

 今回の第65回体育祭のスローガンは「Arrow」（矢）、

「矢のように真っ直ぐ突き進んで行きたい」という願いを込め

ました。仮校舎に移り、工事期間中初の行事ということで、

始めは今まで違うことに混乱しましたが、先生や工事関係者

の方のおかげでほぼ例年通りに準備を進めることが出来ま

した。かなり思い切った競技変更やオリジナルテーマソング

の作成など、新たな時代への橋渡しとして伝統を引き継ぎ

ながら、新しい取組みにも挑戦しました。 
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 閉会式の直後、もっとこうしていれば良かったといった

後悔や、もっと上手く出来た筈だといった悔しさが込み上げ、

泣けばいいのかどうすれば良いのか分からずにいました。

すると先生や友達に「良かったよ」とか「頑張った」とか声を

かけられ、胸の奥から達成感がわき上がってきました。暫く

して落ち着いて来ると初めて実行委員会に入った２年前の

ことや、実行委員長になろうと決意し奮起した日のこと等が

思い出されました。 

 実行委員長になってから体育祭までの日々を振り返っ

てみると、「矢のように真っ直ぐ突き進んできた」、というより

は自分には出来ないことをそれでも何とか成し遂げようとも

がいてきた、という感じです。ことある毎に自分の無力さを痛

感し、実行委員長の責任の重さに押しつぶされ、先生や幹

部、実行委員の皆等々沢山の方の支えのおかげで進んで

来ることが出来ました。色々なことがありましたし、多くを学び、

とても貴重な経験をさせて頂きました。 多大なご協力を頂

きました矢口先生をはじめ体育科の先生、高２の担任団を

中心とする先生方、事務、工作、救護の方々、体育祭を行

えるようにお計らい頂いた工事の関係者の方、体育祭を盛

り上げてくれた栄光生、ご来場頂いた皆様、ありがとうござい

ました。 

 一緒に体育祭をつくってきた実行委員、応援団の皆、

部門長の４人と応援団長の４人どうもありがとう！第65回体

育祭にこれ以上無い最高のメンバーだったと思います。こ

れからもそれぞれの目標に向かって矢のように突き進んで

行きましょう。 

 本当にありがとうございました。 

 

４．科学の甲子園 神奈川県大会優勝！ 

 物理研究部と生物研究部は科学の甲子園神奈川県大

会に参加し、5年連続5度目の優勝を飾りました。 

＊＊＊＊＊ 

 １０月２５日（日）に筆記競技，１１月３日（祝）に実験競技

と総合競技が行われました。 

 今年から各校最大２チーム（各チームは高１～高２の６

～８名）がエントリーできることになりました。 

 理科と数学と情報分野からの筆記競技、無機定性分析

が出題された実験競技、コーヒーフィルターを用いてゆっく

り正確に落下させるパラシュートの製作が課された総合競

技を通して、終始成績の安定していた栄光学園高校Aチー

ムが優勝、筆記競技で大健闘の栄光学園高等学校Bチー

ムが準優勝という最高の結果でした。 

 県の代表校として、３月１８日（金）～２１日（月）に茨城

県で行われる全国大会に選抜８名で出場することになりまし

た。 

 昨年以上の順位を目指して頑張りますので、去年に引

き続き応援をお願いします。 

 

広報部補足： 

2016年3月21日に行われた科学の甲子園全国大会で栄

光学園高等学校チームは見事準優勝を納めました。 

 

５．釜ヶ崎体験活動報告 

 毎年年末に大阪市西成区あいりん地区（通称「釜ヶ崎」）

に望月校長他教員の引率の下聖書研究会の高校生が3日

間のボランティア活動に参加しています。この活動は日常

的に支援を行っている地元のイエズス会の団体の活動に参

加する形で行われ、昨年暮れも13名の高校生が広島学院

の生徒たちと一緒に参加しました。活動報告の中から高１

(66期)仲野比呂司君のレポートを紹介します。 

＊＊＊＊＊ 

 今回の体験で自分は学ぶことの大切さに触れた。もとも

と中学生のときから興味があり、行こうと思っていたためホー

ムレスや日雇い労働者に関する本や記事は読んでいて、多

少は知っているつもりだった。ある程度釜ヶ崎に対するイメ

ージは持っていたが、ほとんどが間違っていた。新しく知る

ことばかりでこんなにも一致しないことは始めてだったので

戸惑いもあった。ボランティアは弱い立場におかれている人

を助け、社会に貢献するものと思っていたが学びの場であ

ることを知った。実際に行ってみるとわかることはとても大き

なものだ。 

 釜が崎は自分が思っていたよりも人が多く、小さかった。

しかし想像以上に町はきれいで人は明るく、なによりも団結

力があった。神父の講義によると釜ヶ崎は全国からの支援

がある。もっと厳しい生活を送っているのは小さな都市で独

り生活している人で、釜ヶ崎は受け皿の役割もはたしている。

近隣の小学校では講義や募金があって、もっと多く学び考

えている。 

 釜ヶ崎で見聞きし、感じたことはこの機会を逃せば後か

ら学ぶことのなかったものだった。記憶に残すだけでなく今

後に活かしたい。しかし今回は現実を知っただけで、もっと

深く知ることはできるはずだ。機会があればもう一度参加し

たいと感じている。 

 

 

栄光メサイア・ソサイエティ（EMS） 
 

飯野習一（19期） 

 

  卒業生、生徒・卒業生の保護者などをメンバーとする合

唱団を中心に活動しています。代表は29期の森田真さん、

指導は元栄光学園音楽科で、群馬大学教育学部教授の吉

田秀文先生です。2003年から毎年12月にヘンデル作曲「メ

サイア」を演奏してきました。また2010年にはブラームス「ド
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イツ・レクイエム」、2012年にはブルックナー「ミサ曲第3

番」、2014年にはモーツァルト「レクイエム」 の演奏会を開

催しました。 

 

 最近のコンサートの報告です。 

2015年12月13日（日）、栄光学園聖堂にて 

ヘンデル「メサイア」全曲 

 藤崎美苗（ソプラノ） 田村由貴絵（アルト） 

 水越 啓（テノール） 大井哲也（バリトン） 

 吉田秀文（指揮） 

 栄光メサイア・ソサイエティ合唱団/アンサンブル 

 

2016年3月20日（日）、栄光学園聖堂にて 

J. S. バッハ「マタイ受難曲」BWV244（第一部） 

 藤崎美苗（ソプラノ）  田村由貴絵（アルト） 

 豊原 奏 （テノール）  大井哲也（バス・イエス） 

 菅井寛太 （ペトロ）   小野慶介（ユダ） 

 吉田秀文（指揮、福音史家） 

 栄光メサイア・ソサイエティ合唱団/アンサンブル 

 

 合唱団のメンバーを募集中、特に男性メンバーは大歓迎

です。メサイア入門コースもありますので、経験のない方で

も参加可能です。 

 詳しいことは飯野（shoooops@gmail.com）までお問い合

わせください。 

 

 

栄光Royalがダブルダッチ・コンテスト世界大会の

U-19を制覇 
 

広報部 

 

栄光Royal(体操部ダブルダッチ班)の2チームが3月20

日に日本体育大学メインアリーナで開かれたダブルダッチ・

コンテスト日本予選(DDCJ 2016)を突破、翌21日に東京デ

ィズニーリゾートの舞浜アンフィシアターで開かれた世界大

会(DDCW 2016)で、U-19の2部門のタイトルを独占した。 

“ROYAL BRAIN”は中3(67期)、3人のチーム。 日本予

選でU-19のパフォーマンス部門を1位で突破。 翌日の世

界大会でも、技術力・表現力・構成力・独創力の全ての審査

項目で他チームを制し、みごと世界チャンピオンに輝いた。 

“ROYAL UNITED”は中2(68期)、中3(67期)、高1(66

期)、高2(65期)各1名の4人のチーム。 U-19パフォーマン

ス部門では惜しくも予選通過ならず、しかしU-19スピード部

門(チームの代表3名で、30秒間でジャンプした数を競う)で

予選を突破。 世界大会で、みごと同部門の世界チャンピ

オンに輝いた。 

栄光Royalのパフォーマンスは例年栄光祭でも注目の的

となっています。さぁ、世界一の技を見に、5月14〜15日の

栄光祭へ。 

 

 

脳腫瘍と闘う少年音楽家 加藤旭君（66期）の話

題 
 

島崎裕之（26期） 

 

 ２０１５年１１月１日（日）、銀座ヤマハホールにて、アーツ

室内オーケストラ２０１５銀座定期公演Ⅳ『夢に向かって』～

大友直人Conducts “With the Sky” by 加藤旭＆熊倉

優～ が開催された。当日は加藤君の同級生、６６期（高一）

を中心とする現役栄光生・父兄・先生方が多数訪れ、会場

は満員の盛況であった。 

コンサート中盤に、観客席に車椅子姿の旭君が登場する

と、ピアノ・ヴァイオリン・弦楽オーケストラの『空を見上げて』

（同年５月に発売されたＣＤ『光のこうしん』収録曲などより

「空」モチーフの5曲を編曲）、その後アンコールにて郡山市

立朝日が丘小学校の児童により、『くじらぐも』が合唱され、

チーム“ROYAL BRAIN”と古賀慎二先生 
(なおチーム“ROYAL UNITED”との表彰後の記念撮影は 

「撮り忘れました」とのこと) 

DDCW2016 ポスター 
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旭君も惜しみない拍手を送った。 

新聞社・テレビ局の取材もあり、その後当コンサートを始

めとする旭君の様子は、ＮＨＫの視覚障害ナビ・ラジオ『い

のちの音に耳をすませて』、テレビ朝日『スーパーJチャンネ

ル』等でも放送された。彼は春より視力をほぼ失い、車椅子

の生活になっているが、その後体調も安定、リハビリに専念

している。如何に彼が音楽を愛しているか。そしてそれによ

り自身が元気になり、かつ周囲・難病と闘う子供たちに力を

与えているのであろう。 

このコンサート

の売上の一部は

難病と闘う子供た

ちに寄付される。

『誰かのために役

に立ちたい』、現

役栄光生の「Men 

for others」の精

神・行動に、私と

家族・バドミントン

部ＯＢ会・同窓会

も引き続き全力で

応援してゆきたい。 

 

 

熱き栄光親父たちＰＡＲＴ２ 
（父親のための聖書研究会活動報告） 

 

島崎裕之（26期） 

 

 １．第２回『栄光ヒュッテ』合宿（9月12、13日） 

 昨年は『荒天』にやられたが、今年は『好天』に恵まれた。

昨年よりやや少ない１５名の参加。 

２週間前の下見にて堀真人先生より『大雨のあとは取水

口が詰まり、断水になる可能性が高い』との説明を受けてい

たが、数日前のダブル台風で絶望的と予測し、参加者に

『ポリタンク』の用意を依頼した。やはり現地は断水。しかも

川の水量増加も手伝い、取水口まで行くことが危険な状態

だったため、『ポリタンクリレー』で乗り切った。 

今回は『ヒル』の犠牲者は出なかったようだ。昨年と同様

我々幹事団がああだこうだと指示する必要もなく参加者がテ

キパキと動き、事故もなく１泊２日のイベントは完了した。せ

っかく丹沢まで来てというので、来年は『ハイキング』もという

声が多かったが、一日目の酒量をいかに押えるかが課題で

ある。 

 

２．体育祭（10月3日）『綱引き』 

一昨年の勝利も、昨年は体育祭責任者の矢口先生の参

加者人数調整の陰謀にマンマと引っかかり、現役体育祭実

行委員会に大敗を喫してしまった。しかし本当の敗因は、こ

の綱引きのために作製した『Tシャツ』の色にあった。 

一昨年のTシャツの色は『えんじ色』に対し昨年はシルバ

ー、つまり灰色（敗色）これがいけなかったなぁ。なら今年は

『オレンジでリベンジだぁ！』となった。 

試合前段で『今年は公平に正々堂々と勝負しよう！』と矢

口先生にも念を押し、Tシャツの背中にも『綱引きでもフェア

プレー』のキャッチを入れ、勝負に臨んだ。 

結果は大勝！し

かし実行委側が再

試合の要求をして

きた。私の圧力(い

や申し出！ )に遠

慮して、選手数を

押え過ぎたようだ。

２度目は敵が戦力

を強化したが、接

戦で辛勝！直前に

綱引き勝利マニュ

アルを配布し、徹

底したことが功を奏

したか。祝勝会も大

いに盛り上がった。 

 

３．歩く大会完歩 

 前年は６３期の親父たちが、子供たち最後の大会との事

で数名が完歩。それならと今年は有志を募り、１０月３０日、

平日にもかかわらず7名が江の島水族館⇒小田原城の現

役栄光生のコース約３３ｋｍを完歩した。 

 私が現役のころは、丹沢のふもと、山北～高松山～三

廻部～上智短大のコースだったが、今は海沿いで平たん。

楽勝かと思ったが、さすがに若い時のようには行かない。か

つ日ごろの不節制＆不摂生、運動不足もあり、ゴール手前

では最後にスタートした中一の子供たちに抜かれ続けたも

加藤旭君の作品集『光のこうしん』 

体育祭綱引きのTシャツ 

栄光ヒュッテ合宿 
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のの、ゴール期限１６：００寸前（やや遅れたかも）にゴールイ

ンした。 

 ゴールイン後は、スーパー銭湯につかり、向かいの居酒

屋で完歩祝い。「来年も歩くか？」「いやあ、もう勘弁だ。」翌

日の筋肉痛はいかに？ 

お母さんたちも歩いてはいたようだが、皆数キロ歩いてラ

ンチ。完歩はいなかったようだ。 

４．黙想会 

 毎年２月の聖研は、十二所にある鎌倉黙想の家にて１

泊２日の黙想会を実施。普段ワイガヤとやっているやんちゃ

な親父どもも、この２日間は寡黙になる。聖書を読み、個室

で祈りをささげて黙想に専念する。心が洗われる二日間で

ある。 

 

５．母親たち 

母親の聖書研究会である『金曜会』では、１０月に甲府教

会を訪問、９期の田代神父にご案内いただいた。その他ボ

ランティアを中心とした『たんぽぽの会』等、活発に活動して

いる。 

 

６．来期へ向けて 

 私も聖書研究会を始めてマル４年。息子も今年高二に

なり、私も来期は代表幹事を務める事となった。実はその直

前、３月２６日のイースターに私自身も受洗する事となった。

本誌が紙面のアラムナイとして発行される時点では、私も信

者となっている。もともと信者であるお父様な何人かいるが、

聖研会員での受洗は私が知る限り初めて。この歳になって、

現役の栄光生とともに洗礼を受けるのもいささか照れくさくも

あるが。 

 引き続き聖研活動を通じ、学園とのパイプを強化し、ま

た世間にも貢献し続けてゆきたい。 

 
 

 

恩師のこと 

ドイル神父叙階50周年お祝いの会 
 

花井勝三（12期） 

 

10月17日（土）夜、ホテルプラムにてドナル・ドイル神父

司祭叙階50周年のお祝いの会がありました。上智大学

OB&OGの有志が主催したものですが、ドイル先生が教鞭

を取った栄光学園と広島学院OBにも参加の呼びかけがあ

り出席しました。 

ドイル先生は1958年26歳のときに初めて来日し当時田

浦の栄光学園と同じ構内にあった日本語学校で2年間日本

語を学び、1960年（12期は中3）から1962年にかけて2年間

栄光学園で英語を教えました。12期生は異国で先生が教

える最初の生徒だったようで、このアイルランド出身の先生

に強烈ではないものの忘れ難い思い出があり、8名、出席し

ました。他にドイル先生と何らかの繋がりがあった13期生、

24期生、40期生も出席し、オール栄光では12人の参加で

した。 

 会のレポートからちょっとそれ、先生がどうして日本に来ら

れたかを中心に先生の略歴に触れてみます（先生の手記、

“WHY JAPAN?”より）。 

 先生は1931年10月11日アイルランドに生まれ、1948年、

高校生時代に「フランシスコ・ザビエル」と出会い、1951年9

月にイエズス会に入会し、1953年にフランスに留学し、

1955年にアイルランドにて哲学を学びました。この後いよい

よイエズス会士としてどこかの任地で働くことになり、管区長

が決定します。当時3つの可能性があったそうです－アイル

ランド、ザンビア、香港。先生はそのどれでもなく、不安が一

番大きいながら運命的に日本で働くことを希望されたそうで

す。そして幸か不幸か希望が叶ってしまいました。当時アイ

ルランド人が日本に赴任するのは文化交流どころではなく、

地球の端から端の辺境に行くようなものでした。ご両親に相

談することなく日本行を決めたそうで、後に手紙でこのことを

知らされたお母様は「ショックを受けたなどという穏やかな表

現で伝えられません」、お父様は「爆弾を落とされたような衝

撃」と述べています。お父様は家族に明かさなかったそうで

すが余命1年半の病気を抱えていたそうで、1958年二度と

会えないと知りつつ息子を旅に送り出しました（お父様は頑

張られましたが、1961年、先生が田浦にいるときに亡くなら

れたそうです）。 

 先生は1958年7月3日にナポリ港を出発、海路スエズ運河

を経由してアデン（南イエメン）、ポートサイド（エジプト）、カ

ラチ（パキスタン）、コロンボ（セイロン＝スリランカ）、ボンベイ

（インド）、シンガポールの各港に寄港し3週間後到着予定

で香港に向かわれました。ヨーロッパから徐々に遠くへ遠く

（歩く大会 見事にゴール！） 
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へ離れるにつけ、極東の意味がわかってきたそうです。香

港に滞在した後、9月3日に横浜港に着きました。そして、田

浦における日本語学校での勉強と栄光での英語教育に入

られました。 

 田浦での4年間の後、先生は、1962年8月18日、神学の

勉強のため今度はジェット機で故国アイルランドに戻られま

した。当時の栄光ニュースフラッシュにご帰国を報じる記事

があります。 

先生の希望でもあったでしょうが、お母様や家族がいる故

国で勉強させようとの人間味ある計らいがあったことは容易

に想像できます。先生もこの4年間は特別だったと述懐され

ています。 

1965年7月29日司祭、叙階。 

1967年広島へ。1968年から広島学院で英語を教える。 

1977年、東京へ。上智大学にて一般英語を教え始める。 

（以降の先生のキャリアはここでは割愛します） 

  

さて、お祝いの会に話を戻します。当日は先生を慕う100

名以上の出席者があって先生の司祭叙階50周年をお祝い

しました。駐日アイルランド大使のアン・バリントンさんも駆け

つけました。金祝に先立つ9月、先生は長年の日本での学

生教育がアイルランドに大いに貢献したとしてアイルランド

大統領殊顕彰を受けられたので、そのお祝いもしました。ま

た10月は先生の誕生月でもあるので併せて祝いました。正

にお祝いの三重奏でした。 

幹事の女性スタッフはきめが細かく、料理にアイルランド

料理を加えたり、小ぶりながらバースデイケーキを用意した

りして、先生をもてなしました。 

私にもスピーチの割り当てがありましたので、栄光

OB10,000名のお祝いの気持ち、先生に英語らしい表現を

教わったことへの感謝、田浦でお別れして以来53年ぶりに

再会できたことへの幸運や喜びの気持ちをお伝えしました。

 

栄光OBとの記念撮影 

ドイル先生は終始控えめに嬉しそうでした。それでもシャ

イな先生の精一杯の喜びなのだと思います。先生が司式さ

れた結婚式で新生活に入ったOB、OGは数多く、先生はそ

ういった人たちを檀上に呼ばれました。そして一言こう訊き

ました。“Are you happy?” 答がコーラスのように会場に響

きました。→”Yes!” 

いい雰囲気がずうっと会場を包んでいましたが、惜しむらく

は時間が足りません。 

出会いを大切にされたというドイル先生のお話、先生の

英語教育に感謝する幹事のご挨拶を拝聴し、先生の好きな

聖歌を歌って閉会となりました。 

 出席者の一人である坂野正崇氏（40期）の感想を記して、

このレポートを終わります。 

「先生は、初めてお会いした34年前と変わらず、チャーミ

ングで格好よく、優しい眼差しで、会場に入って来られまし

た。今回のお祝いの席に集まられた方々が、先生との御縁

を、長きに渡り大切に育まれて来られた事が、何でもない会

1962年10月4日発行 栄光ニュースフラッシュ105号 

縁結びした教え子たちと。Are you happy?  Yes! 
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話からも、十分に伝わって来ました。  

人と人の出会いをとても大切にされて来たドイル先生。

益々、お元気なご様子に、これからも先生を通じて、様々な

縁が生まれるのだろうと感じた、幸せな夜でした。」 

 
 
青木先生、ドイル先生を訪問 
歴史的対面 

広報部 

 

10月17日、お祝いの会に先立ち青木利道先生（栄光学

園元教諭）が会場に足を運ばれ、ドイル先生と歴史的対面

を果たされました。両先生は田浦時代に親交がありましたが、

それ以来のご対面ということでした。 

 

ドイル先生、中央。両隣り青木先生ご夫妻 

 

青木先生はお祝いの会に祝辞を寄せられました。記念の小

冊子に掲載されたものを、許可を得て、アラムナイとホーム

ページに掲載します。 

Quote: 

ドナル・ドイル先生 

ドイル先生、司祭叙階５０年の金祝、おめでとうございま

す。 

先生は本当に長い間、英語教育をとおして、日本の青少

年に人格的成長の基となる「神の国」の種を蒔いてください

ました。その種は今、実を結びつつあり、卒業生たちは喜び

のうちに社会への奉仕に力を尽しています。 

栄光学園でご一緒に働いている時の楽しい思い出が心

に浮かびます。栄光において多くの同僚の教員や生徒たち

と出会えたこと、とくに、外国から来られた多様な国籍の司

祭、神学生がたに出会い、多くのことを学べたことは私の人

生の宝です。 

とくに、お二人のアイルランド人に出会えたことも、忘れえ

ない喜びです。そのお二人は言うまでもなく、ブルカ先生

（上智ではバーク先生）とドイル先生です。ラッシュ先生もご

一緒でしたでしょうか、私の家で楽しい時を過ごしたことも懐

かしい思い出の１ページです。 

ブルカ先生の、「アイルランドは世界の中心、アイルランド

の英語こそ真の英語、アイルランドは美しい国」という言葉に

ひかれ、私自身、２００２年の夏にアイルランドを訪れ、とくに

南部地方を廻りました。ダブリン空港に着いた時、まさにアイ

ルランドが中心に置かれている地図を見てビックリしました。

ここからきているのか、と納得しました。そして美しい国を味

わいました。 

ドイル先生、私も６年前に金婚式を迎えました。ちょっと古

いですが、その時の写真を添えます。今は、１３人の孫を持

つ、じいさん、ばあさんです。 

私は間もなく８６歳を迎える高齢者になりました。加齢にと

もない、自由に歩き回ることに不自由を感じています。でも、

脚以外は元気で、神のお恵みの内に、所属教会で聖書講

座、入門講座を担当し、横浜教区典礼委員会の一員として

活動し、梅村司教が理事長を務める学校法人の理事として

働いております。 

神のお呼びがあるまで、精一杯奉仕したいと努めていま

す。 

先生もお元気に、これからも日本の若者のためにご活躍

ください。 

先生と先生のお仕事の上に、神のお恵みと祝福を祈って

います。 

司祭叙階５０年、心よりお喜び申しあげます。 

青木利道 

Unquote: 

 

 

 

記念撮影 
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〔追悼〕大木先生 

 

2005年12月10日撮影 

坂本 隆 (17期) 

 

友人からの訃報はメールで、文字通り虚を衝かれた。だ

って、先月会った時はあんなに元気だったのに。 

大木章次郎(あきじろう)神父。90歳を目前にして、昨年11

月に帰天した。僕が最後に会ったのは10月の初めだった。

「大木神父応援団」のようなグループで5年前に語り下ろし

の『大木神父奮戦記』を自費出版した。その関係者が、大木

先生を囲んで小さなパーティーをやるというので、編集を担

当した僕にも声がかかった。大木神父は「伊万里の聖母修

道院」に指導司祭として赴任していて、健康診断のために

一時帰郷している、という話だった。場所はイエズス会石神

井修道院、と聞いて気づくべきだったのだ。此処には使命

を果たし終えたイエズス会士が晩年を過ごす「ロヨラハウス」

がある。 

この日の大木さんは、とても90間近には見えない相変わ

らずの風貌、笑顔とおしゃべりで皆を笑わせた。女子修道

院の時代遅れの習慣やら、ネパール時代の武勇伝やら。僕

には、「奥さんもお連れくださいと言ったのに、何故キミは一

人で来たのか」と、得意の皮肉もチクリ。一杯のシャンパンを

美味しそうに飲み、カナッペにも手を出していた。 

健康診断の結果を尋ねると、「何故かみんなで私を病気

にしたがるんだよな」と笑った。神父が日常生活で着用する

スルタン、秋も深まるこの時期は黒がふつうなのに、この日

はパリッと洗濯された夏用の白を着ていた。後で思い当たっ

たのだけど、皆と最後のお別れのつもりだったのかもしれな

い。 

11月の初め、通夜と告別ミサは四谷のイグナチオ教会で、

何十年ぶりという者も含め、多くの旧友たちが顔を揃えた。

大木先生は、カトリック修道会のイエズス会が経営する男子

校で、中学1年から高校1年まで僕たちの訓育指導に当たっ

た。身体つきはどちらかと言えば華奢で、今で言うイケメン。

やたら目力が強く、一方でソフトな語り口。通夜の後の飲み

屋で皆が口々に明かしたのだが、当時、僕たちの母親連中

はみんなひと目でポォーッとなってたみたい。 

でも、生徒にとっては口うるさい嫌な教師だった。「男なら

泣き言を吐くな」「自分のことは自分でしなさい」「人を指さし

てものを言ってはいけない」などなど。もっとも、その頃から

ズボンやYシャツのアイロンがけを習慣づけられたお陰で、

今になって助かっているんだが。忘れられないのは、夏、海

の家での遠泳訓練。伴泳しながらも、波を被ってちょっと水

を飲んだくらいでは助けてくれない。自力で泳ぎ切れ、とい

う教えだったのだろうけれど、あれは苦しかったなぁ。 

前述の語り下し本で大木さんはこう語っている。〈私はね、

「軍国主義に感謝してます」と父兄に話したんです。「それ

によって、わがままは許されないということ、そして頑張ること

を学びました。それを皆様の息子さんにも自信を持って指

導します。よろしいですか？」って。〉 

 

改めて、大木章次郎とはどのような人だったのか。 

大正15年(1926)1月3日生まれ。海軍軍人の祖父、熱心

なカトリック信徒の両親という家庭環境で、主に横浜で育っ

た。7人いる姉妹の多くが、後に修道女となっている。10歳

の年に2・26事件があり、翌年には盧溝橋事件が勃発した。

そして太平洋戦争が始まった翌年、上智大学の予科に入

学した。昭和18年には学徒動員で先輩たちが戦場に送ら

れた。21歳での徴兵制があり、学生も軍隊に行くのが当然と

いう時代である。やがて徴兵年齢が引き下げられ、19歳から

志願できるようになった。大学生から志願すれば、すぐに将

校待遇だ。昭和20年の2月、予科3年19歳で海軍士官の試

験に合格。翌3月に東京大空襲があり、ひと晩で10万人以

上が犠牲となった。 

入隊先は広島の大竹にあった海軍潜水学校である。憧

れの士官用軍服、軍帽、短剣を支給されたまではよかった

が、暫くすると上官から特攻志願を募る言い渡しがあった。

「行く覚悟のある者は申し出よ」とは言うものの、志願しなか

った数名は毎日、顔がボールのように膨れる鉄拳制裁を食

らった。大木さん本人は、上智時代の神父の「友のために

命を捧げるよりも大きな愛はない」という教えが頭にあり、迷

わず志願した。海軍の場合、魚雷に人ひとりが乗り込めるよ

うに改造した特攻兵器「回天」。若者たちは「貴様らの命は

あと4か月だ」「3か月だ」と言われながら訓練を続けた。そし

て8月6日、広島に原爆投下。潜水学校は爆心地から離れ

ていたが、その日の午後には焼け爛れた人の群れが、広島

から歩いてやってきた。地獄を目の当たりにした日から1週

間あまりで、終戦。 

横浜に帰った頃には、すでに心は決まっていた。特攻を

志願した時から、万が一、生き延びることがあれば、それは

神が自分を神父として用いようとしている証だろう、という思

いがあった。学生時代から縁のあったイエズス会に入会。修

練院での基礎学習が2年、ラテン語学習が2年、スコラ哲学
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が3年、試用の実務1年、最後に神学を2年。入会から10年、

勉強漬けの生活を経て大木さんは神父となる叙階式の日を

迎えた。 

神父であり教師としての最初の赴任地が、当時は横須賀

にあった前述、僕たちの男子校だった。10年後、今度は同

じイエズス会が経営する広島の男子校へ。此処でも中学・

高校の悪ガキたちを相手に、倫理の授業と訓育指導を受け

持った。そしてさらに10年後、ネパールからの求人に応じて、

カトマンズ行きを自ら志願した。すでに51歳になっていた。 

ネパールはヒンドゥ教の国で、厳しいカースト制度によっ

て縛られている。むろん他宗教への布教は禁じられていた。

赴任したセント・ザビエル・スクールは、最上階層の子弟が

集まるエリート校だった。2年間勤務したところで、いくつか

の偶然が重なって、大木神父は次のミッションに向かった。

カトマンズから西へ200キロ。ネパールの第2の都市ポカラ

に、障害児のための教育センター「シシュ・ビカス・ケンドラ」

を創る仕事だった。体育や知育のカリキュラムから医療設備、

手作り補聴器まで、大木神父は自力の創意工夫を総動員し

て障害児たちの自立をサポートした。 

1990年代の後半になると、ネパールではマオイスト(毛沢

東主義派)によるテロが横行し、カトリック系の教育施設も標

的になった。麻薬中毒患者を更生させる活動を続けていた

友人の神父が、首を切られて殺害された。その前には、仏

舎利塔の建設に尽力していた日蓮宗の日本人僧侶が殺さ

れていた。そして脅迫電話が、大木神父の施設にもきた。

「次はおまえの番だ」。本人の機転と周囲の協力で、何とか

事なきを得たのだった。 

その後も託児所や診療所を開設するなど、大木神父は

30年におよぶ活動をネパールで続けた。 

2009年、イエズス会管区長の指示で帰国。ガラス越しに

白銀のヒマラヤを望む教会堂の建設が、大木神父の心残り

だった。その「聖アンナマリア教会」が、多くの支援者たちの

手で、昨年春に除幕式を迎えることができた。それを見届け

るかのような、いかにも大木さんらしい慌ただしい旅立ちだ

った。(俳句同人誌「欅」2016年1・2月号掲載) 

 
 (ポカラから望むマチャプチャレ(左、6993m)と 

アンナプルナIII(7555m)) 

大木先生の納骨式ミサにて  
《人生を直滑降のようにまっすぐ走りとおされた》 

 

新井 隆（14期） 

 

 昨年亡くなられた大木先生の納骨式が、今年３／５に東

京四ッ谷のイグナチオ教会地下聖堂で行われました。ミサ

の司式は、大木先生の六甲学院（中学）での教え子でもあり、

高校３年のとき司祭叙階（１９５６年・昭和３１年、１４期生入

学は昭和３５年）を受けられた大木神父の六甲での初ミサに

与り、次の日のミサでは侍者をして、そのあと朝食をご一緒

し、学校に遅刻してしまったという深いご縁で繋がった外川

神父。大木神父がネパールに行かれたあとでは、フィリピン

マニラでお会いし、ネパールでの再会をお約束したがかな

わず、それ以来お会いするたびに「あなたは約束を守りませ

んでした」といじめられたとのこと。 

また、食事を全く取ることができなくなられたときには、こ

んなやり取りがありました。点滴をしないとだめですよ、神様

からいただいた命を医学に手伝ってもらって全うしないと、と

お話した時には、神父様は、点滴などは役に立ちませんよ。

それは誰の意向ですか、と尋ねられましたので、管区長の

意向ですと答えました。すると、ここには管区長がいません

ね。誰が責任者ですか。責任者は館長の私です。あなたの

意見はどうですか。私の意見は神父様が点滴を受けて、ま

た、食事をとるようになられることです。分かりました。従いま

2007年頃の大木神父 
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しょう。 

しっかりとした従順で私の申し出を受け止められました。この

やり取りが、神父様からの最後の大きなメッセージとして心

に残っています、とミサの中で挨拶とご紹介がありました。 

 

ミサのあと、シスター大木（大木神父のお姉さま）から、最

後まで介護をされたイエズス会の神父様が書かれた闘病中

のご様子を綴ったお手紙を紹介して頂きました。昔の大木

先生をご存知の方には、若かりし頃のお姿を髣髴とさせるも

ので、外川神父の言葉をお借りすれば、あたかもスキーの

直滑降のようにまっすぐに人生を走りとおされたお方でした。 

 

イエズス会上石神井修道院で大木神父のお世話を担当

された柴田神父様からのご報告は以下のようでした。 

 

オーストラリアから帰ってから、入退院や検査のため、ここ

の修道院に入られている大木神父さんを病院にお連れする

ことが何度かありました。特に、大木神父さんの検査の付き

添いは私が専属のようになりました。大木神父さんは、（この

部分、詳しくは「大木神父 奮戦記」に書かれていますので

省略）日本に引き上げてからは、佐賀の伊万里のトラピスト

でチャプレンをしていました。けれども２ヶ月で１０キロもやせ

てしまい、心配したシスターに「一度しっかり検査したほうが

いい」と言われ、上石神井に来られました。大木神父さんは、

「自分がやせたのは、お医者さんがメタボに気をつけなさい

と言われてダイエットしたからです。シスターは心配しすぎ。

貧血もダイエットの断食のせいです。」とよく言ってました。

修道院では、貧血の原因を調べて治療する方針だったの

で、私は検査入院の付き添いを何度かしましたが、原因が

わかりません。 

そこで、紹介状を書いてもらった血液内科のある病院に

検査のため、また付き添いました。けれども待ち時間がとて

も長くて、朝８時から夕方４時までかかることもあって、途中

抜けて映画を観にいって、回転寿司を食べたり、病院嫌い

の大木神父さんが飽きないようにいろいろしました。 

そんなある検査の日、大木神父さんは食欲がなくて、何も

食べていなかったですが、「どうせまた、２～３時間待たされ

るから、その間にチーズケーキでも食べましょう」といって出

かけました。けれどもその日は、すぐに検査が始まりました。

ベッドに横になった神父さんは介護士に、「貧血の原因はダ

イエットです」といつものように持論を展開して、最後まで、

「検査は受けたくない、不本意だ」と伝えていました。 

私は、「検査は受けたくないんだな。骨髄検査は痛いと聞

いているし・・・。こんなときは、手巻き寿司のときに助けても

らったロザリオをしよう」と思い、神父さんに「控え室でロザリ

オしてますから頑張って下さいね」と声をかけました。神父さ

んは「ありがとう」とにっこり笑ってくれました。ロザリオ２環祈

って待っていると検査が終わりました。疲れたようでしたが、

大木神父さんは「看護師の方が、『やさしい息子さんが付き

添ってくれて良かったですね』と言うから、『違います。一緒

に住んでいるだけです』と答えた」と冗談交じりに話してくれ

ました。その後、病院の喫茶店に行って、ココアとシフォンケ

ーキを食べました。「ココアはおいしかったけどケーキは甘

すぎた」と半分をわたしにくれました。骨髄検査を境に、大

木神父さんの体力は一気に落ちて、食欲もなくなり寝たきり

になってしまい、完全看護のロヨラ・ハウスの方に移りました。

私は、「来週は一週間、山口に出張なので帰ってきたら借り

てきた「永遠のゼロ（零戦の映画）」を一緒に見ましょうね」と

声をかけました。 

山口から戻って、骨髄検査の結果を聞きに行きました。大木

神父さんは行けませんでした。お医者さんは、「データーは

そんなに悪くない。白血病の手前です。急に寝たきりで動け

なくなったのは解せない」と言われました。 

翌日、容態が気になってお部屋をのぞきました。目が開い

ていたのである本をかざしましたが、反応がありません。私

は、「骨髄検査が良くなかったのですね。検査受けたくなか

ったのに・・・。気持ちを汲めなくてごめんなさい。また、ご自

分でミサができますように」と祈って、席をはずしました。そ

れから、３０分くらいして、「大木神父さんが亡くなられました」

と連絡がありました。 

あまりに急でした。すぐにお部屋に行って「あのとき、骨髄検

査を受けていなかったら結果は変わっていたはず。本当に

ごめんなさい」と心の中で謝りました。 

生前大木神父さんは、「今日もたくさんの時間を使わせて

しまって・・・何から何までありがとう」とお礼の言葉は欠かし

ませんでした。でも私としては「付き添って時間も使ったけ

ど・・・本当の気持ちを汲めていなかった。申し訳なかった。

ごめんなさい」という気持ちがどうしてもあります。 

「ありがとう」と「ごめんなさい」という二つの言葉。この言葉が

かわるがわるよみがえってきます。それともうひとつ、［助け

て下さい］と言う言葉。宣教師として大先輩の大木神父さん

に、「どうか、大木神父さん、助けて下さい」と苦しくなったと

きにはお祈りして、助けをお願いしたいと思っています。 

 

最後に、大木

神父の骨壷を

全員で順番に

胸に抱き、ご

冥福をお祈り

しながら先人

の神父様と並

んでお納めし

ました。 

 （野外ミサの様子） 
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阿部先生の思い出 
 

山本洋三（16期） 

 

 トロッコに乗って遠くまで行けると思っていたのに、良平

は「裏切られて」、ひとりで夕闇せまる線路づたいに家路を

急いだ。ようやく村に着いた良平に、近所のおばさんたちが

声をかけた。それなのに、良平はそれに答えもせずに家に

向かった。良平のその時の気持ちはどうだったんだろうね。 

 中１の国語で芥川龍之介の『トロッコ』の授業。阿部先生

は、そう質問した。「はやく家に着きたいので答えている余

裕がなかったんだと思います。」「聞こえなかったんじゃない

でしょうか。」などなどの答えが次々に出た。先生は、腕を組

んで、う〜ん、と言ってなかなか首を縦にふらない。 

 ぼくは、そのとき、なんだかはっきりと良平の気持ちが分

かるような気がした。ちょうど似たような経験を小学生のころ

にしたからだ。もちろん「トロッコ」に乗ったわけではないが。

で、勇気を出して手をあげた。「お、山本。」と指された。「怒

っているんだと思います。」と答えた。みんなが、え〜？ っ

て感じで、しばらく沈黙があった。先生は、そのとき、にっこり

笑って、「うん、そうだな。」と言った。嬉しかった。それから

10年後、そのぼくが国語の教師として教壇に立つようになる

とはその時夢にも思っていなかったし、ましてさらに12年後、

阿部先生の同僚として働くようになるなんて想像を遙かに越

えることだった。 

 もともと生物学方面に進むことを夢見て中学時代を送り、

高校に入ってもまだその気でいたのに、様々な事情で国語

教師へと進路変更を余儀なくされたぼくは、国語を教えるこ

とに自信がなかった。大学も空前絶後の大学紛争の真った

だ中に入ったので、ろくな勉強もせずに、いきなり教壇に立

った。まるでずぶの素人の国語教師となったぼくが、その後

42年間もその職を何とか続けることができたのは、あの時、

阿部先生に「褒められた」ことが、大きな支えになっていたか

らだと思う。ぼくの国語教師としてのモデルは、阿部先生を

初めてとする、豪華絢爛たる栄光の国語教師陣だった。だ

から教室で生徒たちに、ぼくは半分冗談で（ということは半

分本気で）、「オレは高卒教師だ。」と言って憚らなかった。

それほど、栄光の国語教師の恩恵は大きかったのだ。 

 阿部先生がどんな先生だったかを、ぼくが語るまでもな

く、多くの卒業生が深い印象を心に刻んでいると思うので、

細かく書く必要もないだろう。それでもあえていえば、「厳し

くて暖かい先生」ということになるだろう。それも「厳しさ」のほ

うが心に強く残る。それは、在学中の印象だけではなく、「同

僚」としての阿部先生においても同じだった。無口で、気む

ずかしいところもあった先生の、たとえば国語科の会議にお

ける一言は、まさに「千鈞の重み」をもっていた。それは頑固

ということではなく、先生の言葉の一言一言が、その場の思

いつきではなく、深い学識に根ざしていたからだ。 

 あるとき、国語科研究室で、先生が「うらやましい」という

漢字を書けるかと聞いてきたことがある。そう改まって聞かれ

ると、不安になって、おそるおそるその漢字を紙に書いたと

ころ、ほら、やっぱり間違えるんだよなあ、とニッコリ。「羨」の

下の部分を、「次」と書いたのだが、なんと左側の部分が「ニ

スイ」ではなく「サンズイ」だと言うのだ。慌てて辞書で調べて

みると、そのとおり。その後、数人の国語教師に書かせてみ

たが正しく書けた者はひとりもいなかった。先生は、そんなこ

ともさりげなく教えてくださったのだ。ぼくはそんな先生の深

い学識にどんなに憧れたかしれないが、結局、追いつくこと

などできないままに退職してしまった。 

 阿部先生のことで、もうひとつ、忘れられない思い出が

ある。高３の授業のときのことだ。先生の担当は、国語の「演

習」だった。「演習」と呼んではいなかったと思うが、要する

に大学受験のための問題演習の授業だった。ある日、問題

の解説をしているときに、ポツリと「こんな問題演習なんてし

てないで、西鶴とか近松なんかをじっくり読みたいんだけど

なあ。」とおっしゃったのだ。そのときの沈んだ声の調子をぼ

くは今でも鮮明に覚えている。受験体制の中での無味乾燥

な授業を否応なしにやらなきゃならないことへの嘆きというか

不満というか、そうした気持ちがにじみ出ていた。ぼくは、受

験一色に染まっていく学校生活が嫌で嫌でたまらなかった

ので、その言葉を聞いて、思わず心の中で叫んでいた。「先

生！ そんなふうに言ってないで、近松でも西鶴でもやって

ください！」と。 

 もちろん、そんな思いは届かなかった。届いたとしても、

そんな授業が実現するはずもなかった。けれども、先生がそ

うした「本音」を、生徒にもらしたこと、（もらさざるをえないほ

ど辛かったこと）は、当時のぼくには救いだった。先生が決

して受験一本槍の授業でいいと思ってはいないのだというこ

とが分かって、そして先生も辛いのだと分かって、ぼくもなん

とか受験生の生活に耐えていけるような気がしたのだと思う。 

 先生と同僚として働く日々の中でも、先生は時々、心の

中の鬱屈をポツリと話されることがあった。ぼくも先生とはお

（国語科研修旅行での一コマ） 
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そらくは違ったにしても、やはりぼくなりの鬱屈を抱えて暮ら

していたので、そうした呟きがいちいち心に響いた。もちろ

ん、そうしたことについて先生とそれこそ「腹をわって」お話

しすることなどかなわないことだった。ぼくにとって阿部先生

は、いつまでも尊敬する恩師であり、その心の奥まで踏み込

むことなど畏れ多いことだったし、先生もそんなことは決して

許す人ではないように思えたからだ。 

 けれども、先生がお亡くなりなった今、もう少し、先生とじ

っくりと、人生について、教育について、文学について語り

合いたかったなあとつくづく思う。それには、ほんの少しの

勇気があればよかったのだ。国語科旅行で、酒を飲んで楽

しそうに笑う先生の写真をみるたびにそう思うのだ。 

 

 

OB便り 

栄光学園田浦旧校舎 
 

野崎 亮 （1期） 

 

栄光学園が1964年旧海軍工廠を改修した田浦校舎から

大船へ移転して50余年になります。 

田浦校舎を引き継いだ海上自衛隊は、旧海軍以来のほ

とんどの建物、施設を撤去し、新築しました。 

御聖堂跡に大鉄塔、修道院跡には艦隊司令部が建ち、

石垣岸壁は拡張補強され、校門付近の船溜まりは埋め立て

られました。大講堂、体育館、高校校舎、理科校舎、事務館

等、すべて建物は新しく造りかえられました。 

そんな中、中学校舎だけが唯一まだ当時のまま残ってお

ります。1947年（昭和22年）4月15日、1期生72人が入学式

を終え、A組、B組と2教室に入室。ここで伝統的栄光教育

「栄光スピリット ”Men for Others”」が発祥しました。 

いつか中学校舎が取り壊されてしまう前に、新築中の新

校舎で学ぶ後輩達もぜひ田浦旧校舎を訪れて頂き、栄光

スピリットを感じ、受け継いでもらえたらと思います。 

「横須賀軍港めぐり」の海上ツアーを利用されると手軽に

周れます。 

 

 

栄光の軌跡 あの卒業生を訪ねて 
 

広報部 米田哲郎（44期） 

 

広報部では各界で活躍されている卒業生の方にインタビ

ューを行い、会報と同窓会ホームページとで連載してまいり

ます。 

 

第1回： 大河原毅氏（11期） 

栄光11期の大河原毅氏を訪れました。誰もが知るあの

「ケンタッキー・フライド・チキン」を育てた方です。本企画

「栄光の軌跡 あの卒業生を訪れて」の初回に相応しい、

「栄光愛」に満ち溢れたインタビューとなりました。 

 

栄光で心に残ったことはと質問すると、出てきた答えは、

『落第』でした。正直意外でした。 

ケンタッキー・フライド・チキンの元社長で、今は、上場企

業ジェイシー・コムサのCEOという錚々たる経歴の方から、

まさか『落第』という言葉が出てくるとは思いもしませんでした。 

中学校舎 

田浦旧校舎全景 
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大河原さんは、

実 は 栄 光 に 入

学した中学一年

生の時から、既

に初代フォス校

長にかわいがら

れていたそうで

す。それもその

はず、７つ歳上

の兄が栄光２期

生におり、地元でも名家で知られる大河原家でPTA会が行

われていたとのことで、ご自宅にいつもフォス校長がジープ

に乗っていらしていたそうです。 

ところが、中学時代真面目に授業を受けても、いつも成

績は学年でビリで、学校から「落第」の判子を突き付けられ

てしまいました。しかし、その時、人生を変える一言が父親

からありました。 

「君は奥手だから」と。 

兄は東大。自分は、栄光でも成績ビリ。父がなぜ、その言

葉を使ったかは、いまだに判らないそうですが、自分なりに

非常に納得をした言葉だったそうです。 

「そうか、兄はウサギ、自分はカメなんだ。」そう解釈をした

大河原さんは、『今、自分は落ちこぼれていても、絶対に大

学はケンブリッジ、ハーバード、オックスフォードのどれかに

行こう！』と決めたそうです。 

栄光でのエピソードを、大河原さんは話し始めました。「あ

のころ、放課後になるとスポーツをやっている連中は、掃除

の時間なのにコート取りに向かっちゃうんだよね。自分ひとり

残って何をしたかというと、雑巾洗いをしていたんだよ。数枚

の雑巾じゃない。教室に20枚ぐらいの汚い雑巾があってね、

それを毎日、ピカピカになるまで１人で洗って、水道のところ

にかけていったんだ」 

誰から言われたわけでもなく、ほんとうに「掃除＝趣味」だ

ったそうで、黙々とやっていたとのこと。実は、この「掃除」が

今の経営学でも活きているそうです。 

小さいことでもコツコツと積み上げていくということ。「自分

はあるとき気が付いたんだ。同じ学校の中で、同じことを先

生が言っているのを聞いて、それでも自分は180人中ビリ。

頭のいい人は本当にいるものだと。世の中でも、頭のいい

人は上から目線で思ったり、話したりする人もいるかもしれ

ない。でも、最初から僕は違ったんだよね。ビリだったから、

上から目線なんて出来ない。 

僕は、本当に一番下だったので、「いいところを見つける」

「自分より魅力ある人と一緒にやっていきたい」って気持ち

が自然と身についたんだと思う 

出来る人は、瞬時に判断できるから、会社で言うと短期的

に収益が上がるとか、自分のメリットが無いことを、すぐに判

断することをするかもしれない。でも、自分はいいものを追

求して、一歩先は損かもしれないけど、長い目で見れば得

するものをコツコツと積み上げることが好きなんだ。そうあの

頃の掃除のようにね。ケンタッキー・フライド・チキンの社長。

誰もが輝かしい経歴と思うかもしれないけど、実は１店舗目

を作ったときは、苦労の連続だったんだよね。」 

１店舗目をオープンしても売れない。２店舗目も売れない。 

でも、大河原さんは信じていました。「売上は悪い。ただ、

このフライド・チキンは本当においしい。絶対に成功する」と。 

当時から優秀な人材には恵まれていたので、その人たち

と日夜考え、中長期的な目線で店舗運営を効率化し、よう

やく４店舗目から芽が出始めて、そこからあの掃除のように

コツコツと店舗拡大を繰り返していったのだそうです。 

今では全国区

のケンタッキー・

フライド・チキン

で すが 、 こ れ ま

で山あり谷ありの

経営だったとの

こと。 

「顧客目線で

『安全でお いし

いフライド・チキ

ン』の提供をしていても、株主総会では『経営目線でコストカ

ットを考えると、輸入の鶏を使ったほうが良いのでは？』と厳

しい指摘も多かった。短期的な目線でコストカットだけを考

えると、そうだったのかもしれない。 

ただ、自分は国産の新鮮な鶏でいかにおいしいフライド・

チキンをお客様に食べていただくか。それしかないと考えて

いた。」 

会社にお金があると、派手なことをやりたくなる。ただ、ケ

ンタッキー・フライド・チキンは派手なイベントや広告プロモ

ーションを敢えてやりませんでした。一歩ずつ、一歩ずつ。

大幅な利益を上げるビジネス・モデルではなくても、顧客の

ことを考え、信じ、着実にやっていく 

そんな大河原さんの経営方針が、店舗数を拡大していっ

たのでしょう。 

 

「経営をするのも、自分自身も含めて、一番大切にしてい

るものは「人」である。 

苦難を乗り切ったのも、自分の周りの人のおかげ。乗り切

った後に、喜びを分かち合ったのも、自分の周りの人。」 

 

今では、ケンタッキー・フライド・チキンを退職されて、別の

会社におられるが、今の会社でも傍で支えてくれている人

は、実はケンタッキー・フライド・チキン時代の人たちだそう

です。 

大河原毅氏（11期） 

“あの”カーネル・サンダース氏と 
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「栄光の卒業生にも、「人」を大事にして、周りにいる方へ

の感謝の気持ちを忘れずにいてほしい。人生の中で苦難は

必ずあるものだし、その苦難を乗り切るためには、必ず自分

のことを信じて、また自分も信じられる「人」である。 

栄光学園のアイデンティティは、時代や世代を越えても、

脈々と受け継がれている」 

 

栄光学園で学んだ、助け合える精神こそが、今の日本経

済の不況を乗り切れるキッカケになるのではないでしょうか。 

 

■大河原さんご経歴 

1963年 栄光学園高等学校（11期） 

1984～2001年 日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会

社 代表取締役社長 

現 株式会社ジェーシー・コムサ CEO 

 

  

第2回： 鈴木久仁氏（17期） 

今回は、17期の鈴木久仁氏。現在、あいおいニッセイ同

和損害保険株式会社の代表取締役社長を訪問させていた

だきました。 

 

栄光学園での思い出をうかがうと、真っ先にでてきたのは

『サッカー』でした。今でも毎年、サッカーの同期とは年に数

回集まって語り合うそうです。中学ではセンターバック、高校

ではボランチのポジションだったという鈴木社長。『サッカー

を通して、本当に色んなことを学んだ』とのこと。 

１．「後ろの声は神の声」 

たとえば、キーパーには無条件で従えという意味。キーパ

ーは自分が見えないことを客観的に見ている。目の前のこと

に捕らわれないで視野を広げることが大切。 

２．「ストライカー」 

ストライカーは点を取ることが仕事。海外には味方からボ

ールを奪ってでも点を取るような選手もいた。日本は「和を

以て貴しとなす」ということなのか、どこか相手を気遣い、言

いたいことがあっても言わないような人もいる。いざというとき

は、ストライカーが点を取ることに突き進むように自己主張を

すべきだ。 

サッカーの話を楽

しそうに話す鈴木社

長の話に、私も自然

と引き込まれていきま

した。 

 

そして、話は初代

校長のフォス先生に

移りました。 

「フォス先生はね、

『人の役に立て』ってよく言われていたんだ。中学と高校の

時は、『何を言っちゃっているの？』という感じで分からなか

った。先生に聞くと『人の役に立つ』とは、例えば『教師にな

る。医者になる。神父になる』そんなことだと。」 

それでも、当時の鈴木社長には自分事にならず、その意

味さえ分からなかったそうです。 

また、ある時、栄光のOB会でも、こんなエピソードがあっ

たようです。 

「フォス先生に名刺を差し出した先輩がいたのですが、そ

の時フォス先生が一言。『それで君はいったい何の役に立

っているんだ』と。その先輩は、名刺をやや得意げに出され

ていたので、褒めてもらえるつもりだったのでしょうね。それ

が突然、『君は何の役に立っているのか』ですからね。その

先輩は、絶句してしばらく呆然としておりましたよ。でも、『人

の役に立て』この言葉の意味が分かってきたのは、本当に

最近でね。自分が大学生のころなんて、『教師』なんて選択

肢は全くなかったし、興味すらなかった。『教える』ということ

に興味も無かったから。ただ、この歳になると、『人の役に立

つ』と言う言葉がようやく分かってきた気がする。なるほど、

自分が出来る『人の役に立つ』こととは、若い世代に自分の

想いや得てきた経験を伝えることなのだと。 

今は、会社の若い人にもよく言うんだ。『自分ひとりで生き

ていくのは、むなしいよ。１人にでも役に立つということを意

識しなさい。人に役に立つのは、自分の幸せのためなんだ。

そういう意識が、女房はありがたい、友達ってありがたいなと

いう意識になるんだ。』とね。 

会社というのは、『世の中のためにならないといけない』と

思う。『世の中のためになること』を続けないといけないし、続

けるためには儲けないといけない。」 

 

インタビューをさせていただいた私も小さいながら一経営

者として、自分の中で非常に腹落ちをした瞬間でした。会社

大河原氏とインタビュアー米田（44期）

鈴木久仁氏（17期） 
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の中で大切なことは、『人・後輩を育てる』、『役に立つことを

続ける文化を作る』。その２つを、継続的に実践して会社を

続けていく必要がある。 

 

インタビューの最後には、栄光のOBの方へのメッセージ

を伺いました。 

「栄光は、『人を育て続けてきた学校なんだな』と思ってい

ます。繰り返しになりますが、『人の役に立つ』ということ自体、

20代、30代はがむしゃらに仕事をしていたので、意識すら

していなかったというのが正直なところです。ただ、40代、50

代と年齢を重ねて、ふと落ち着いてみると、良い言葉だとし

みじみ思います。20代、30代の方は、まだまだ『人の役に立

つ』ということが実感できないかもしれませんが、40代、50代

の方には、是非次の世代に自分の想いや経験を伝えて、

『役に立って』いただきたいと思います。」 

今でも、フォス先生の『それで君は何の役に立っているん

だ』という言葉が耳に響いているそうです。会社の経営者と

して、一人の人間として。『役に立てる』ことを追求していこう

と私自身も誓いました。 

 

 

■鈴木さんご経歴 

栄光学園中・高の第１７期生。１９６９年４月早稲田大学商

学部入学。１９７３年３月同大学卒業後、４月大東京火災海

上保険株式会社（現あいおいニッセイ同和損害保険株式会

社）入社。総合企画部長などを経て２００１年４月あいおい損

害保険株式会社執行役員経営企画部長に。同社常務取締

役、専務取締役などを経て２０１０年４月代表取締役社長。

同年１０月あいおいニッセイ同和損害保険株式会社代表取

締役社長に就任。１４年からMS＆ADインシュアランスグル

ープホールディングス株式会社 代表取締役会長 

一般社団法人 日本損害保険協会の会長も勤める 

 

 

第3回： 木村浩一郎氏（30期） 

今回は、4大監査法人の1つ、PwCあらた監査法人の代

表を務められる30期の木村浩一郎さんにインタビューに伺

いました。 

 

監査法人という特殊企業体の代表、数々の有名企業を

監査し、その経営者と対峙してきた木村さん。栄光の思い出

から日本経済まで、様々なお話を伺うことが出来ました。 

 

栄光学園の思い出は、部活に明け暮れていたとのこと。

軟庭部に所属し、本当に部活中心の生活で、部の同期とい

つも一緒。そんな同期の『友情』は色々なところで感じてい

たそうです。 

「休みの人がいたら、誰かがノートを代わりに書いてあげ

て、机の中に入れておく文化。栄光には、自然と『友達同士

で助け合って生きている文化』が根付いていた。」 

 

部活と同じぐらいに印象に残っている思い出は、中学3年

生の時に読売新聞主催の英語弁論大会で全国大会に行っ

たことだそうです。当時、『高松宮杯』と言われた由緒ある弁

論大会。 

「今でも、覚えているよ。『Ladies & Gentleman, 』で始

めるのではなく、『Friends, 』と威勢よく始めてね。テーマは、

栄光に根付いていた、『友情』。本当にいい経験でした。」 

 

「『Men for others』という言葉は、学園内にいた時はそ

れほど先生方から言われていなかった。そのかわり、当時の

校長含めて、色々な先生に常に言われていたことは『やる

べき時に やるべきことを きちんとやる』。中高時代に繰り

返し聞いてきたことは、本当に人生の中で大きな存在になっ

ていますよね。 

自分でも、びっくりするぐらい、今までの人生に活きている。

いや、『埋め込まれている』と言っても良いほどだ。もちろん、

『人のための人であれ』というアイデンティティも同様です。」 

 

監査法人という仕事は、個人の名前で様々な企業に向き

合っている。その会社の知識だけでなく、グローバルな視点

から幅広い知見や洞察をしっかり持つ必要がある。監査の

品質を上げることで、付加価値を提供し、企業やステークホ

ルダーに貢献する。監査法人というお仕事、普通の方は、

接点がある職業ではないですよね。 

 

木村さんの仕事を通しての夢は、本当に大きく突き抜け

ていました。 

「監査法人の役割は、ひとつの企業の監査をするにとどま

らず、『世界から見た日本企業の価値向上』＝『日本経済の

活性化』 ということなんだ。 

左より菱沼同窓会長、鈴木久仁氏、インタビュアー米田 
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だからこそ、社会に対して信頼を構築して、日本企業が

世界に飛躍できる環境を作ることが夢。大きな仕事に取り組

むからこそ、真剣に。」 

 

インタビューをし

ていて、気が付い

たことがありました。

インタビューの答え

が、短文明快。『伝

えている』と言うより、

『伝わってしまう』と

表現した方が良い

のでしょうか。 

声のトーン・目線・言葉のチョイス・笑顔・話す時の間など

など。質問に対して卓越した表現の答えを用意していただ

いている。経営者とのお仕事も多い中、短い時間で明快に

伝えることを実践してきたからこそなせる、“匠の技”なのでし

ょう。 

 

話を『アイデンティティ』に戻します。 木村さんにとって、

栄光学園のアイデンティティ『人のための人であれ』とはどう

いうことでしょうか。 

「正直、『人のための人であれ』でないと、組織のトップとし

てはもたない。『自分のためにする仕事』だと、失敗にも気づ

かないし、部下もついてこない。相手先の会社や相手のこと

を思いやり、考えるからこそ、自分も頑張れるし、日々の仕

事が素直に出来ていることに繋がる。 

特に、監査法人という職業においては、強くそう思ってい

ます。」 

 

最後に栄光OBに対するメッセージを伺いました。 

「Men for othersという刷り込み / 英語力（外国人とわけ

隔てなく話せる） / 人との繋がり。 この三つが栄光学園の

OBの財産だと思う。 

監査法人という仕事をしていて、もちろん金融庁などとも

やり取りをする。過去の金融庁長官にも、栄光OBがいらっ

しゃいますし、『この人すごいな！』と思ったら栄光OBだっ

たという経験も多々ありました。 

お互い栄光学園OBと知るまではよそよそしいのに、栄光

学園卒と分かったとたん、心を通じて話が出来る。『共通の

土台』から生まれた安心感がそうさせるのでしょう。 

本当に、たくさんの優秀な人が、色々な業界・業種で活

躍されています。だからこそ、栄光のOB（特に若い方）は、

どんどん積極的に自分を放り出して、色々な場に参加して

みて欲しい。きっと、そこで会った『すごい人』に栄光OBの

方がいると思うから。」 

 

＊＊＊弁論大会の木村さんの締めの言葉＊＊＊ 

 （友情に対する話の後） 

Now, it’s my turn to help and encourage others 

when they are in need. 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

「栄光若手OBの皆さん、助けが必要な時は先輩方が、絶

対に助けてくれます。色々な先輩の方に、どんどん会いに

行って下さい。きっと、かけがえのない出会いが待っていま

す。自分を解き放ち、もっともっと栄光の先輩方と交流

を！！」 

 

木村さん、長時間のインタビューありがとうございました。 

 

■木村さんの略歴 

1986年 公認会計士2次試験合格、青山監査法人入

所 

1993年 Price Waterhouseシカゴ事務所勤務 

2000年 中央青山監査法人代表社員 

2012年 PwCあらた監査法人代表執行役 

経済同友会幹事、日本取締役協会幹事 

 

 

第4回： 五十嵐健夫氏（39期） 

39期の東京大学教授五十嵐健夫氏を研究室に訪問しま

した。五十嵐さんの専門分野は、「コンピュータサイエンス」

という領域。言葉を聞いただけでも拒否反応を示す人も多

いと思うが、私もその１人。五十嵐さんは、私にも分かるよう

に丁寧に解説してくれました。 

コンピュータサイエンスは大きく、「理論」、「システム」、

「応用」の３分野に分けることができ、五十嵐さんが研究を進

めているのは「応用」という領域だそうです。グラフィックや人

工知能などもこの領域に入るそうで、特にコンピュータのア

プリケーションを使いやすくするためのユーザインタフェース

の研究をされています。 

 

最初に栄光の思い出について伺いました。 

「まず、入学した時にキャンパスが広くて立派だったのが

印象に残っている。今の生活が、ビルに囲まれた東京暮ら

し・東京勤めなので、緑がいっぱいで解放感のあるキャンパ

スが懐かしい。当時は認識していなかったが、最高の贅沢

だと感じている。」 

 

中高時代は、記念祭で装飾を担当したのが良い思い出と

のこと。 

「講堂にあがる大階段や、校舎の1F-3Fの階段のガラス

窓全面やレストランの内装などの絵柄をデザインし、製作し

木村浩一郎氏（30期） 
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た。後輩の中学生に指示して製作したが、今思えば、あれ

が人を使って仕事をしてもらう最初の経験だった。パンフレ

ットのデザインもしたし、図書室の広報誌の絵も描いてい

た。」 

 

ただ、実は栄光の学生生活は、プログラミングを独学で学

びゲームを開発する毎日だったとのことで、「夕方家に帰る

と、1人部屋にこもり、夜中までゲーム作り。本当に毎日毎日。

高３の受験勉強期間に入るまで、親が心配するぐらい没頭

していた。」 

当時はまだPCソフトも充実していなかったので、絵を作る

ためのエディタ、ディスクを読み書きするドライバ、MAPを作

るエディタなどのソフトを含めて、自分１人で作っていたそう

です。ゲームは高校３年生になるまで作り続けていたが完

成にはいたらず。当時市販されていたゲームと同じぐらいの

クオリティになっていたが、世の中に出ることは無く、今もご

自身のPCにひっそりと眠っているとのこと。 

 

「教えていただいた先生方で印象に残っているのは、専

門科目が本当に好きなんだなぁということだ。数学の先生は

数学の問題や解法の話をしているとき楽しそうだったし、生

物の先生や物理の先生も楽しそうに話をしていたのが記憶

にある。今の望月校長は韓国の話ばかりしていた気がする。 

お世話になった先生は、ラビ（関根先生）。「英語」が好き

という感じではなかったが（笑）、教育熱心だった記憶があり

ます。自分が学問の道に進んだのも関根先生の影響がある

と思うし、感謝している。 

東大に入学した後、栄光の同級生には優秀で、洗練され

た人がいかに多かったかをあらためて実感した。 

今では、論文を読むのも書くのも、学会での発表も議論も

すべて英語なので、栄光時代に、テープを繰り返し聞いて

学ばせてくれた英語教育には感謝している。」 

 

「コンピュータサイエンスの魅力は、画期的な技術を開発

すれば、すぐに世界中で使われるようになる可能性があるこ

と。今や、世界中のほぼ全ての商品にコンピュータが関わっ

ていると言っても過言ではない。そのようなコンピュータの能

力を向上し、利便性を高めることは、そのまま我々の生活や

文化の向上に役立つと考えて、研究開発に取り組んでいる。 

いま取り組んでいる研究の目標は、欲しいものを自分自

身で作れる環境にしていくこと。現代社会は、大量生産と大

量消費。世界中が同じものを見て、同じものを使っている。

コンピュータを使って、素人でも自由に衣服や家具などをデ

ザインできるようにすることで、より自由で豊かな社会を実現

していきたいと考えている。」 

 

過去の研究では、「2D」で描いた絵を簡単に「3D」にする

技術とか、平面の絵を簡単に動かしてアニメーション化する

技術を開発していて、既に商品化され、広く使われているも

のもあるそうです。 

キーワードで言うと、「コンシューマ・ジェネレーテッド」、

「プロシューマ」、「メーカーズ・ムーブメント」といったもので、

このような技術が日本経済や文化の活性化につながること

を願っているとのこと。 

 

「例えば、3Dプリンターが普及した時に、日本が技術の

先導役になっていて欲しいし、将来には日本にもチャンス

はまだまだたくさんあると考えている。 

最近のニュースで、東京大学が国際大学ランキングでア

ジアNo.1の座から落ちたということを聞いた。日本は、技術

の面でも他国にも決して負けてはいけない。技術者として、

日本のために少しでも貢献していきたい。」 

そんな話を伺って五十嵐さんの、強い心をもって研究開

発に取り組んでいらっしゃる姿勢を感じました。 

最後に、栄光OBへのメッセージを伺いました。 

「（自分が大学の教員をしているので、その立場からの意

見になるが）最近の若者にとっては生きづらい社会になって

いるのではないかとの危惧がある。物質的には豊かに便利

になっているものの、長期的には、これ以上の繁栄があると

いうよりは、緩やかな下り坂なのではという、漠然とした不安

がある。 

また、過度につながった情報化社会の中で、自分の生き

方に自信が持てなくなっているようにも見受けられる。直接

的には、東大でも平均して学生の１割程度が、鬱や引きこも

り、経済的理由などでドロップアウトしており、社会問題とい

えると思われる。 

別件だが、就職活動が過大な負担になっているのも問題

である。簡単な解決策はないし、私がどうこう言える立場で

はないが、われわれの社会の未来を支える若者が厳しい状

況にあることを理解し、皆さんがそれぞれの立場でできるこ

五十嵐健夫氏（39期） 
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とを考えていただけると嬉しい。」 

 

現在、理系職ではない私は、五十嵐さんのような研究者

と話す機会など無い。今回のインタビューを通して、やはり

日本を見えないところから支えているのは、五十嵐さんのよ

うな研究や技術開発を進めている方なのだと強く感じました。 

 

■五十嵐さんの略歴 

1991年 栄光学園高等学校卒業。 

1995年 東京大学計数工学科卒業。 

2000年 東京大学情報工学専攻博士課程修了。博士

（工学）。 

2002年 東京大学大学院情報理工学研究科講師就

任、2005年同助教授、2011年教授。 

2007～2013年  JST ERATO五十嵐デザインインタフ

ェースプロジェクト総括。 

IBM 科 学 賞 、 学 術 振 興 会 賞 、 ACM SIGGRAPH 

Significant New Researcher Award等受賞。 

ユーザインタフェース、特に、インタラクティブコンピュータ

グラフィクスに関する研究に取り組んでいる。 

 

 

第5回： 桃井恒和氏（13期） 

今回、ご訪問させていただいた先輩は、13期の読売巨人

軍代表取締役会長の桃井恒和さん。 

 

栄光入学は、昭和34年。１年上の先輩が栄光に入学した

ことがきっかけとなり選んだ学校であったとのことだが、衝撃

だったのは中学１年生の時に味わった「強歩会」だったそう

だ。 

「競歩会」とは、当時、三浦半島を中学生は30km、高校

生は40kmを走る大会だったそうだが、もちろん中学１年生

でそんな距離を走ったこともない桃井さんは、足に豆を作り

ながら、「休んだら終わりだ」という想いで久里浜から逗子ま

で3時間06分で完走したとのこと。 

 

栄光の思い出に関して、そっと話し始めた。 

「そんなに、これだ！！ということは実はないのだけれども。

先生は、とてもユニークな方が多かった印象がある。生物の

山本先生、数学の宇佐美先生。今でも、思い出しますね。 

特に、勉強もトップを進んでいたわけでもなく、平均的だ

ったかな。物理は特に苦手でね。高3で模擬テストっていう

のがあったときに、今でも覚えているのだけども、50点中5点

を取ったんだよ。そしたら、当時「東京オリンピック」があった

ときだったからか物理の先生からは、『桃井君、テストはオリ

ンピックと違って、参加することに意義があるわけではない

んだ』って言われてね。すごく印象に残っているよ。」 

 

インタビュアーは44期で大船世代。フォス先生も既にいら

っしゃらなかったし、神父さんもだいぶ減ってきた時期だっ

た。桃井さんは、ずっと田浦で学生時代を送っていたのだ

が、その印象を聞いてみた。 

「田浦はね、やっぱり海だよね。軍港があって、潜水艦が

見えて、時々汽笛が鳴るんだ。海沿いにユーカリの木が生

えていてね、匂いが今でも蘇るな。神父さんからは「公教要

理」というキリスト教に関する講義を受けていてね。当時は、

在学中に信者になる人が本当に多かった。入学したときは

20名ぐらいの信者が、卒業するときには学年の半分ぐらい

になっていたと思う。とにかく神父さんは、ちょっとしたことに

細かくてね。生活態度、授業態度など常に注意されていた。

そんな中、フォス先生は、まさに『日本の父』といった感じで、

遠くから見ている感じだったな。当時は、成績優秀者は学年

が終わるときに、表彰をされていた。たしか、90点以上はA

オナス、80点台はBオナスという感じで。ただ、勉強だけで

なく「操行」と「礼儀」という評価もつけられていて、優良可で

採点されていた。仮に勉強が出来ていても、授業態度など

の行いが悪いと、AオナスやBオナスが取れないんだ。順位

を明確にして、終業式の時に壇上で発表。そういう意味で

は、親も生徒も先生も本音で言い合える環境が自然にあっ

た気がする。」 

そんな学園生活を送っていた桃井さんは、栄光時代から

既に「新聞社で記者になりたい」という夢をもっていたそうだ。

当時、NHKで「事件記者」という人気ドラマの中に、人情味

あふれる新聞記者がおり（昭和34年、初めてテレビがご自

宅に来たときに）、ずっと楽しみに見ていたのがキッカケだっ

たとのこと。 

 

大学時代は、ちょうど大学紛争の真っただ中だったのだ

が、縁あって読売新聞社に入社した。 

横浜支局のある桜木町で、6畳1間に新人記者3人が寝

桃井恒和氏（13期） 
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泊まりする生活を経験。そこから約34年の新聞社生活のう

ち27年が社会部記者だった。記者時代を振り返って、こん

なことを話していただきました。 

「記者としては、戦後の節目の出来事に立ち合い、とても

幸せな仕事をさせてもらった。ロッキード事件、国鉄の分割

民営化、昭和天皇崩御……。田中元首相逮捕と天皇崩御

の号外を書いた時のことは昨日のように思い出す。とくに天

皇崩御の時は111日間も家に帰らずホテル住まいだったか

ら。本当に貴重な経験だったと思う。」 

「そこから、社会部長、編集局次長、総務局長などを経験

させてもらったが、2004年の夏に急に辞令が舞い込んだ。

当時明治大学の選手への金銭授受の問題で、読売巨人軍

の社長、代表が解任となり、明日から、代わりに巨人軍の社

長という職務についてくれという突然の辞令だった。ちょうど

球界再編問題で選手会がストを打つ激動の時代。苦労はし

ましたね。記者はスクープ記事を抜かれたら自分の責任が

多い。しかし、こと野球に関しては、自分ではどうしようもない

ことも多い。年間80試合以上スタジアムに通いながら、いか

に巨人がファンの方に受け入れられ、勝ち続けられるかを

考えぬいた。巨人だからこそ、メディアの風当たりも強くプレ

ッシャーもそれはあった」 

実は、巨人軍の社長に就任した当初は球団内で「中高時

代に野球をやっていた」とは言わなかったそうだ。プロもいて、

プロを目指していた人もいて、そんな中、ちょっと恥ずかしく

て隠していたとのこと。ただ、とあるキッカケで、栄光野球部

の同期から会社に電話があって、社内に桃井さんが野球を

やっていたことがバレてしまったそうです。 

 

私が驚いたことは、まだ当時の栄光の野球部メンバーと

集まって野球をやっていらっしゃるとのこと。69歳です

よ！！皆さん、信じられますか？ 

野球部の同級生が50歳でお亡くなりになり、その十三回

忌の年に、弔い野球をしようと始めたのがキッカケだったそう

です。今でも、野球部同期とは毎年3回は集まるとのこと。 

 

「最近ではね、試合をやる前に練習日まであって。1回の

試合だけでも大変なのに、練習もまたこれが大変なんだよ。

同世代の巨人のOB選手を毎回1人は助っ人に呼んで試合

をするのだけど。集まると、50年前に戻って、毎回くだらない

ことを言って笑っているよ。」 

 

インタビュー当初、「栄光の思い出かー。うーん。」と悩ん

でいた桃井さんでしたが、高校時代の野球部同期の話をし

ている時には、本当に素敵な笑顔で話してくれました。 

最後に、恒例の「今の栄光生へのメッセージ」を伺ってみ

ました。 

 

「自分の頃の栄光は、学費がすごく安くて、だから私のよ

うな裕福でない家の人間も栄光で学ぶ事が出来た。今は学

費も高くなり受験準備にお金をかけられる家庭の子でないと、

栄光に行かれなくなったのではと想像している。私が通勤

時などに大船駅周辺で現役栄光生を見て感じるのは、みん

な一様に、恵まれた家庭の出身といった雰囲気の子供たち

ばかりだなということ。私たちの時代は、親の職業もさまざま、

貧富の程度もさまざまだった。今でも外の世界に目を転ず

れば、色々な階層の人間がいてそれで社会が成り立ってい

るわけで、後輩たちには、自分たちの周りにいる栄光生のよ

うな人間がすべてではない、自分たちとは全く違う、あるい

は自分たちよりはるかに恵まれない環境で生きている人間

がいっぱいいるんだ、ということをぜひとも意識できる人間に

なってほしい。」 

 

読売巨人軍という日本の中で文化として根付いた企業を

率いている桃井さん。 

１試合で勝った負けたの一喜一憂ではなく、未来を見据

えた発言に、夢中になってインタビューさせていただきまし

た。 

 

■桃井恒和氏 略歴 

1970年 読売新聞社入社 

2000年 東京本社社会部長 

2002年 同編集局次長 

2004年 同執行役員総務局長 

2004年 読売巨人軍 代表取締役社長 

2014年 読売巨人軍 代表取締役会長 

 

 

 

 

桃井恒和氏（13期）とインタビュアー米田（44期） 
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同期の活動 

四期生同期会報告（2015年11月5日） 
 

加藤達雄（４期） 

 

① 開 催 日 時 ２０１５年１１月５日 １３：００～１６：００ 

② 開 催 場 所 ホテル横浜ガーデン （昨年と同じ会場） 

③ 参 加 人 数 ３１名 (ほかドタキャン２名) 

④ 司 会 篠崎晃君（訪日中。当日ドタンバで依頼

したのにさすが気配り満点の名司会） 

⑤ 主な会次第 

黙祷 （故水嶋藤雄君）  

飯野君司祭叙階金祝報告（梅津君より飯野君からの謝辞伝

達） 

乾杯・会食（洋中ミックス８品+飲み放題） 

大久保堯司君、志村耕一君（島田厚夫君の容態報告) 

井尻浩右君（横須賀と藤沢について 比較論） 

小倉修三君（関西在住同期生の動向） 

森高志君（３回目の出席、リストのピアノ曲挑戦や自宅火災

など近況報告） 

鈴木宙明君（新校舎関連など同窓会活動報告、同期会欠

席理由は大半が健康問題、四期生ファンド現状、同期会運

営の今後について、など、事務方としての連絡） 

⑥ 合田純一君指揮 「千里の波濤」斉唱 

⑦ 集合写真撮影 

⑧ 散会 

⑨ 散会後、幹事慰労二次会 （残留者 馬車道十番館

にて） 

 

幹事所感： 

故森本鷹之助先生担任の中学１年Ｄ組が今年の幹事担

当でした。幹事陣は清水節郎、小倉修三、加藤達雄で結成

しましたが、なかなか準備に手を付けないことに元締めの鈴

木宙明はやきもきしたらしいです。 

当日の勘定方をお願いした杉浦保男君（銀行ＯＢ・Ａ組）

と突然の司会役篠崎君（在ニューヨーク・Ｄ組）に感謝しま

す。 

今年の連絡対象四期生は１１３名、出欠不明は１８名、住

所不明は２名 でした。 

 

 

１３期卒業５０周年同期会（2015年10月19日） 
 

安達一彦（１３期） 

 

 ２０１５年１０月１９日午後６時３０分から熱海後楽園ホテ

ルにて１３期卒業５０周年同期会が開催された。 

前回の開催は、２０１２年１０月１２日（於 横浜のホテルプ

ラム）であったが、幹事の徳本君から、今年は卒業５０周年

の年にあたるので、にぎにぎしくゆったりと時間をとって旧交

を暖めようとの提案がなされ、幹事（徳本君、高須君、前山

君、谷君、安達）５名の協議により熱海後楽園ホテルでの開

催となった。 

当日の出席者は５２名、そのうち宿泊者３８名、日帰り（宴

会のみに出席）１４名であった。 

宴会場のホワイトボードに、あいにく欠席者の近況報告葉

書が掲示され、また入学時から卒業時までのなつかしい数

多くの写真（足立君が提供）がスライドにて流された。 

濱口君から、１３期生全員が卒業にあたっての心境を吐

露した短文をとりまとめた冊子「一言申す」が提供され、回覧

された。 

まず、参会者全員の集合写真を撮影し、宴会は、定刻の

午後６時３０分、徳本君の開会挨拶、高須君の司会でスター

トした。 

最初に、物故者２２名の紹介と参会者による１分間の黙祷

がなされた。 

次いで、前山君（栄光学園同窓会事務局長）より大船の

新校舎建築の概要と旧校舎解

体についての報告がなされた。 

１３期は、田浦５年、大船１年

のみの期であるが、大船旧校舎

解体は感慨深いものである。

（安部君、下嶋君、中村君は、

同期会の翌日大船旧校舎跡地

を訪れたとのこと） 

乾杯の発声は、遠路京都より

馳せ参じてくれた水野君により

なされ、乾杯後、宴会出席者５２

名による自己紹介がなされた。 
四期同期会（2015年11月5日） 
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５０年の歴史を感じさせるそれぞれの軽妙洒脱な話で場

は大いに盛り上がった。 

自己紹介の後は、あいうえお順に配置された各自の座席

から思い思いに場所を移動しての無礼講となり、車座となっ

たいくつものグループができた。 

午後８時２０分頃まで宴会が続き、谷君がなか締めの挨

拶をした。 

その後、戸谷君をリーダーとして「千里の波濤」と「Eiko 

High Forever」を斉唱し、散会となった。 

散会後は、適宜各部屋に押しかけ旧交を暖めあった。 

以上の次第で、５０周年同期会は盛況裡に終了したが、

翌日下嶋君より同期会を詠んだ句が寄せられた。 

 秋惜しむ 温泉（いでゆ）偶さかの 同期会 

 懐かしき 酒で紅顔の 美少年 

 顧みて 模索未完の 半世紀  

皆様、次回開催まで元気に過ごしましょう。 

 

 

2015年度17期同期会報告（2015年9月26日） 
 

塚原 治 (17期) 

 

平成27年9月26日(土)、横浜駅西口のホテルプラムにお

いて、17期同期会が開催された。当日は17期生33名が参

加。土曜日にもかかわらず、母校からは萱場 基 理事長、

望月伸一郎校長、恩師のうち大木章次郎先生、荻野文悟

先生、境野勝悟先

生、迫  嘉邦先生

にご臨席いただい

た。誠に残念なこと

に、大木先生は約

1か月後、10月29

日帰天され、多く

の同期生とって、こ

の同期会が大木先生との最後と

なってしまった。中学時代の訓育

担当として17期生に賜ったご指導

に心から感謝申し上げ、ご冥福を

お祈りしたい。 

午後5時、荻野先生の乾杯の音

頭で同期会は開会。坂本永造君

の名司会にもかかわらず、ご来賓

の一部を含め、多くのスピーカー

の話が長目で、すべてのプログラ

ムを消化し閉会できたのは、予定

を1時間超過した午後8時過ぎで

あった。夜遅くまでお付き合いい

ただいた先生方と迷惑をかけたホテルプラムの方々に感謝。 

開会に際して、

栄光学園同窓会

会 長 を 務 め る 菱

沼 徹 臣 君 が 、 同

窓会の動向などを

報告。特に、都内

で仕事をしている

多くのOBが出席

しやすいようにとの

配慮から、次回の栄光OBフォーラムを初めて東京で開催

することにしたことなど、同窓会活性化の工夫が明かされた。

また、欠席者の近況が報告され、出欠回答葉書が会場で回

覧された。 

出席会員全員による近況報告が行われた。17期生も65歳

に達したものが多く

なり、リタイア組が

増えたせいか、今

までの同期会に比

して、自分の仕事

についての報告よ

りも、栄光時代の思

い出話、暴露話が

多く、会場は度々

笑いの渦に包まれ

た。また、来賓の先

生方に対して、「弁

当を包むのに新聞

紙を使わないよう指

導を受けたが、その

理由は？」、「栄光

の教師になったきっ

かけは？」、「『瞑目』

の際の手の置き方に
荻野文悟先生による乾杯 

欠席者からの葉書を紹介する菱沼同窓会長 

境野勝悟先生 

迫 嘉邦先生 
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ついての指示が先生により異なったため混乱した。」など、

遠慮のない質問・コメントも飛び出した。 

境野先生は、挨拶の中でこれらの質問に丁寧に答えられた。

特に、富士山登山中の故ピタウ先生との出会いから栄光学

園に招致されるまでの不思議な御縁を明かされた。迫先生

は、17期を担当したのは、教職に付いた最初の年だったの

で、先手必勝と厳しく指導したと思い出を話された。 

 

大 木先 生 から の

17期生へのお話

は、残念ながら今

回が最後となって

しまった。特攻の

訓 練を 受け た 戦

時中の話、神父を

志した戦後の話な

どを伺い、先生の御人柄を改めて理解することができた。特

に、「栄光の同窓会」の重要な機能の一つとして、卒業生

(の人生)に対するアフターケアをする組織という面を忘れて

はならない、多くの先生方も同じと思うが、教え子たちにい

つでも遠慮なく相談に来てほしいと思っている、など、有り

難いお言葉もあった。以下は筆者の解釈であるが、大木先

生としては、学校側に対して、同窓会を通じて、寄付集めを

するのもよいが、このようなアフターケアを十分にすることに

より、寄付が集まってくることを期待すべきとおっしゃりたか

ったのか。我々同窓会員としても、大木先生のこのような気

持に応えて、学校に対するできる限りの支援をしたいと改め

て感じた次第。 

萱場理事長、望月校長からは、「生徒の側に立った教

育」、「生徒に考えさせる教育」など現在の栄光の教育理念、

新校舎建替えの進捗

状況などをご紹介い

ただいた。なお、旧校

舎の解体状況につい

て、蓮沼  明  君が同

期会当日撮影してき

た解体現場の写真が

会場で披露された。 

新旧校歌及びEiko 

High Foreverを斉唱

し、午後8時過ぎ散会。 

 

 

 

 

 

 

17期有志がW.カリー先生を囲む会 
（2016年1月28日） 

 

蓮沼 明 (17期) 

 

昨年11月2-3日の大木章次郎先生の葬儀の折、17期の

参列者は久しぶりにウィリアム・カリー(William Currie)先

生にお会いすることができ、この時の会話が発端となって同

期のゴルフ会『十七会』(となかい)のメンバーがアレンジして、

先生を囲む会をささやかに開催することとなった。 

栄光の卒業生の中では、上智大学に行った人以外には

ほとんど知られていないと思うが、先生は1935年米国生ま

れ、1960年に来日され、田浦の校内にあった神学校(日本

語学校)で日本語を勉強された後、栄光でごく短期間教鞭

をとられた。 

期の全員を教えられたのは、17期のみ。(1963年、当時

中1) 他の先生に比べればほとんど同年代(！)の、英語が

母国語(！)の、アメリカ人(！)の英語教師として、生徒に非

常に人気があった。(その後1972年から上智大学で講師、

教授、文化学部長などを歴任され、1999年から2005年に

退任するまで上智大学第12代学長) 

   
1963年頃の先生方(左端がカリー先生(若い！)) 

2016年1月28日。会場は上智大学に近い“Gallo四谷”。

17期の10名が集まった。先生に教わった後の報告も近況

報告も、先生の前では『英語がらみ』になってしまい、全員

が い ま だ に 真 面

目な栄光生である

ことを証明し た。

先生は17期全員

を 教 え た 証 と し

て、生徒の名前を

覚えるために作っ

た自筆の座席表

を持参され、65を

超えた昔の生徒

たちは、53年前の

座席を確認し合っ

たのであった。 

大木章次郎先生 

萱場 基 理事長 

望月伸一郎校長 先生自筆の、17期が中1の時の座席表 
(教壇から見た配置) 
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楽しい時間はあっという間に過ぎてしまった。先生、次の

同期会にはぜひ参加してください。 

 

 

19期同期会の物語（2016年3月5日） 
 

勝見 明 (19期) 

 

同期会の幹事にとって手間なのは会場の確保とその後の

やりとりですが、19期の数少ない取り柄は「会場＝幹事」で

一体化していることです。それは

同期のヒラヤマが横浜で女性の

間では絶大なる人気を誇るオシ

ャレなホテル「HOTEL PLUM」

の経営者兼総支配人であること

によります。 

例えば、高校時代にバンドを

組んでいた連中が46年ぶりに活

動を再開させたとします。「できれ

ば、みんなに聴かせたいよな。な

ら、同期会でも開いてもらおうか」

とヒラヤマに相談する。ヒラヤマは

HOTEL PLUMの宴会場のスケ

ジュールを確認し、「じゃあ、来年

3月5日の土曜日が空いているから、この日にやるか」と即決。

同期のアドレスが登録してあるメーリングリストで、「2016年3

月5日に同期会を開きますので、よろしく！」と通知する。こ

れで、同期会は成立です。 

そんな案配で前回の同期会から1年半しかたっていない

のに開催が決定したのが、今回の同期会でありました。その

間、ヒラヤマはマンネリ幹事のカツミに、「また頼むね」とメー

ルで連絡。「ガッテン承知の助」と引き受け、「どうせならバン

ド演奏だけでなく、同期の芸達者にもなんかやってもらう！ 

一大パフォーマンス大会だ！」と調子に乗り、これはと思う

連中をそそのかす。「皆さんのお力で盛り上げたい」と頼み

込み、以下の演目が並ぶことになったのであります。 

能の謡 by クボタ（大手生保を退職後、能楽師に転身） 

ピアノ＆ビオラ演奏 ｂｙ イモト（国立大学教授でピアノの

名手）、イイノ（元栄光学園副校長・物理教師でビオラの名

手） 

③バンド演奏 ｂｙ サステイン４（元国土交通省で鉄ちゃ

んのサエキ、脳外科医のシンスケ、がん研究者で在スペイ

ンのジュン、起業家のアキヤマ） 

これは楽しみだと思っていたら、写真部だったナベシカ

（歯科医）から、「栄光時代に撮った写真が実家で2000枚

見つかったゾ！」との連絡が入る。「それ、おいしいじゃん！

同期会で使おう」と思って、だれか編集してくれないかとメー

リングリストで呼びかけたら、人の良さでは折り紙つきのヨッ

チャン（エンジニアリング会社勤務）が引き受けてくれた。 

で、本番当日。プロとして活躍するクボタの「安宅」とかい

う勧進帳を題材にした謡は、いやー、しびれましたね。腹の

底から声が響き渡ってすごかった。次いで、アマチュアコン

クールで優勝し、コンサートも開く腕前のイモト、イイノの奏

でるタンゴ調の調べも聴き惚れました。そして、サステイン４

の登場。６０年代のフォークソング＆ＧＳ！懐かしかった！こ

の日のために、半年以上練習したそうで、６３歳のおっさん

たちが高校生に戻っていましたね。 

19期同期会（2016年3月5日） 

W.カリー先生を囲む会（2016年1月28日） 

W.カリー先生と17期有志 
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写真のスライドショー。同期の顔が映るたびに、「あっ、○

○」「お、××」と反応する単純さも高校時代のまんま。中国

にいるシラサワもSkypeで飛び入り参加。最後は、やはりピア

ノの名手だったウエノハラが６年前に亡くなってから途絶え

ていたピアノ演奏による「Eiko High Forever」を今回はイモト

とサステイン４の伴奏で復活させ、２時過半の宴は実に楽し

く、閉会となったのでありました。 

６５名も集まってくれて、みんなありがとう。HOTE PLUMの

スタッフの方々、面倒を見ていただき、感謝です。そして、

御年８９歳の稲田先生、いつも若々しい迫先生、今回も出

席していただき、ありがとうございました。また来てくださいね。 

というわけで、ビジネス分野でジャーナリストをしているカ

ツミは、「その時々の状況に応じて物語を紡ぐと、それが結

果的に戦略として成立していく」という「物語的戦略」を提唱

しているのですが、まさに物語的戦略の有効性を立証した

同期会だったのであります。 

 

 

28年ぶりの26期会！ 1月2日に開催 
（2016年1月2日） 
 

島崎裕之、武藤 豊（26期） 

（写真） 武藤 豊、松本直樹、長谷川 宏 

 

28年も同期会を開催していない期は他にあるだろうか。 

「このままではマズイ」と言いだしっぺとなった島崎裕之は同

窓会常任委員で『活動サポート部長』。 活動が停滞してい

る期の活性化が主な役割でもある。 今回の同期会開催に

向けて情熱とパワーを発揮、下田 陽、吉田直人、呉東正彦、

武藤 豊といったブレーンとともに企画した。 

同窓生らは短い正月休みのスケジュール調整に苦心しな

がらも、開催日当日まで参加者は毎日のように増え、同窓

生68名、恩師9名、総勢77名もの参加となった。 「お前、

誰だっけ」 「○○だろ？ 久しぶり！」 受付前から握手、ハ

グする連中も多く、開宴前から大騒ぎの様相。 また50代後

半という年齢の期で、出席される恩師が9名にもなることは

極めて異例である。 同窓生と同様、恩師の皆様も非常に

喜んでおられたに違いな

い。 以降、写真を中心

に同期会について報告

したい。 

新卒で赴任され、初め

ての授業が当時高2の26

期。 だから出来るならば、

「来たくない」同窓会だっ

たとか。 本当にお若く

頼りなさ気で、白衣がダ

ブダブしていたのを覚えている。 

白 髪 以 外 は 変 わ り な

し！ 日体大出身で、山

の家での余興「えっさっさ

〜！」の力強さは未だに

忘れ難い。 柔道の時間

にみんなからインサイドキ

ックを受けて、後でくるぶし

が腫れ上がっていたとか。 

今でも週1回、高1の選択

授業で『スローフード』を教

え、陸上部の指導もされて

いる。 

中1Bの時の組主任、授

業時に草野球をして遊ん

でくれた。 その時の思い

出を同窓会ニュースに綴

ってしまった。 通称、オギ

ブン。 スペインのアンダ

ルシアが好きだった。 ｢こ

の中で独身の奴はいるか

ぁ？ ダーメだよ、今からで

もちゃんと結婚しなきゃ！｣ 

10年ほど前、愛妻に先立

たれ、相槌を打ってくれる人間がいなくなった悲しさを、正

直に述べて下さり、相変わらずの感を強くした。 

89歳の最年長。 杖を

ついておられたが非常に

お元気。 高2の時の担任

で、後に横浜高校にも非

常勤講師でお勤めになら

れ、武藤 豊と同僚になる。 

 

 

 

 

高1〜高3の担任。 後

に清泉女子大で教鞭を執

る。 今日は、歴史家とし

ての思いを熱く語っていた。 

金子省治先生亡きあと校

史編纂、栄光カトリックの

会等で今も学園に関わり、

カトリック雪の下教会の教

会委員長も務めておられる。 

開会の挨拶は金子好光前校長(化学) 

乾杯は迫 嘉邦先生(体育) 

荻野文悟先生(英語) 

稲田順一先生(物理) 

梅津尚志先生(社会) 
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落研出身であり、この日

も荻野先生と自分が英語担

当で申し訳なかったと笑わ

せた。 ブラバンの顧問もし

ていたが、みなとみらいホ

ールでの記念演奏会で「僕

が顧問として一生懸命やっ

ていたら、おそらくみんなの

迷惑になっていた」と、正直

に「何もしなかった」ことを正

当化して笑わせていたこと

も思い出す。 

中学生の頃、書道を習っ

た。 当時の印象は「渋い」

以外の何者でもなかったが、

今夜もやはり「渋い」のであ

った。 

 

 

 

卓球部の顧問であり、中

1のとき幾何や統計を教わ

った。 後に横浜高校へ非

常勤講師として勤務され、

稲田順一先生に続き、武

藤の同僚となる。 独身の

お嬢様がいらっしゃり、この

日の独身の面子に紹介し

ていた。 

 

 

 

非常勤講師として2年間、

フォス校長に呼ばれて勤務

したことを懐かしそうに話さ

れた。 早稲田のドクター時

に、我々は教わったようだ。 

その後、研究者として世界を

駆け回り、現在東海大学名

誉教授。 「石油の次はナトリ

ウムがエネルギーになる」と

豪語するノーベル賞候補？ 

息子が現役栄光生、父親

のための聖書研究会幹事、

同窓会常任委員も務め、母

校には月2〜4回足を運ぶ。 

羽織っているのは、息子の野

球部の応援Tシャツ。 他の

学年との差異も、彼を今回の

同期会に駆り立てた要因らし

い。 現役時はバドミントン部。

(武藤 記) 

飲み食いもまま

ならぬ仕事を引き

受けていただき、

ただ感謝！ 

 

 

 

 

 

今年はOBゼミの担当学年である26期。 「オレに講師や

らせろヨ」という声が相次いだのはとても嬉しい限りだ。 二

次会も22名もの参加があり、総会ではなかなかじっくり話せ

なかった話題で盛り

上がる。 「お前や

っぱり変わってない

な」 「お前は現役

のころそんなにしゃ

べったっけ？」 童

心に戻り、また歳を

とった現実にもなり、

宴はますます盛り上

がる。 

締めの挨拶で島

崎は感涙にむせぶ。 

今回の開催は26期

の新たな船出であ

る。 長い間離れて

石川吉紀先生(英語) 

稲田千秋先生(国語) 

林 恵津雄先生(数学) 

村原正隆先生(化学) 

 

島崎裕之 幹事団団長、 
熱き思いの挨拶♪ 

総合司会進行の下田 陽 (右)と 
受付・会計の吉田直人(左) 

1枚に納めるのに苦労した集合写真。 総勢77名！ 
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いたけど、また、僕らは出会った。 そのことが何より愛おし

い。 見かけが変わっていても、そうでなくとも、やはり、僕ら

は同級生なんだな。 

 

 

28期同期会報告 
 

周佐喜和（28期） 

 

 28期同期会は、毎年お世話になっているホテルプラム横

浜で、11月7日(土)の17時30分から開催された。28期は、

東日本大震災のあった2011年も含めて、このところ毎年同

期会を開催しており、同期会に少々飽きてしまった人も多い

と思う。しかし、今年は、在学中にお世話になった金子好光

前校長が3月に栄光を退職されたこともあり、金子先生が栄

光着任後、初めて受け持った28期生としては、やはり今年

度内に同期会を開きたいという思いもあり、今年も同期会を

開催することになった。金子先生に加え、望月現校長も会

の途中から飛び入り参加していただき、お二人の校長先生

を囲む会となった。当日は、同じホテルの中で、ほぼ同じ時

間帯で15期の同期会も開催されていて、会場を間違えない

か幹事として心配していたが(何せ、在学中に歩く大会迷子

事件もやってしまった期なので)、それも杞憂で、26名の参

加者が無事に来てくれた。 

 当日は、金子先生の乾杯のご発声、自由歓談に引き続き、

現在の栄光の新校舎建設状況について、高田暁先生と高

橋英治君から説明があった。その際、同窓会当日は残念な

がらご欠席となった飯野先生のお写真と新校舎設計を行う

日本設計殿から貴重な資料を提供していただいた。ここで

お礼を申し上げたい。自分たちが慣れ親しんだ校舎が今で

は跡形もなくなっていることを知ってしんみりしかけたところ

で、同じ会場の15期同期会での挨拶を終えられた望月校

長先生がお見えになり、栄光生の現況やイエズス会系の他

校との学校法人統合の経緯などについてのお話をうかがっ

た。望月先生にはその後閉会までご参加いただいた上に、

会費まで頂戴してしまった。会費を頂くわけにもいかず、後

日この分を28期同期会からの70周年事業への寄付とさせ

ていただいた。 

 また、毎日新聞(奇しくも今年度の幹事の一人、大木俊治

君の勤務先！)でも紹介された、脳腫瘍と闘いながら作曲活

動を行っている栄光在学生(66期)の加藤旭君のアルバム

について紹介があった。 

 その他に、卒業以降初めて参加された清水高弘君を始め、

松浦正孝君、金田真己君からの近況報告、欠席者からの返

信の内容紹介、高田先生から金子先生への「贈る言葉」、

金子先生の栄光退職後の近況報告などがあり、次回同期

会幹事の選出の後、恒例のEiko High Foreverを歌ってお

開きとなった。 

こうして予定していた2時間はあっという間に過ぎ、その後、

希望者で二次会となったが、二次会から参加する人もいて、

そちらも盛り上がった。 

今回は(も？)、拙い幹事であったが、こうして無事に？同

期会を開催できたのは、皆さま方のご協力のお陰である。 

 話しが前後するが、金子先生からは近況報告の中で、栄

光退職後に公私ともに緊張から解放されたこともあってか、

しばらく体調を崩された時期もあったという話しをお聞きした。

28期生も仕事から引退する時期も近づいてきたはずので、

そのときは気を付けるように、との忠告も承った。同時に、28

期生が60歳の還暦を迎えるまでは、精進して同期会に参加

したいとの強いお言葉も頂戴した。我々28期生の中には大

病を経験した者もいて、健康上の心配が絶えない年齢にな

ったが、先生のご期待に応えるべく、今後も同期会の開催

を企画していきたいと思う。 

 

 

29期同窓会 『飲み食べしゃべり続けた３時間』 
 

前田真孝（29期） 

         中路喜之（29期） 

 

昨年の『アルカラ先生を囲む会』

から１年余りの時間が過ぎ、恒例の

29期同窓会。いろいろな案もあっ

たが、今回は「一足早い忘年会」と

なった。 

「同期で集まるよ」と発信したも

のの、連絡が早すぎたのか、しば

らくは参加希望者が一ケタ(>.<)。

期日が迫って徐々に増え、最終的

に17名が参加＼(^o^)／。 17名

＝29期の約1割が集まってくれたこ新旧校長先生を交えて28期同期会（2015年11月7日） 
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とになる。海外組も２名参加してくれた 

11月28日（土）の午後６時過ぎに横浜駅

西口近くのお店で会は始まった。こうして元

気で、もう卒業してから３０年以上にもなる

友人と酒を飲める幸せを感じつつ…それぞ

れのテーブルでは、栄光時代の話や近況

報告などを肴に仲間との話に花が咲いた。

おもしろかったのは、それぞれが「違う」栄

光時代の思い出を持っているということ。授

業中のことだったり、クラブのことだったり、

下校の際の途中下車（！）だったり･･･。「そ

うだった！」「そういうこともあったっけ･･･」い

ずれにしろ６年間の栄光生活はわれわれ

にしっかり刻まれていることを再確認した。

近況については、それぞれが第一線で活

躍している人達ばかりだから、その話題の多さ・広さはハン

パない！政治から医学から何でもあり！１年以上の時間が

あり、また昨年とは違うメンバーも出席してくれたので、３つ

に分かれたテーブル入れ代わり立ち代わりで、よく飲んでよ

く話した！盛り上がりすぎて、最初の乾杯と最後の写真撮影

はどうにかこなしたものの、気づけば終了時刻。店の御厚意

により、オーダーストップなしの３時間飲み放題（＋「八海山」

１升サービス）だったのだが、３時間も１升の日本酒も、29期

のこのメンバーでは、あっという間に完全燃焼だった(*^^)v。             

メンバーは50歳を過ぎているわけだが、「ドクターストップ

でやむなく禁酒」というメンバーもおらず、まぁ全員がよく飲

んで、よく食べた！全体のエネルギーは、栄光のころそのま

ま！ 

散会の後、幾つかのグループに分かれて二次会へ。もう

随分飲んでいるはずなのに、そして50歳を過ぎているの

に･･･仲間のエネルギッシュなところ、タフなところに感心。 

会合やパーティーが多い時期で、しかも11月の終わりで

「忘年会」と言っても良い時期になってしまった中で、多くの

仲間～海外・地方から参加した仲間も！～が参加してくれ

たことに感謝。いち早く出席表明をしてくれたのにfluでやむ

を得ず欠席した仲間も（残念、是非来年！）。一緒に楽しい

時間を過ごせたことに感謝したい。 

来年も、集まる機会を提供できるように頑張るのでフォロ

ーをお願いします。詳細については、決まり次第EACONな

どで告知するようにします。全員への周知は難しいので、日

ごろ連絡を取っている仲間に情報を流してもらえると助かり

ます。多くの仲間が集まれたら･･･と思っています。 

宴会だけでなく、29期でやりたい企画、こういう開催方

法・場所･･･など意見がありましたら、委員まで声をお寄せく

ださい。 

元気で、また来年お会いしましょう！ 

 

 

 

３２期 ５０の会 
 

野口圭一郎（３２期） 

 

「みんなで50歳になる年は、盛大に集まろう～、俺がちゃ

んと仕切るからさあ～、50の会！絶対やる！」と、学年一の

人気者が声を張り上げるから、すっかりその日がくることを疑

いもしなかった1年前。まさかだが、その人気者不在の「50

の会」の開催となった。 

藤原次彦、享年49歳。2015年2月22日、その強烈に個

性的な生涯を終えた。あまりに若かった。13歳から18歳まで、

誰からも好かれ、誰しもが認める32期の大スター。大学卒業

後、広告業界に入り、44歳にして大手広告制作会社AOI 

Pro.の代表取締役社長に就任、業界の風雲児として、一企

業の社長という域に留まらない活躍に更なる期待が寄せら

れていた矢先だった。 

感染性心内膜炎。私た

ち32期の「50の会」は、人

気者を奪ったこの聞き慣

れない病を理解すること

から始まった。藤原の病

にずっと寄り添っていた籾

山信義・もみやまクリニック

院長の説明に、参加者53

人全員で耳を傾けた。「俺

のこの病気のことはさあ

～、詳しくちゃんとみんな

に伝えてね。」と意識のあ

る藤原が言い残した言葉

通りに3ヶ月にわたる病状

29期同窓会（2015年11月28日） 

故藤原次彦君 
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の進行と彼の体の中で起きたこと、そしてあらためて彼が戦

った病のあまりの無情さを知る。そして、藤原から請われ銀

行からAOI Pro.に転職、現在代表取締役副社長の譲原理

から、藤原を偲ぶ映像が紹介された。藤原を慕うAOI Pro.

の広告制作者たちが編集した力作である。広告業界で話題

になった社長就任時の挨拶の映像、自宅でギターを手にゆ

ずの「栄光の架け橋」を熱唱するプライベート映像などが丁

寧に、心を込めて、編集されている。見終わったあと、あらた

めて襲ってくる喪失感。そして、それは、今後も私たちが集

まるたびに、いつかは乗り越えて行かねばならない喪失感

でもあることは誰しもが理解している。 

「50の会」は盛大だった。現生活指導部長、壱岐太の乾

杯の挨拶も大笑いを誘っていた。同級生が母校にいてくれ

る、それもありがたいことである。あちらこちらで、30年ぶりの

再会を喜ぶ声があがる。喪失もあれば、再会もある。人生50

年、まだまだ前進する勢いもあれば、すでに減速領域もある。

小さな後悔もあれば、新たな希望もある。50歳にして集まる、

それは懐かしさに浸ればいいという訳ではない。一人一人

に、これからどう生きるか？もうひと花、何を咲かせる？と、

問いかけてくる場でもあるようだ。 

どこからともなく、会場の雑踏の中からあの声が聞こえてく

る気がする、「みんな、聞いて、聞いて～」。そして、多分、こ

う続く、「みんな、ありがとう。俺のことはもういいからさあ、次

はみんなでもっともっと面白い会にして行こう！つまんない

ことしてたら、俺が寿命集めて生き返っちゃうよー。」と。あい

つなら、どう考えるか？何を言うか？ 学年一の人気者は、

今、私たちを見守る本当の星（スター）になっている。 

 
 
 
 

62期成人式記念同窓会（2016年1月11日） 
 

岡田 猛（62期） 

 
2016年1月11日、62期の同窓会が開催されました。成人

式に合わせて開催したため、137名(生徒131名、先生6名)

という非常に大規模な会となりました。多くの参加者が成人

式に出席してから来たため、スーツを着ていて、これがとて

も新鮮。やはり制服とスーツでは全然違いますね(当たり前

だ)。62期が100人規模で一堂に会することなんて卒業以来

初めてでしたので、あちこちでみんなが集まって話に花を咲

かせていて、会場は大盛り上がり。プログラムの進行などで

時計を気にしながらの参加でしたが、ついうっかりそんなこと

を忘れてしまいそうになるくらいの大盛況でした。そんな私

は、目に入った同期に片っ端から「おー、○○じゃん！ 元

気！？ うぇーーーーい！！」という非常に雑な絡み方をし

ていくという、この上ないくらい面倒くさい奴になってました。 

来ていただいた先生方には、冒頭の御挨拶とは別に近

況などを話していただいたのですが、大西先生を独身ネタ

でいじるところに62期の一体感を感じたり、他の先生方の話

し方とその内容に、いい意味で「卒業時から変わっていない

な」ということを感じたりしました。また、飯野先生はプロジェ

クターで画像を映しながら、旧校舎の歴史や新校舎の様子、

工事の進行具合などを紹介してくださいました。林先生にい

じられた元木君を煽ったり、小谷先生が早々とお話を終え

たことに対して笑いが起こったり、あるいはその後のビンゴ

大会でガラガラを回していた私に対し、私と同じバレー部か

らビンゴが出るたびに「癒着だ！ 癒着だー！！」とソウルメ

イトがいじって盛り上げてくれたりする一方で、飯野先生の

真面目な(と言ったら他の先生方に失礼ですが)お話にはじ

っと耳を澄ませ「おー」という歓声を上げることはあっても話

32期 50の会（2015年10月24日） 
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の邪魔はしない。そんな同期たちを見て、「エネルギーに満

ち溢れてやんちゃだが、やるときはやる」という62期生らしさ

(栄光生らしさ？)を感じました。 

また、集合写真を撮るときに、コントのようなことが。クラス

ごとに撮るため、最初にA組が並び、その前に並べられた椅

子に先生方が座る……はずだったのですが、酔っ払って顔

が真っ赤になった林先生はその前から同期の一人にお説

教していて集合写真のアナウンスが聞こえず、A組の生徒と

他の先生とカメラマンは既に準備ができているのにそちらに

背を向け、お説教を続ける林先生。たまたま近くにいた私は、

「あの、先生。写真撮影の準備が……もうみんな……」と恐

る恐る声をかけると(酔っ払いへの対応は慣れていないんで

す……)、こちらを見て一瞬考えた様子を見せ……「今はこ

の子にいろいろと話してるんだから後で！」とまさかのガンス

ルー、そしてお説教継続！ 見かねて林先生を連れて行こ

うとした堀先生も同じようにあしらわれていました。林先生の

ハイテンションは会の終了まで続いていました(笑)。在学中、

当然ですが酔っている先生を見たことはなかったので、とて

も新鮮でした。 

そんなこんなでとても盛り上がり、楽しい会でした。会場を

うっかり横浜ロイヤルパークホテルにしたため会費がちょい

と高くなってしまったり、参加人数を読み誤ったために会費

の一部を当日返金することになったりと、お世辞にも上手い

運営だったとは言えなかったでしょうが、来てくれた同期の

みんな、先生方に多大な感謝。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

支部等の活動 

物理部OB会総会報告 
 

大野雅央（61期） 

 

2015年3月28日、アロイジオ会館にて物理部OB会が開

催されました。アロイジオ会館での開催は例年通りとなりま

す。 

今回は連絡が直前となってしまったものの、11期から63

期まで幅広い年代にわたる26人の参加を得られました。今

回は10期台の方々に普段より多くお集まり頂き、大先輩の

お話を伺う貴重な機会となりました。これはOB会ならでは、

と言えるでしょう。 

大学生と働き盛りの社会人、あるいは定年後の方々など

など、普段あまりない組み合わせでの懇談ではあるものの、

いわゆる「理系」の話を中心に共通の話題は尽きないようで

した。 

食事と懇談を楽しみ、次年度の総会議長を決めて今回は

お開きとなりました。 

 

決算については以下のように報告します。 

収入 会費 52,000 

 計 52,000 

   

支出 会場費  0 

 通信 20,696 

 手数料 432 

62期成人式記念同窓会（2016年1月11日） 
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 食事代  27,563 

 雑貨代 1,335 

 交通費  730 

 計 50,756 

    

収支  1,244 

 

議案については、以下のように決定しました。 

OB会会長は21期 古谷哲夫氏が留任。 

OB会副会長は39期 斎藤逸郎氏が留任。 

次年度の総会議長に62期 安河内健志朗氏を選任。 

その他議題はありませんでした。 

 

今回参加できなかったOBの方も、次回は是非ご参加くだ

さい。 

 

[連絡] 

＝同窓会事務局宛の「住所等の変更・更新連絡」ハガキの

「同窓会員から同窓会事務局に、同期会やOB会開催など

のための照会があった場合でも、情報を開示しないことを希

望する項目」のうち「現住所」に×印を付けて同窓会事務局

に返送された方へ＝ 

物理部OB会総会開催のご案内は、同窓会本部の名簿

データベースを利用して宛名を出力して発送していますの

で、この方法によるご案内ができません。 こうした方で、物

理部OB会総会開催の案内状送付を希望される方は、お手

数ですが、物理部OB会の役員(会長、副会長、総会議長)

にその旨ご連絡ください。 

 
 
インディアンクラブ総会 

 

伴 孝（22期） 

 
去る平成27 年10 月17 日（ 土） 18:00 より横浜駅西口

「HOTEL PLUMM／COSMO Y．」（旧称 コスモホテ

ル横浜）で体操部OB会「インディアンクラブ（注）」総会並び

に懇親会が、隔年開催の会則に則り２年ぶりに開催されまし

た。 

総会では、小生の司会進行のもと(12年７回連続)、初め

に平岡愼雄会長（17期、同じく１２年７回連続）の挨拶があり、

その冒頭で本会終身名誉会長で初代体操部部長である熊

野忠敬先生の御欠席が報告され、皆一同落胆の表情が隠

せませんでした。報告によると電話口に出られた先生の声

には充分張りがあり、「最近はちょっと夜の外出は控えてい

るんだよぉ・・・」との事でしたが、前後して届いた返信ハガキ

も同内容ながらも娘さんの代筆でしたし、御健康が心配され

ます。(ちなみに熊野先生は今年で御年88才になります) 

続いて前回総会後の２年間で2回開催された役員会報告、

そして会計報告が杉山正行会計担当幹事(31期)よりなされ、

承認を受けました。また協議事項では、現行役員全員の留

任が可決承認されましたが、実働困難な幹事も数名出てき

て、実戦力になる若い幹事の補充が課題に残りました。      

総会に引き続き行われた懇親会では、現体操部長である

古賀慎二名誉会長に、近況報告を中心に御挨拶して頂き

ました。その中では「創立70周年事業」「新校舎建替え」「寄

付金募集」そして「学校法人の合併」等の話題のほか、「現

体操部は体操班とダブルダッチ班に分かれていて、ダブル

ダッチ班は世界大会に出場出来るくらい大活躍している」と

場を盛り上げて頂きましたが・・・裏を返すと、元祖体操部は

影が薄くなっているのでは・・・とふと寂しい気持ちにもなっ

たのは小生だけでしょうか？ 

そのあとの乾杯では、恒例ながら本会初代会長である前

川卓先輩(1期)に音頭を執って頂きました。その後、歓談の

時間を若干取ってから、１期から順に「近況報告」を兼ねて

御挨拶をして頂いた処、やはり先輩方予想以上にお話し好

きで・・・12期迄の僅か６名で時間が押してしまい以降は次

回持ち越しと言う事になりました。(確か前回も同じ様な事

態？でもこれで良いのかも・・・) また、「若者代表」として58

期の大江、西尾両君にも挨拶して貰いましたが、中々しっか

りかつ簡潔な発言で感心させられました。 

締めとして、「Eiko High Forever」を大合唱し、更にホ

テルの人に記念写真を撮って頂き、お開きとなりました。 

これも毎回御紹介しておりますが、この「ホテルプラム・コ

スモＹ」は、平山浩義氏（19期）が代表取締役総支配人をし

ており、前回は会の途中で御挨拶して頂きましたが、今回は

お忙しかったようで御欠席でした。 

今回の案内状況は、送付数253名、返信数87名（出席32

名、欠席55名）でした。また、新入会員は62期３名、63期2

名ですが、残念ながら５名全員欠席でした。 

インディアンクラブ総会は西暦奇数年の10月第３土曜に

インディアンクラブ総会（2015年10月17日） 
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固定して開催することが会則の中に織り込まれており、次回

開催は2017年10月21日（土）ですので、体操部ＯＢは今か

らご予定して是非参加して下さい。毎回参加者が漸減して

おり、役員全員が責任を痛感しております。 

 
注：「インディアンクラブ」とは新体操でも使われている「競

技用棍棒」のことで、栄光体操部OB会の正式名称として登

録しております。    

 
 
野球部OB会発足！ 

 

加藤 淳（39期） 

 

創部より約70年の時を越えて、2015年秋、栄光学園野

球部のOB会が発足した。推定で野球部OBは約800人。栄

光学園の中でも部員数の多い野球部だが、同窓会に支部

として登録されている部活動のOB会としては9番目。「今ま

でOB会がなかったことが驚き」(望月伸一郎校長)だが、11

月3日に横浜市西区のホテルプラムで開かれた設立総会、

設立祝賀パーティーには200人近くの野球部OBが集まり、

母校野球部の物心両面からの支援に力を結集していくこと

を誓った。 

 

パーティー全景 

 

初代会長に花井勝三氏 

設立総会では、約1年前からOB会設立に向けて水面下

での準備を中心的に進めてきた12期の花井勝三氏を会長

とする総勢10人の役員体制と、OB会会則などの各種規定、

今後の事業計画などが承認された。 

花井会長は、設立総会に続いて行われた祝賀パーティ

ーで、OB会設立に至った経緯について、「毎年正月に、若

いOBが現役部員達と懇親試合を行っていることを知った。

若いOB達は自腹で参加者全員の昼食など必要経費を負

担しているだけでなく、現役部員の進路相談にも乗ったりし

ていた。OB会の原点のようなものがあると感銘を受けた。県

大会の試合会場で、父兄達がそろいのTシャツとメガホンで

応援している姿を見る機会もあり、是非、OB会を設立しなけ

ればならないと思った」と述べた。 

 

パーティーには、野球部を発足させた1期の創設メンバ

ーから卒業したばかりの63期まで、大半の期から出席者が

あったほか、望月伸一郎校長、かねて野球部の顧問や部長、

監督を務めた先生方のうち、稲田千秋先生、飯野習一先生

（19期）、壱岐太先生（32期）、現高校監督の吉田明生先生、

同窓会から菱沼徹臣会長（17期）、島崎裕之活動サポート

部長(26期)も出席した。 
 

歴史的初戦は清泉小学校野球部 

パーティーでは、野球部約70年の歴史を支えるOBから、

苦労話や思い出話が紹介された。 

創部メンバーである徳永良輔氏（1期）からは、野球部発

足秘話が披露された。 

栄光学園中学校入学後、徳永氏ら1期生は、フォス校長

やシュトルテ神父に野球部を作らせて欲しいと直訴したが、

なかなか了解が得られず、「校長や天狗さんにどうやって説

得した良いか、思案の日々だった」という。 

当時は、帝国海軍の建物を手直ししただけの校舎・校庭

で、グラウンドには石ころだらけ。「なんとなく認められたよう

な形」というなし崩し的な船出で、「練習を始める前に20～

30分は石拾いをしていた」という。 

記念すべき初戦は中学2年時で、相手はなんと清泉小学

校野球部。「なめられたもの」(徳永氏)で、試合は清泉小側

から申し込まれたものだったが、勝利で面目は保った。当時

の清泉小投手はその後、栄光学園に入学し、ともに野球部

創設期の歴史を支えたという。 

正式に野球部として承認されたのは、1期生が中学3年生

になってから。当時はまだ道具の入手が困難で、校長が横

須賀の米軍基地から使い古しのグローブやバットを調達し

てくれた。しかし、校長はドイツ人で野球がわからないことも

あり、「もらって来てよかっただろう」と誇らしげに語るものの、

「雲をつくような米国軍人のグローブは栄養失調寸前のよう

な子供には使いきれず、バットも重くて振れず、ボールも硬

球だった」と苦笑した。 

高校3年時に初めて出場した県大会には敗れたが、その

後は公式戦でも勝利を重ねるチームに成長。徳永氏は「い

まや神奈川県下のみならず、全国的に名だたる『栄光学園

野球部』に発展した。先生方の大きな功績であり、子供たち

も勉強しながらよく頑張った。これからも文武両道で益々発

展していただきたい」と、今後の活躍に期待を込めて乾杯の

音頭をとった。 
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夢と消えた皮算用 

現在、読売巨人軍の代表取締役会長を務める桃井恒和

氏（13期）は、全国大会出場を見据えた“苦悩話”を紹介し

た。 

1963年夏の神奈川県予選。ベスト8までコマを進めたチ

ームは、保土ヶ谷球場での準々決勝試合直前、急遽、桃井

氏ら選手による緊急ミーティングが開かれた。議題は、当時、

藤井寺球場(大阪)で開催されていた全国大会出場時の旅

費と宿泊費の調達方法だった。全国大会で勝ち進めば滞

在費用もかさむ。OBを回るにしても、まだ当時は野球部OB

は100人足らず。１期生の徳永氏でさえ、30歳そこそこで、

まだそんなにお金はないだろう等々。 

炎天下の下、車座の議論は1時間にも及んだが、ユニフ

ォームに着替えて臨んだ準々決勝は、0対6で1安打完封負

け。全国大会出場は夢と終わった。 

桃井氏は「当時は身の程知らずを思い知らされたが、今

や、栄光野球部は有数の強豪校になり、『栄光野球部の出

身』と言って良い思いをさせてもらっている。プロ野球のドラ

フトにかかる選手は出なくとも、軟式野球の雄として、是非と

も健闘してもらいたい」とエールを送った。 
 

校長との直談判で守られた伝統 

栄光学園野球部の歴史は、生徒や教員ばかりでなく、父

兄からも支えられてきた。 

同窓会会長の菱沼氏は、49期のご子息が野球部時代の

エピソードを披露した。PTA会長を務めていた当時、野球

部の「朝練」が槍玉にあがっていたという。朝練は、他校と比

べて部活動の時間が大きく制限されている栄光学園野球部

にとって、貴重な練習時間だ。 

菱沼氏はPTA会長として、当時の関根悦雄校長と校長

室で何度も膝詰めの直談判を重ね、「野球部の朝練がいか

に自主性を重んじているか。野球部の伝統であり、どれほど

人間形成に役立っているか」ということを切々と語り続けたと

いう。「朝練けしからん」論は次第に聞かれなくなり、伝統は

守られた。 

菱沼氏は「野球部は栄光で一番濃い、継承すべきスピリ

ットを持っている。このDNAを継承し、野球部OB会が大い

に発展してもらいたい」と述べた。 
 

「栄光野球」の4本柱 

野球部の顧問･部長、監督を受け持った先生方を代表し、

38期から63期まで四半世紀にわたり、栄光学園野球部史

上、最も長く監督を務めた壱岐太先生より、現在の「栄光野

球」の特長について説明があった。 

壱岐先生は、「栄光野球部の歴史の中で、今の野球部を

形作っている土台となっているものが４つある」と述べ、 

硬式野球とは異なる軟式野球の戦術を突き詰めて研究し

ている。足や小技を絡めて相手にプレッシャーをかけながら

少ないチャンスをモノにし、投手を中心とした守備で守り抜く

野球を追求する。 

高校3年まで野球をやって、夏の大会で勝負する。 

相手のチームを徹底的に研究して試合をする前から勝つ。 

監督が選手を全て管理するのではなく、選手が今何をす

るべきかということを考えて練習をする 

を、栄光野球の4本柱に掲げた。 

関東大会で全国的にも強豪校の作新学院に完敗したこ

とを通じ、相手チームの研究を本格的に行うようになったこ

とや、データ収集・分析が定着し、今やチームに偵察班を

設けて頭脳野球を展開していること、こうした取り組みも全て、

生徒たちの発案に基づくものであることなどを紹介。「選手

たちが自主的に考え、工夫をして形作ってきた所は、栄光

野球部で昔も今も続いている点だ」と、今や全国レベルの強

豪校に成長した野球部が、自主性を重んずる約70年の歴

史と伝統の上に成り立っていることを強調した。 
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「考える野球」に適任の素人監督 

最後に、63期が高３の春から高校監督に就任した吉田明

生先生が抱負を語った。 

吉田先生は、「自分は野球をやったことはない。素人だ。

野球部顧問になって壱岐先生の采配ぶりを隣で見ていた

耳年増」と自己紹介。「野球の蓄積がない分、生徒に考えさ

せ、監督の指示やサインがなくても創造的なプレーをフィー

ルドで披露する、力以上のものを出してくれる、そんな試合

ができるのではないか。選手任せでラクをするというつもりは

ないが、生徒たちが本来持っている考える力、楽しむ力を

引き出していきたい」と述べた。 

 

 ◇  ◇ 

 今回集まった野球部OBは、学んだ校舎も田浦時代、

大船時代をまたぎ、校歌も異なる。パーティーの締めくくりに

は旧校歌「千里の波濤」、現校歌「緑なす相模野」、そして、

栄光生のテーマ曲ともいえる「Eiko High Forever」の3曲

を合唱し、幕を閉じた。 

 OB会は今後、原則として年に1回、役員と各期の代表

である期委員(各期１～2人)が集まってOB会総会を開催。

野球部支援策などについて協議し、現役選手との交流会な

どを随時行っていく予定だ。 

 

 

栄光同窓カトリックの会主催第13回講演会報告 
 

大島弘尚（14期） 

 

同窓カトリックの会主催講演会報告 

南篠俊二氏『シノドス(世界司教代表者会議)より－世界と日

本の教会のこれから－』 

 2015年度の同窓会総会で正式に支部登録された「栄光

同窓カトリックの会」による第13回の講演会が2015年11月3

日、カトリック雪ノ下教会信徒会館で行われた。 

 この会は、8年前より信徒卒業生の研鑽と親睦・母校への

協力を目的として活動を始め、毎年、講演会・黙想会などを

開催しています。現在の登録会員は74名です。 

 今回の講師、13期南條氏は公益

財団法人世界平和研究所研究顧

問・元読売新聞論説副委員長、海

外勤務も経験なされ、カトリックの

本山ローマ教皇庁の動向に詳しく、

その変化を分かりやすく説明して

いただき、参加会員とその家族29

名にとって大変有意義なお話でし

た。 

 

「講演の要旨」 

 2013年3月に就任した現教皇フランシスコは初の南米出

身、初のイエズス会士として欧米での信徒・聖職者の激減、

不明瞭なバチカン銀行運営、中南米・アジア・アフリカで増

大する信徒とイスラーム・他宗教との対話などの山積した難

問に意欲的に取り組んでいるとのこと。2013年10月には

「家庭」をテーマにした全世界司教代表者会議（シノドス)を

2014、5年の二度にわたって開くことを発表。2014年10月

の臨時シノドスで「福音宣教の視点から見た家庭の司牧的

諸課題」を議論。その間、教皇は、使徒的勧告『福音の喜

び』、『環境回勅』を発表し、教皇、信徒・家庭・生命を扱う新

しい機関の創設、カトリック教育を促進するための基金創設

を決めた。「妊娠中絶者にゆるしを与える教皇書簡」「婚姻

無効裁判の効率化を促す教皇書簡」など、家庭に関する提

言も行った。 

このような実績の積み重ねの中で、教皇は2015年10月、

「家庭」をめぐる諸問題に教会がどう対応すべきかを議論、

決定する通常シノドスを開いたが、それに先立ち、前年の臨

時シノドスの討議結果とそれにもとづく質問書を全世界の司

教団に送り、４月までに回答することを求め、欧米、アジア、

アフリカなど多くの国の司教団が回答を寄せ、それをもとに

6月までに討議要綱がまとめられ、公表された。ところが、日

本の司教団が討議結果と質問書を日本語に訳してホーム

ページで公表したのは、通常シノドス開催直前になってから

で、当然ながら全国の小教区や修道会などから通常シノド

スへの意見、希望を聞いてまとめる作業も行なわず、日本の

司教団の消極的な対応が際立つことになった。 

 さて通常シノドスには、枢機卿、司教、修道会総長など議

決権を持つ270名以外に、専門家・他宗派・他宗教代表14 

名、既婚者17名がシノドスの歴史で始めて議論に加わった。

議論の進め方も、全体会議とともに、5言語ごとの約20人ご

との小グループ討議をへて、起草委員会で最終文書原案

をまとめて、再度全体会議に諮り、教皇に提出するという、

徹底したものだった。 

提出された最終文書では、「秘跡による結婚の不解消に

ついては確認するが、キリストにおいて誠実と慈しみを尽く

し、傷ついた家庭を喜んで受け入れる」とし、同棲の男女、

同性愛についても触れ、「人の移動」「難民」「迫害されてい

る家庭」「人身売買の犠牲」にも言及した。さらに、「配偶者

をなくした男女への配慮」「家庭を教育や文化的生活から遠

さける経済的困窮への無関心」「金やポルノにまみれ、まわ

りに関心を払わない風潮の世界的な広がり」へ警告している。

結婚準備の強化、特に結婚に消極的傾向を強める若者へ

の対応、夫婦間での性的行動と出産との結び付き、親とし

ての責任意識を高める教育の重視を提言している。  

 通常シノドス閉会式でフランシスコ教皇は「家庭を脅か
南篠俊二氏 
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す困難に十分な説得カある解決が見

つけられたとは言えないが、家庭と男

女間の結婚への重要性への理解を促

し、それを社会と人類の営みの基礎と

して再評価する事ができた」と述べ、現

代社会で苦しむ人々を軽視し、教理

に回執した保守派を暗に批判した。さ

らに「シノドス」とはギリシャ語で「共に

歩む」の意味もあり、このシノドスの歩

みは、第三千年紀に神が望まれる教

会の歩みであり、互いに耳を傾け、学

び合う大切さを強調、カトリック教会の

健全な意味での脱中央集権化の必要

も示された。教皇はこれをもとに、会議

で結論が出なかったテーマも含めて、

近く、回勅を発表すると期待されてい

る。 

 

 私自身このような内容を聞くのは初めてであった。これらの

提言に関し、日本の「カトリック新聞」の報道も不十分とのこ

と。南條氏はこれらの教皇の働きかけに対する日本司教団

の無関心とも言える対応を指摘、その源は日本の信徒の高

齢化、無関心による日本カトリック教会の劣化といわれ、信

徒、同窓生への奮起を促された。                     

 

次回公開講演会のお知らせ 

講 師： 森 一弘 司教 (5期) 

演 題： 「いつくしみの特別聖年にあたって、神の慈しみを

問う」 

日 時： 4月29日(金) 14：00～17：00 

(講演 14：00～16：00、懇親会 16：00～17：00) 

場 所： カトリック雪ノ下教会 信徒会館 

会 費： 1,000円 

 

同窓生とそのご家族の皆様のご参加をお待ちいたします。 

 

 

栄光学園横須賀OB会総会 
 

上原 真（31期） 

 

平成２７年１１月１４日土曜日午後５時より栄光学園横須

賀ＯＢ会総会が米が浜の「和きち」にて開催されました。窪

田信之氏（１２期）の司会進行で、会の開催前に今年亡くな

られた会員を悼んで参加者全員で黙祷をしました。その後、

４月に会長になった上原真（３１期）の挨拶に続き、櫻井達

氏（２期）の乾杯で宴会が始まりました。 

小一時間ほど飲食をしたあと、前会長である角尾二三男

氏（１５期）の挨拶に続き、参加者（文末に参加者を掲載）全

員から近況の話がありました。中でも同窓会副会長である山

田宏幸氏（３０期）からは新校舎建設および寄付の状況説明、

協力依頼がありました。予定の二時間を思いの外はやく過

ぎ、新旧の校歌斉唱、集合写真撮影をし、総勢１８名の会が

お開きになりました。 

参加者氏名（敬称略）：２期櫻井達、名倉忠昭、山口悟、

３期上原英雄、丸山晁臣、５期小川圭一、早川昇、８期田辺

宏、９期永野進、１０期岸洋一、１１期佐久間博一、１２期窪

田信之、１３期谷繁信、１５期角尾二三男、２６期呉東正彦、

２９期後藤誠、３０期山田宏幸、３１期上原真 

 
 
2015年度バドミントン部OB会開催の報告 

 

紙谷優明（59期） 

                                                          

 2015年11月23日（土）に，毎年恒例の栄光学園バドミ

ントン部OB会が元町中華街「萬珍楼」にて開催されました。

今回は5期ら63期の方々、総勢34名が集まりほぼ例年通り

の規模となり、大変賑やかな会となりました。また、顧問を務

めておられます、飯野習一先生にもご出席頂きました。 

 ご出席なされた一人一人より自己紹介や近況をお話し

頂きながら会は進んで参りました。大学でバドミントンを続け

ている者や、お仕事の傍でバドミントンを地域の子供達に教

えていらっしゃる方、バドミントンをやりたいと思いつつも足

が遠のいている方など、それぞれ異なる環境にいらっしゃる

メンバーと現役時代を回顧しつつ楽しい歓談のひと時を味

わいました。また、皆様の多彩なご経験をお聞きし、このよう

栄光学園横須賀OB会総会（2016年11月14日） 
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に多様な人々が集まるのは栄光学園バドミントンOB会なら

ではであるとも実感しました。 

 栄光学園同窓会の委員を務めていらっしゃる島崎さん

からは、バドミントン部に所属し、小児癌という難病を患いな

がらも作曲活動をしている加藤旭くんのご紹介もありました。

加藤くんの作曲した楽曲を集めたCDアルバム「光のこうし

ん」を島崎さんを通じて購入される方々も多くいらっしゃいま

した。 

 最後は、飯野先生より、現役学生の様子をお話し頂きま

した。懸命に文武両道に励んでいるその姿が浮かび、自分

達の満足のいく部活動・学生生活を送ってほしいという思い

がより一層強まりました。 

 会の翌日は中学生・高校生ともに試合ということで、現

役学生の健闘を祈りつつ、会を締めました。 

 

 最後になりますが、これまで栄光学園OB会を支えて下

さいました、4期の島田厚夫 元OB会長が去る11月25日に

ご逝去されました。この場をお借りしまして、御冥福をお祈り

致します。 

 今後も栄光バドミントン部の益々の発展を願うとともに、

これをご報告とさせていただきます。 

 

 

またもBB!、3回連続の江田氏 
バドミントン部ＯＢコンペ報告＆次回案内 

 

島崎裕之（26期） 

 

２０１５年１１月２９日（日）、１３回目となったバドミントン部

ＯＢコンペが、前回と同じ

『季美の森ゴルフ倶楽部』に

て開催された。 

参加者（期順、敬称略）は、

江田滋人 (17) 、服部秀昭

（会長・18）、野口達司(２４)、

下田精治 (25) 、砂川佳昭

(25)、島崎裕之(26)、中嶋

康介(29)の７名（２組）。ハワ

イ在勤の中嶋氏は昨年秋の

コンペと同様出張による帰

国のタイミングとなり、参加

することができた。７：３０とい

う早いスタートであったが気

温も徐々に上がり、非常に

快適なコンペとなった。ただ

ハワイ帰りの中嶋氏にとって

は厳しいスタートとなり、調子

が上がってきた頃には『もう終わりか』となってしまったが。 

肝心の成績だが、見せられた表最初に私が見て、思わず

「うっ！」と絶句してしまった。前回「またかよ～」とぼやいて

おられた江田先輩が３連続BB。ここまで来たらもう笑うしか

ない。ただ賞に縁のない私こと万年幹事の島崎にとっては、

唯一狙えるＢＢを３回もお預けにされたのだ。だが今回は島

崎がＢＭなので言い訳は天にツバするようなものか。 

BBの話のみ先行してしまったが、優勝砂川氏、準優勝下

田氏と２５期組が独占した。なお江田氏はグロスでは２ケタ

のスコアだったと念を押しておく。今回は気の効いた若手

（とはいっても５０歳）の二人が都合により欠席となってしまっ

たため、写真を撮り忘れてしまった。何卒ご容赦いただきた

い。 

パーティー開始前に、前週のＯＢ会後に帰天された、４期

島田厚夫元会長の冥福を祈り、黙とうを捧げた。なおこの機

会に、脳腫瘍と闘う少年音楽家、６６期現役バドミントン部員

である加藤旭君のＣＤ『光のこうしん』を、前週のＯＢ会に出

席できなかった参加者の皆様にご購入いただいた。 

次回は、２０１６年５月２９日（日）、久々に房総を離れ、富

士裾野の『ファイブハンドレッドクラブ』で開催する。９：０６～

４組確保した。ここは電車で行って、帰りはグリーン車で一

杯やりながら等と考えているので、ゴルフはさほど好きでなく

ても、酒が好きなＯＢ各位にも是非ご参加いただきたい。  

 

 

 

 

 

 

2015年度バドミントン部OB会（2015年11月23日） 
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演劇部43期同窓会 
 

河野 修人（43期） 

 

 「え？栄光に演劇部ってあったっけ？」 

これは、私の勤め先の栄光OB会で、某先輩から発せら

れた一言である。そして、これに同調する他の先輩、後輩。 

たしかに、この集まりのメンバーは私の前後ともに10期以

上空いている。おそらく、この空白の期間に栄光演劇部は

創部され、最盛期を迎え、そして残念ながら部員不足により

廃部となってしまったということなのだろう。 

私は必死になって「部長の山本洋三先生の厳しい指導を

受けながら、創立記念祭では講堂を埋め尽くさんばかりの

観客を前に芝居をしていた」「最盛期には20名以上もの部

員を誇っていた」「演劇の研究を目的に、S泉女学院やK倉

女学院の芝居にも足を運んでいた」など、栄光演劇部が確

かに存在した証を説明（一部誇張を含む。）するも、「演劇っ

て男だけでできるのか？」「単に女子校の文化祭に行きたか

っただけでしょう？」「君の通っていた栄光は違う栄光なんじ

ゃないの（笑）？」とまで怪しまれる始末。 

かくして私は、「このままでは、推定50名、いや100名を数

える栄光演劇部関係者に対しても、私と同じ疑念の目が向

けられてしまう、実害はほぼ想定されないが、元キャプテンと

して何とか演劇部が存在した証を残さねば」という緩やかな

義務感を抱えつつの日々を過ごすこととなった。 

そんな折、昨年秋のある日、私の緩やかな義務感（正確

には、義務感を緩やかに感じていただけで、何もしてこなか

ったこと）を見透かすかのように、演劇部の某同期から「洋三

先生を囲んで同期会をそろそろやろうぜ」という旨の提案

（催促）があり、私は焦った。マズい、私がボヤボヤしている

間にも、推定100名、いや200名を数える栄光演劇部関係

者に対し、私と同じ疑念の目が向けられ続けているかもしれ

ない、このままでは栄光演劇部関係者に顔向けできない、と。 

幸い、洋三先生

のご様子は、ご本

人の手によりウエ

ブ上でフルオープ

ンになっており、体

調の方もすっかり

ご快復されたようだ。

ちゃんとした演劇

部同期の名簿もメ

ンテナンスしてこな

かったが、この時代、

SNSをたどれば何と

かなるだろう、不惑を迎える前に、声を掛けられるだけ掛け

てみよう。ということで、皆の多大な協力を得て、栄光演劇部

43期生9名が山本洋三先生を囲む会の実現に至った次第

である。先生曰く、栄光演劇部としては、初めての同窓会開

催とのことだ。 

平成28年1月8日、実に20年ぶりの再会となるメンバーも

いる中ではあったが、演劇部の思い出の濃厚さゆえだろう

か、あるいは、意外と皆、見た目が変わっていなかったから

だろうか、久し振りという感じが全然しないなあ、というのが

互いに抱いた印象だったと思う。 

当時、我々の上演した「雪をわたって（北村想）」「エリゼ

のために（同）」「戦場のピクニック（アラバール）」「颱風よこ

んにちは（田中雅司・演劇部43期）」のそれぞれについて、

次々に語られる思い出話の鮮明さもまた、流れた年月の長

さを感じさせなかった。皆で当時の写真を眺めていると、20

年経った今も、ディテールも含めて（むしろ、ディテールほど）

当時の空気感がよみがえってくるのだが、これは、月並みで

はあるが、卒業したのがついこの間のようでありながら、事実

としては卒業してからの人生の方が長いという、とても不思

議な感覚を伴うものだった。 

部長の洋三先生もお変わりなく、

もともとカメラ、水彩画、エッセイ執

筆、芸術鑑賞ほか多くの趣味をお

持ちであったところ、近頃は書道に

も精力的に取り組まれているとのこ

とで、「時間がいくらあっても足りな

い」と、ちょっと嬉しそうにではあっ

たがお嘆きであった。 

また、先生はこれまでの演劇部

上演記録を整理されているらしく、

我々の上演した演目を丁寧に手帳

に書き込まれていた（おそらく先生

も、栄光演劇部の実在を疑われた

ことがあるに違いない）。我々の入

部長 山本洋三先生 

演劇部43期同窓会（2016年1月8日） 
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部前、筒井康隆のとある短編戯曲を上演する

に際しては、エスカレートする狂気性の演出が

あまりにリアルすぎたらしく、一部方面で物議

を醸したこともあったのだそうだ。 

それにしても、20年ぶりの集まりともなると、

平日夜の何時間かでは全く話し足りないもの

である。終電の時間を恨みつつ、結びに、長

年にわたり栄光の教壇に立ち続けられた洋三

先生にささやかな花束をお贈りし（こういう時に

男子校だと絵にならないのが残念である。）、

次回、本年7月15日の再会を約して、つつが

なくお開きとなった。 

 

 

茅ヶ崎栄光同窓会新年会報告 
 

島崎 裕之（２６期） 

 

１月16日（土）、茅ヶ崎駅南の『臥薪・鉃』にて、茅ヶ崎栄

光同窓会恒例の新年会が開催された。この店が入居・営業

する『ル・ベルソー』は山口洋一郎会長（13期）が設計され

た建物である。今回は壱岐太生徒指導部長にも参加いた

だき、また先日北京から帰国された松岡豊人氏(22期)も加

わり、出席者は延べ１０名（二次会のみ参加者含む）となっ

た。 

 山口会長の挨拶､酒井伸雄氏(2期)の乾杯に続き、今回

初参加の多田裕氏(24期)の自己紹介があった。『仲間を増

やそう』という今年度の方針どおり、８年ほど前に茅ヶ崎に戻

ってこられた多田氏に、現役時代から非常に世話になって

いた島崎が声をかけた次第である。 

続いて壱岐先生からの近況報告。校舎の改築の進捗状

況、また更なる寄付のお願い。そして一昨年まで監督を務

められた野球部の近況等の話が続く。ご自身32期生であり、

現役時代は茅ヶ崎にお住まいであったとのこと。今回はゲス

トとしてお招きしたが、今後は当支部のメンバーとして活動

に参加いただけるとのことである。 

 また山口会長と多田裕氏は硬式テニス部の同窓でもあ

り、現役当時の部の成績や活動状況、近年のOBメンバー

が参加するシニアの試合等の話題も出る等、活発な情報交

換が図られた。新年会は『親睦を深める』のが第一目的では

あるが、縦横斜めの繋がりを深め、部のOB会支部組織の設

立等に結び付けられれば、同窓会活動サポート部長である

小生にとっても嬉しい限りである。 

 17:00~19:00と早い時間の開催であったため、２名を除

き７名が二次会（焼鳥「ほとり」）に流れ、そこから中村司氏(７

期)も加わり、会は和やかに続いたのであった。 

 

当支部では、引き続き『仲間を増やそう』を継続している。 

詳細は事務局（２７期：金子和） 

E-mail:eiko.chigasaki@edu.que.jp 

または、ＥＡＣＯＮ『茅ヶ崎栄光会グループ』まで。 

 

 

首都高大船会 
 

梶田 洋平（56期） 

  

2016年3月3日、横浜駅西口のホテルプラムにて第4回

首都高大船会を開催しました。 

首都高速道路(株)は、一都三県にまたがる総延長322.5

ｋｍの首都高の建設・維持管理を行っている、2005年の道

路公団民営化により発足した会社です。 

長らくOB会は開催してこなかったようですが、私が入社し

た4年前に、第1回首都高栄光会を5名で開催しました。そ

の後、実は栄光OBであることが判明した方や、ご子息が現

役栄光生の方、さらにはお隣の清泉女学院OBの方も加わ

り、現在は総勢12名の「首都高大船会」として、年1回ペー

スで集まっています。一般的に職場において、出身大学名

は容易に知ることができますが、出身中学・高校はなかなか

知ることはないかと思います。ということもあり、日常のなにげ

ない会話の中で「・・・え！？○○さんも栄光OBなんです

か！？」という嬉しい驚きが何度もあり、開催する度に新メン

バーが加わっている状況です。 

 

(私は初めて知りましたが) 栄光OBの方が経営されてい

るホテルプラムは、栄光のOB会では定番中の定番の会場

だそうです。今回は中華料理のお店を使わせていただきま

した。 

まず19期の根本氏に乾杯のご発声をいただきました。そ

の後、THE・中華な円卓をクルクルと廻して料理を食べつ

茅ヶ崎栄光同窓会新年会（2016年1月16日） 
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つ、一番年下の私から順にトークタイムとなりましたが、当会

は年1回ペースの開催なので、初参加の方以外は自己紹

介はほどほどに、近況報告(栄光同窓会情報や結婚報告な

ど)がメインとなりました。 

その後の自由歓談においては、栄光時代の想い出を語り

あいました。当会の栄光OBは19期、20期(2名)、22期、25

期、26期、30期、43期、56期と20期周辺が多い構成となっ

ており、私が知らない時代の栄光のお話しをたくさん聞くこと

ができます。そして、私が毎回驚くのが、先輩方の想い出話

の新鮮さです。何十年も前のことなのに、さも昨日のことか

のように鮮明に記憶されているのです(卒業してまだ8年の

私は全然・・・笑)。また、ご子息が現役栄光生の方からホット

な栄光情報を聞くことができるのも、この会の大きな楽しみ

のひとつです。 

これまで同様に会は非常に盛り上がり、紹興酒の空き瓶

も自然と増えていきました。あっという間に予定の2時間が過

ぎ、20期高村氏から締めのご挨拶をいただき、最後に集合

写真を撮って解散となりました。 

同じ学校で中高時代を過ごし、大学でバラバラになりなが

らも、同じ会社に再度集まるという貴重な縁やそこから生ま

れる絆を今後も大切にしていきたいので、来年以降も継続

的に開催したいと思っています。 

 
 
母校創立７０周年記念「オール栄光ゴルフコンペ」 
９月４日（日）開催決定 
 

島崎裕之（26期） 

渋谷直人（27期） 

 

母校創立７０周年を記念いたしまして、幅広い期の方々

が楽しく参加できるスポーツイベントとして「オール栄光ゴル

フコンペ」を開催いたします。 

これまで栄光ＯＢゴルフコンペは、諸先輩有志の皆さまの

ご尽力により長年に亘り毎年開催されて参りました。 

しかし、平日の名門ゴルフクラブでの開催であったため現

役世代の参加が少なく、最若手が５０歳代半ばという現状で、

参加人数もここ数年逓減傾向にありました。 

そこで、これまでの伝統を守りつつも母校創立７０周年の

この機会に飛躍すべく、「より若い期も交え、なるべく幅広い

年代の多くの方が気軽に参加できるコンペを」の旗印のもと、

同窓生有志により今回の計画を進め、同窓会協賛での開

催の運びとなりました。 

是非とも多くの同窓生・関係者の皆さんの参加をお待ち

しております。なお正式な競技形式は、後日改めてご案内

させていただきます。 

同窓会関連のサイト等でも案内をさせていただきます。 

「栄光学園同窓会」：http://www.eikoalumni.org/  

「ＥＡＣＯＮ」：https://eacon.alumnet.jp/ 

【開催概要】 

○開催日時：2016年９月４日（日曜） 

○開催会場：よみうりゴルフ倶楽部 

〒206-081  稲城市矢野口3376-1  TEL.044-966-

1141  

 http://www.yomiurigolf.com/login/index 

小田急線   新百合ヶ丘駅より 

タクシー15分 

京王相模原線 京王よみうりランド駅より 

タクシー5分 

○参加募集人数：36組、144名 

○費用：プレイフィー（キャディ付、乗用カート） 約 ２万１千

円（税込） 

その他昼食費、パーティ代等を予定しております 

○競技形式： 

1）個人戦 新ペリアによるスコア順位戦 

2）団体戦 グロスによる各期対抗戦 

(団体戦は、各期4名以上参加が条件、4名のグロス合計、

5名以上参加の場合は上位4名のみ集計) 

他に部対抗等も検討予定 

○懇親パーティ：ゴルフ場にて開催（表彰式、学園の近況

報告等予定しております） 

 

 【募集および問合わせ先】 

○参加エントリー方法： 【先着順】 

以下のいずれかの方法でエントリーください 

1）事務局へメールでエントリー 

下記宛にメールでご連絡ください 

追って必要事項エントリー要領をご連絡します 

alleikogolf@gmail.com 

2）専用ＵＲＬよりエントリー 

下記専用ＵＲＬにアクセスいただき、専用フォームに必要

事項を入力ください 

首都高大船会（2016年3月3日） 
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https://goo.gl/VzUZg8 

3）スマホ等からＱＲコードでエントリー 

スマホ等で添付のＱＲコードを読み込み、専用フォームに

必要事項を入力ください。 

 

○問合せ先： 

栄光学園同窓会「オール栄光ゴルフコンペ」事務局：

alleikogolf@gmail.com 

実行委員： 

７期高須賀洋三、11期大河原毅、 

12期花井勝三、13期桃井恒和、17期菱沼徹臣  

事務局メンバー： 

20期高桑毅、20期小島宏 、24期福本学、 

24期下澤一郎、26期島崎裕之、27期岩倉宏司、 

27期渋谷直人、30期山田宏幸 

 

 

歴史文学散歩 

栄光学園同窓会歴史文学散歩 
２０１５年１１月２１日開催「久良岐公園から三殿

台遺跡を歩く」 
 

蒲原正治（６期） 

 

 友人に誘われて久しぶりに参加。大島先生をはじめと

する１７名が京急上大岡駅改札口を出た東口に集まった。

点呼・自己紹介と丁寧に作られた資料が配布された。駅を

東に出てすぐに急坂を登る。 

年齢に合わせてゆっくり登るが、少し汗ばんだ所で道路

右側がひらけ、天候にも恵まれて遠く沢の山々が見える。眼

下に街並みが見えるので、意外に登ったことがわかる。 

 さらに進むと、左手に少し下って「高野山大岡山真光

寺」。資料にある大屋根端の鴟尾（しび）・・難しい字です

ね！・・天守閣の鯱の様な物などを確認し、元の道を先に進

む。坂を下って登って「久良岐（くらき）公園」。入り口の階段

を下った所で、以前 金子先生に導かれて来たことを懐かし

く想う。公園は造成されたものだそうだが、池などあり、秋色

を楽しみながらゆっくりと下り、公園を抜ける。右折してすぐ

に「久良岐能舞台」。 

 以前来た時は、上がって立派な板の間を拝見しただけ

だったが、今回は能楽堂の由来と“能の真髄の解説“・謡・

笛と盛り沢山、３０分かかる。もっとも私は、静かな庭で聴い

ていた。少し色づきだした紅葉・山の斜面の木々の緑・小さ

な流れ。満喫した後、岡村公園へ、７０段ぐらいの階段にチ

ャレンジした方も。「岡村公園」は、どちらかと言えば、運動

公園。場所を探して昼食。 

ただ、天満宮は小さいけど面白い物がある。 

 それから、しばらく歩いて学校の角を曲がって、お目当

ての「三殿台遺跡」。ここも高台で見晴らしが良い。説明を

受ける。「三殿」は、縄文・弥生・古墳の三代の遺跡がある所。 

発掘が行われたので当時の感じはないが、真ん中に再

現した大きなショウケースのような建物があり、発掘当時の

様子が再現されている。昔の「家」再現されているが、素人

目には同じような感じ。資料館があり、土器の違いなどがわ

かる。 

 ３つの丘を越えてきたが、資料によれば“縄文の海進”

では、上大岡の駅の近くにまで海が迫っていたようだ。“ど

んな生活をしていたのかな？”と思う。入り口前の道路の向

こう側に“貝塚”があるので、海岸が近かったことが実感でき

た。 

久良岐公園 

謡 
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 最後は、「横浜英和女学院」のそばをもう一つ丘を越え

て、道脇の階段の上の「勝国寺」もちょっと見て、横浜市営

地下鉄駅「蒔田」に着く。解散。若い人に興味をもって、参

加してもらいたい。 

   

 

2016年度歴史文学散歩のご案内 
 

大島弘尚（14期） 

 

一昨年まで故金子省治先生のご指導のもと12年間続い

た同窓会の歴史文字散歩は、参加した方々の期待と前同

窓会事務局長の三春勝正様のご尽力により続けています。 

今年度も、昨年同様年4回平日を中心に行いますが、そのう

ち1回は、より多くの卒業生の参加を期待して、週末を計画

しました。 ご家族の方や、午前中だけの部分参加の方もい

らっしゃいますので、初めての方も是非ご参加ください。 

 

参加予定の方は、事前に同窓会事務室にご連絡いただけ

ると幸いです。 同窓会事務室は原則月・水・金曜日の午前

10時より午後4時まで開いております。 (同窓会事務局 

TEL/FAX 0467-44-8875) 

 

 

2016年度 歴史文学散歩予定コース 
                         

三春勝正(6期) 

 

①芭蕉と歩く大塚・目白台(芸術浪漫コース) 

実施日：5月26日(木曜日) 

集合：地下鉄有楽町線「護国寺」1番出口 10時 

解散：茗荷谷駅 15時ごろ 

距離：５〜６Ｋｍ 

昼食：弁当又は外食  その他：鳩山会館入場料500円 

   

 このコースは2013年5月に、今は亡き金子先生がご案

内されたコースと一部重なりますが、今回は先生が回られな

かったところも含めてコースを変えて歩きます。朝ドラの「朝

が来た」で取り上げられた成瀬記念講堂なども回ります。5

月はバラの時期、今回もバラのきれいな鳩山会館を入れま

した。金子先生もきっと5月のバラ庭園を私たちに見せたか

ったのではないかと思います。先生の歴史散歩のご案内も

確かこのコ－スが最後だったとおもうと感慨深いものがありま

す。 

 
②北原白秋ゆかりの地を巡る 

実施日：9月27日(火曜日) 

集合：京急「三崎口駅」 10時 

解散：三崎港 15時30分ごろ 

距離：６〜7Ｋｍ 

昼食：弁当又は外食 

 北原白秋は大正時代に三浦三崎の城ケ島の近くに住

んでいたことがあります。心傷を癒すために三崎に移り住ん

だのですが、思うように作家活動が進みません。そんな時、

雨の城ケ島を見てはっとふっ切れて書いた詩があの有名な

「城ケ島の雨」です。今回はそんな白秋の詩にうたわれた場

所や、彼の住居やよく行った場所などを訪ねます。 

 
③古東海道神奈川宿、歴史の道を歩く 

実施日：11.月19日(土曜日) 

集合：京急「神奈川新町駅」 10時 

解散：横浜駅 15時30分ごろ 

距離：５〜６Ｋｍ 

昼食：弁当持参 

 

 

竪穴式住居前で集合写真 

護国寺駅〜護国寺〜日本女子大・成瀬記念講堂

〜新江戸川公園(旧細川邸)〜関口芭蕉庵〜永

青文庫〜旧細川侯爵邸〜講談社野間記念館〜

東京カテドラル聖マリア大聖堂〜ホテル椿山荘東

京〜佐藤春夫旧居跡〜鳩山会館〜林泉寺(しば

られ地蔵)〜茗荷谷駅(丸の内線) 

三崎口駅－バス－白秋碑前〜白秋記念館・北原

白秋碑〜通り矢〜ウミウ展望台〜城ケ島灯台〜

城ケ島大橋歩行〜異人館跡〜大椿寺～海南神

社～最福寺～見桃寺〜歌舞島〜うらり〜三崎港

―バス→三崎口駅 
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東海道五十三次のひとつ神奈川宿。この地名が県の名

前や区の名前の由来であり、また、近代都市横浜が発展を

して行く原点になります。しかし、関東大震災や第二次世界

大戦によって、歴史的遺産の多くを失いました。それでも歴

史と伝説のあるこの街をめぐると、当時の面影を見つけるこ

とができます。開港当時、多くの寺が、諸外国の領事館など

に充てられていましたので、そうしたお寺巡りも興味深いも

のがあります。 

 

④鎌倉の洋館巡り 

実施日：2017年3.月30日(木曜日) 

集合：JR「鎌倉駅」西口 10時 

距離：6〜７Ｋｍ 

昼食：外食 

 

鎌倉は八百年の時を刻んだ町であります。必ずしも昔の

姿をとどめていませんが、それでも中世の表情は今でも垣

間みせてくれます。明治の世を迎えた時、にわかに避暑地、

保養地として注目されるようになったのです。健康と安らぎ

を求める上流社会の人々が別荘の建築を始めました。きっ

かけはドイツ人のベルツや長与専斎(ながよせんさい)などの

医者が作ったようです。 

 今回はそんな時期に作られ現在も残る鎌倉指定景観重

要建築物になっている洋館を訪ねます。開花を迎えた桜の

花と共に私たちの目を楽しませてくれることでしょう。 

 

 

 

 

 訃報（2015年10月1日以降判明分） 

先生 

鈴木和郎様（事務会計主任）2015年9月18日 

大木章次郎先生（倫理）2015年10月29日 

阿部忠也先生（国語）2016年1月26日 

卒業生 

堀 内 弘 之 氏 （ 3期） 2015年4月6日 

西 村  崇 氏 

岩 間 幸 紀 氏 

（13期） 

（17期） 

2015年6月12日 

2015年8月7日 

角村健二郎氏 

滝 沢  徹 氏 

（15期）

（19期） 

2015年8月21日 

2015年9月1日 

島 森 信 寿 氏 （ 1期） 2015年9月14日 

池 田 康 生 氏 （27期） 2015年9月15日 

水 嶋 藤 雄 氏 （ 4期） 2015年9月18日 

高 山 幹 夫 氏 (13期） 2015年9月29日 

関 谷 淸 氏 （ 6期） 2015年10月13日 

黒 滝 学 治 氏 （30期） 2015年11月1日 

島 田 厚 夫 氏 （ 4期） 2015年11月25日 

神 原 繁 雄 氏 （ 6期） 2015年12月13日 

大 塚  肇 氏 （ 6期） 2015年12月17日 

柴 田 義 勝 氏 （ 9期） 2015年12月23日 

北 村 英 夫 氏 （ 4期） 2015年12月23日 

荒 川 治 雄 氏 （ 6期） 2016年1月12日 

新 保  厳 氏 （ 2期） 2016年1月28日 

川 村 仁 弘 氏 （14期） 2016年2月8日 

赤 倉 康 友 氏 （ 5期） 2016年2月27日 

鈴 木 成 一 氏 （ 3期） 2016年3月11日 

林 田 隆 夫 氏 （ 2期） 2016年3月15日 

 

謹んでご冥福をお祈りいたします。 

 

 次号（第8６号）：2016年10月発行予定。 

 

 投稿歓迎 

同期会や支部のイベント報告、個人の体験記などの投稿

を歓迎します。標準サイズは文章1,200文字程度＋写真1

枚。同窓会事務局宛てメールまたは封書でお送りください。 

メールアドレス：admin@eikoalumni.org 

住所：(本号第1頁にあります)。 

 

 編集後記 

同窓会の会合等で学園に足を運ぶたびに新校舎工事の様

子を拝見するのが楽しみになっています。皆様も5月14日、

15日の栄光際に足を運ばれで、大講堂前あたりから工事の

様子をのぞいてみてはいかがでしょうか。 

 

 

神奈川新町駅～長延寺跡（オランダ領事館跡）～

良泉寺～笠䅣稲荷神社～能満寺・神明宮～東光

寺～金蔵院～熊野神社～高札場～成仏寺～慶

運寺～浄瀧寺～大井戸～宗興寺～権現山～洲

崎大神～普門寺～甚行寺～大綱金刀比羅神社

～本覚寺～台の坂 茶屋～神奈川台の関門跡→

横浜駅 

 

御成小学校〜旧安保小児科医院〜旧横浜興銀

〜寸松堂〜かいひん荘〜加賀谷邸〜長谷子供

会館〜鎌倉文学館〜ハリス記念鎌倉幼稚園・日

本基督教団鎌倉教会〜伊藤邸〜土谷邸〜比企

谷幼稚園〜聖ミカエル教会堂〜湯浅物産〜三河

屋本店〜川合邸〜石島邸→古我邸→鎌倉駅西

口 
 


